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第 1 章

はじめに

•お使いの ATA（1ページ）
• Cisco ATAをインストールします。 （4ページ）
• ATA音声品質（5ページ）

お使いの ATA
図 1 : Ciscoアナログ電話アダプタ

ATA 191および ATA 192上部パネル
次の図は、ATAの上部にあるさまざまな LEDとボタンを示しています。
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図 2 : ATA 191および ATA 192上部パネル

表 1 : ATA 191および ATA 192上部パネル項目

説明項目

緑色に点灯：システムが正常に起動し、使用可能な状態に

なっています。

緑色に低速点滅：システムは起動中です。

緑色に高速点滅が 3回繰り返される：システムが起動しませ
んでした。

消灯：電源がオフです。

電源 LED

緑色に点滅：データ送受信はWANポートを経由して実行さ
れています。

オフ：リンクがありません。

ネットワーク LED

緑色に点灯：オンフック。

緑色に低速点滅：オフフック。

緑色に高速点滅が 3回繰り返される：アナログデバイスの登
録に失敗しました。

オフ：ポートが設定されていません。

電話 1の LED

電話 2の LED
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説明項目

問題レポートツールを使用して、問題レポートを作成するに

は、このボタンを押します。

このボタンは、電源ボタンではありません。このボ

タンを押すと、問題レポートが生成され、システム

管理者宛にサーバにアップロードされます。

（注）

問題レポートツール（PRT）
ボタン

オレンジ色に点滅： PRTは問題レポート用のデータを準備し
ています。

オレンジ色に高速点滅： PRTは問題レポートログを HTTP
サーバに送信しています。

5秒間緑色に点灯してからオフ： PRTレポートは正常に送信
されました。

赤色に点滅： PRTレポートが失敗しました。PRTボタンを再
度押すと、新しい PRTレポートがトリガーされます。

赤色に点滅： [PRT]ボタンを押して点滅をキャンセルし、も
う一度押して新しい PRTをトリガーします。

問題レポートツール（PRT）
LED

問題レポートツールボタン

[問題レポートツール (PRT)]ボタンは、ATAの上部パネルにあります。[PRT (PRT)]ボタンを
押すと、ネットワークのトラブルシューティング用にログファイルが準備され、サーバにアッ

プロードされます。

アナログフォンのユーザに対して、ATAデバイスの PRTボタンを押すように指示して、PRT
ログファイルプロセスを開始することができます。

次のいずれかを実行して、PRTログファイルを ATAからアップロードする必要があります。

• HTTPサーバをセットアップして、ATAから PRTログファイルをアップロードします。

•お客様のニーズに最適なカスタマーサポートアップロード URLを設定し、それを ATAに
適用します。

ATA 191および ATA 192バックパネル
次の図は、ATAの背面にあるさまざまなポートとボタンを示しています。
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図 3 : ATA 191背面パネル

図 4 : ATA 192 -背面パネル

表 2 : ATA 191 and ATA 192背面パネル項目

説明項目

ATAをリセットするには、ペーパークリップなどを使用して
このボタンを短く押します。

出荷時のデフォルト設定に戻すには、10秒間押し続けます。

[RESET]

アナログフォンまたはファックス機を接続するには、RJ-11の
電話ケーブルを使用します。

電話機 1

RJ-11の電話ケーブルを使用して、2台目のアナログ電話機ま
たはファックス機を接続します。

電話機 2

イーサネットケーブルを使用して、ATAをコンピュータなど
のネットワーク上のデバイスに接続します。

イーサネット (ATA 192のみ)

ネットワークに接続するためにはイーサネットケーブルを使

用します。

ネットワーク

電源に接続するためには同梱の電源アダプタを使用します。DC 5V電源

Cisco ATAをインストールします。
10 Mbps接続の場合は、カテゴリ 3/5/5e/6のいずれのケーブルでも使用できますが、100 Mbps
接続にはカテゴリ 5/5e/6を使用する必要があります。

マルチプラットフォームファームウェア用の Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタアドミニストレーションガイド
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手順

ステップ 1 電源をアダプタポートに接続します。

ステップ 2 ネットワークから ATAのネットワークポートにストレートイーサネットケーブルを接続し
ます。各 ATAには、イーサネットケーブルが 1本付属しています。

ATA音声品質
ATAは、さまざまな設定パラメータ内でカスタムプロビジョニングできます。次のセクショ
ンでは、音声品質に寄与する要因について説明します。

サポートされるコーデック

ATAでは、以下のコーデックがサポートされています。デフォルト設定を使用することも、
回線 1および回線 2 (電話 1および電話 2)ページのオーディオ設定セクションでコーデック設
定を設定することもできます。

表 3 :サポートされるコーデック

説明コーデック

パケットあたり1 ~ 10個の 5ms音声フレームで非圧縮 64 kbpsデジタル化
音声送信をサポートする非常に複雑度の低いコーデック。これらのコー

デックは最高の狭帯域音声品質を提供しますが、使用可能なコーデック

の中で最も多くの帯域幅を使用します。

G.711（A-lawおよ
び mu-law）

パケットあたり1 ~ 10個の 5ms音声フレームで非圧縮 64 kbpsデジタル化
音声送信をサポートする非常に複雑度の低いコーデック。これらのコー

デックは最高の狭帯域音声品質を提供しますが、使用可能なコーデック

の中で最も多くの帯域幅を使用します。

G.726-32

ITU729音声を圧縮するために使用される、デジタル音声を圧縮するため
の音声コーディングアルゴリズム。G.729aは削減された 729の複雑バー
ジョンであり、G.729の処理能力約半分が必要です。729およびG 2929bit
ストリームは互換性があり、相互運用はできますが、同じではありませ

ん。

G.729a

SIPプロキシ冗長性
典型的なSIPプロキシサーバは、数千人の加入者を処理できます。アクティブなサーバを一時
的にオフにしてメンテナンス作業を行うことができるよう、バックアップサーバが利用可能に

マルチプラットフォームファームウェア用の Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタアドミニストレーションガイド
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しておくことは重要です。ATAでは、サービスの停止が最小限で済むように、DNS SRVを使
用したバックアップ SIPプロキシサーバの使用がサポートされています。

プロキシ冗長をサポートする簡単な方法は、SIPプロキシアドレスのリストを使用して DNS
サーバを設定することです。ATAは、SIPメッセージで指定されたドメインの SIPプロキシ
サーバと通信するように電話機に指示します。ATAは、DNSサーバを調べて、指定されたド
メイン内のSIPサービスを提供するホストのリストを取得します。エントリが存在する場合、
DNSサーバは、ドメインの SIPプロキシサーバのリストが含まれている SRVレコードを返し
ます。このレコードには、ホスト名、優先順位、リスニングポートなどの詳細情報が含まれて

います。ATAは優先度の順序でホストへの接続を試みます。

ATAが現在、優先順位の低いプロキシサーバを使用している場合は、優先順位の高いプロキ
シを定期的に調査してオンラインであるかどうかを確認し、可能な場合は上位の優先プロキシ

に切り替えます。デフォルト設定を使用するか、このドキュメントの「プロキシと登録」セク

ションの説明に従って、プロキシ冗長メソッドを設定できます。

その他の ATAの音声品質機能

サイレント抑制とコンフォートノイズ生成

サイレント抑制を使用した音声アクティビティ検出 (VAD)は、単一のコールに必要な帯域幅
を削減し、ネットワークがより多くのコールをサポートできるようにします。VADはスピー
チ信号と非スピーチ信号を区別し、無音抑制は会話中に発生する自然なサイレンスを削除しま

す。IP帯域幅は、音声を送信するためだけに使用されます。

自分のコールがまだ接続されているかを確認できるように、コンフォートノイズ生成がホワイ

トノイズを提供します。

モデムのパススルー

モデムと Faxパススルーに適用されるのは、次のとおりです。

•モデムラインを切り替えるコードを切り替えることによって、モデムパススルーモードが
トリガーされます。この設定は、[地域]ページの [業界向けサービスアクティベーション
コード]セクションで設定できます。

• CEDとCNGのトーンまたはNSEイベントは、FAXパススルーモードをトリガーします。

•エコーキャンセラは、モデムパススルーモードで自動的に無効になります。

•ファックスの無効化機能 (回線 1または 2のタブ)が、その回線に対して [はい]に設定さ
れている場合、エコーキャンセラのエコーは無効になります。この場合、FAXパススルー
はモデムパススルーと同じです。

• FAXとモデムパススルーの両方で、キャッチホンおよびサイレント状態の抑制が自動的に
無効になります。モデムまたは Faxのパススルー中の帯域外 DTMF送信が無効になって
います。
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アダプティブジッターバッファ

ATAでは、着信ボイスパケットをバッファリングして、ネットワーク遅延の影響を最小限に
抑えることができます。このプロセスは、ジッタバッファリングと呼ばれます。ジッタバッ

ファーのサイズによって、ネットワークの状態が変化するように調整されます。ATAには、
各サービス回線に対するネットワークのジッタレベル制御が設定されています。ジッターで

は、全体的な遅延を抑えるために、時間の経過に伴うジッターバッファーの圧縮をどの程度積

極的に試みるかを決定します。ジッタレベルが高くなると、徐々に小さくなります。ジッタレ

ベルが低い場合は、より高速に圧縮されます。デフォルト設定を使用するか、または [音声設
定の「設定」章の [ネットワーク設定]セクションでこの機能を設定することができます。

1パケットあたりのオーディオフレームが調整可能

この機能により、1つのRTPパケットに含まれるオーディオフレームの数を設定できます。パ
ケットを調整して、1 ~ 10のオーディオフレームを含めることができます。パケットの数を増
やすと、使用される帯域幅が減少しますが、遅延が増加し、音声品質に影響を与える場合もあ

ります。この設定は、SIPページの [RTPパラメータ]セクションで設定できます。

DTMFリレー

ATAは、数字の忠実性を保持するために、帯域外イベントとして DTMFを中継する場合があ
ります。この操作により、ダイヤルアップバンキングやエアラインの情報など、多くの IVRア
プリケーションで必要な DTMF転送の信頼性が向上します。この設定は、SIPページの [RTP
パラメータ]セクションで設定できます。

コールプログレストーン

ATAには、設定可能なコールプログレストーンがあります。コールプログレストーンは、ロー
カルで ATAに生成され、コールのステータスを通知します。ダイヤルトーンなど、各トーン
の種類のパラメータには、各コンポーネントの周波数と振幅、およびリズム情報を含めること

ができます。[地域のページのコールプログレストーン]セクションで、デフォルト設定をその
まま使用することも、これらのトーンを設定することもできます。

コールプログレストーンパススルー

この機能を使用すると、コールプログレストーン (呼出音など)を、末端のネットワークから生
成された状態で聞くことができます。

Echoキャンセリング

電話機と IPテレフォニーゲートウェイ電話機の間でのインピーダンスミスマッチは、ほぼ終
了エコーにつながる可能性があります。ATAには、「インピーダンスのミスマッチ」を補正
するための近端エコーキャンセラが搭載されています。ATAは、コンフォートノイズジェネ
レーター (CNG)を搭載したエコーサプレッサーも実装しているため、残留エコーが目立ちま
せん。この機能はデフォルトで有効になっています。この設定は、回線 1と回線 2の設定 (電
話 1と電話 2)ページの音声設定で設定できます。
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フックフラッシュイベント

ATA信号は、接続コール中にプロキシにフラッシュイベントをフックします。この機能を使
用して、サードパーティコール制御を使用して、高度な中間コールサービスを提供することが

できます。

•サービスプロバイダーによっては、コール待機サービス、3者間の会議サービス、または
3者通話サービスを無効にする必要がある場合があります。これらの3つの機能によって、
フックフラッシュイベントからソフトスイッチへのシグナリングができなくなる場合があ

ります。これらの設定は、回線 1と回線 2の設定 (電話 1と電話 2)ページの補足サービス
サブスクリプションセクションで設定できます。

•フックフラッシュの設定では、フックフラッシュ検出に必要な期間を決定します。[SIP]
ページの [制御タイマー値]セクションにあります。

ディジット間タイマーを使用した設定可能なダイヤルプラン

ATAには、次の 3つの構成可能な通話ディジットタイマーがあります。

•最初のタイムアウト:電話機がオフフックになることを知らせます。

•長いタイムアウト:ダイヤルされた文字列の終わりを知らせます。

•短いタイムアウト:より多くの数字が必要であることを知らせます。

極性制御

通話が接続されていて、コールが切断されている場合は、ATAを使用して極性を設定できま
す。この機能は、一部の有料電話機システムと留守番電話機をサポートするために必要です。

これらの設定は、回線 1と回線 2の設定 (電話 1と電話 2)ページの FXSポートの極性設定セク
ションで設定できます。

発呼側制御

発信側の制御 (CPC)は、チップとリング信号間の電圧を一時的に削除し、通話相手がハング
アップしたことを通知します。この機能は、オートアンサー機能を装備する場合に便利です。

これらの設定は、[地域のページの制御タイマーの値)]セクションで設定できます。

TLS上の SIPを使用した SIPメッセージの暗号化

Transport Layer Security (TLS)の SIPを有効にして、サービスプロバイダーとビジネスの間で
SIPメッセージを暗号化することができます。TLS上の SIPは、シグナリングメッセージを暗
号化するためにTLSプロトコルに依存します。 SIPトランスポートパラメータは、回線 1と回
線 2の設定 (電話 1と電話 2)ページの [SIP設定]セクションで設定できます。

SRTPを使用した安全な通話

音声パケットが、Secure Real-Time Transport Protocol（SRTP）を使用して暗号化されます。こ
の機能は、標準ベース (RFC4568)で実装されています。セキュアコールサービスはデフォルト
で有効になっています。これは、回線 1と回線 2の設定 (電話 1と電話 2)ページの補助的な
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サービスの定期売買セクションにあります。このサービスが有効になっている場合は、電話番

号をダイヤルする前にスター (*)キーを押すことで、安全な通話をアクティブ化できます。ま
た、セキュアコールの設定を有効にして、電話からのすべてのコールを暗号化することもでき

ます。
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第 2 章

ボイスオーバーIPサービスのクイックセッ
トアップ

•ボイスオーバー IPの設定（11ページ）

ボイスオーバー IPの設定
ATA Webページに初めてログインすると、[クイックセットアップ]ページが表示されます。
このページを使用して、電話機をプロバイダーのボイスオーバー IPネットワークに接続しま
す。

サービスプロバイダーのネットワークにリンクするには、インターネット接続が必要です。デ

フォルトのネットワーク設定では、WANポートがルータのポートに接続されている場合、ATA
はインターネットに接続します。

（注）

手順

ステップ 1 回線 1と回線 2の場合は、PHONE1ポートおよび PHONE2ポートに接続されている電話機ま
たはファックスで使用される電話機の設定を入力します。

•プロキシ:サービスプロバイダーのプロキシサーバの IPアドレスを入力します。

•表示名:アカウントの識別に使用する名前または DNを入力します。通常、この名前は、
発信者 ID名として使用されます。

•ユーザ ID:インターネットアカウントにログインするために必要なユーザ IDを入力しま
す。

•パスワード:インターネットアカウントにログインするのに必要なパスワードを入力しま
す。

マルチプラットフォームファームウェア用の Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタアドミニストレーションガイド
11



•ダイヤルプランイン (回線セクションのみ):デフォルト設定をそのまま使用するか (推奨)、
またはサイトに合うようにダイヤルプランを編集します。

ステップ 2 [Submit]をクリックして設定値を保存します。音声サービスが再起動されます。

ステップ 3 進行状況を確認するには、次のタスクを実行します。

a) 電話機のLEDが緑色に点灯していることを確認します。これは、電話機が登録されている
ことを示します。

回線が登録されていない場合は、登録が完了するまで数秒かかるので、ブラウザを数回更

新します。また、DNSサーバの設定を含むインターネット設定が ISPからの情報に従って
設定されていることを確認します。

b) 外部電話機を使用して、ISPから割り当てられた電話番号にコールします。電話機が応答
していることと、双方向音声が通話中であることを確認します。
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第 3 章

ネットワーク設定

• Webベースの設定ユーティリティ（13ページ）
•基本的なセットアップ（14ページ）
•詳細設定（24ページ）
•アプリケーション（27ページ）

Webベースの設定ユーティリティ
電話機のシステム管理者は、ユーザが電話機の統計を表示したり、一部またはすべてのパラ

メータを変更することを許可できます。このセクションでは、電話機のWebユーザインター
フェイスで変更できる電話機の機能について説明します。

電話機ウェブインターフェイスへのアクセス

サービスプロバイダーが設定ユーティリティへのアクセスを無効にしている場合は、続行する

前にサービスプロバイダーに問い合わせてください。

手順

ステップ 1 コンピュータが電話機と通信できることを確認します。使用中の VPNはありません。

ステップ 2 Webブラウザを起動します。

ステップ 3 Webブラウザのアドレスバーに、電話機の IPアドレスを入力します。

たとえば、http://10.64.84.147/adminとなります。

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、パスワードを入力します。
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ATAへのWebアクセスの許可
ATAのパラメータを表示するには、設定プロファイルを有効にします。いずれかのパラメー
タを変更するには、設定プロファイルを変更できることが必要です。システム管理者が ATA
のWebユーザインターフェイスを表示または書き込み可能にするために、ATAオプションを
無効にしている可能性があります。

詳細については、『CISCO ATA 191および 192マルチプラットフォームファームウェアプロビ

ジョニングガイド』を参照してください。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス（13
ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [システム（System）]をクリックします。

ステップ 2 [システム設定（System Configuration）]セクションで、[Webサーバの有効化（Enable Web
Server）]を [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 設定プロファイルを更新するには、電話機のWebユーザインターフェイスでフィールドを変
更した後に、[すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機は再起動し、変更が適用されます。

ステップ 4 現在のセッション中（または最後に [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリック
した後）に行ったすべての変更をクリアするには、[すべての変更を元に戻す（Undo All
Changes）]をクリックします。値が前の設定に戻ります。

基本的なセットアップ
ネットワークセットアップ>基本的なセットアップページから、インターネット接続、ローカ
ルネットワーク設定 (ATA 192のみ)、時刻の設定を構成します。

ネットワークサービス (ATA 192のみ)
ネットワークセットアップ >基本セットアップにある >ネットワークサービスページから、
ATA 192の動作モードを設定します。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

ATAは、次のモードのいずれかで動作するように設定できます。
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• NAT:ネットワークアドレス変換 (NATA):プライベートネットワーク上の複数のデバイス
が、パブリックで、ルーティング可能な IPアドレスを共有することを可能にします。NAT
と IPサービス経由の音声を共存させるには、ATAまたは他のネットワークデバイスに何
らかの形式の NATトラバーサルが必要です。ATAをWANポート上の 1つのネットワー
クとLANポート上の別のネットワークに接続する場合は、このオプションを使用します。
このオプションはデフォルトで選択されており、ほとんどの導入に適しています。

•ブリッジ:デバイスとして他のルータに対して ATAが動作している場合は、ブリッジモー
ドが使用されます。ATAを使用して LANポートにネットワークをブリッジする場合 (ま
た、接続されたデバイスが 10.0.0x範囲に存在する場合)、このオプションを選択します。

基本設定

ネットワークセットアップ>基本設定ページから、基本的なネットワーク設定を設定します。

表 4 :基本設定

説明フィールド

ISPによって指定されている場合は、ドメイン
名を指定します。それ以外の場合はこのフィー

ルドを空のままにします。

ドメイン名

ATAの名前。デフォルトはモデル番号です。
ISPは、使用するホスト名を指定できます。

ホスト名（Host Name）

ネットワークのスタックモードを選択します。

設定可能なモードには、IPv4のみ、Pv6のみ、
またはデュアルの 3つがあります。

スタックモード

SIPパケット設定 (IPv4または IPv6)を選択し
ます。

シグナリングの設定

RTPパケット設定 (IPv4または IPv6のいずれ
か)を選択します。

メディア設定

IPv4設定
ネットワークセットアップ>基本セットアップにある> IPv4設定ページから、IPv4接続をセッ
トアップします。

表の説明に従って、設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存す

るか、キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。
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表 5 : [インターネット接続タイプ]

説明フィールド

ISPが必要とするインターネットアドレスメソッドを指定します。デフォル
ト設定:自動コンフィギュレーション - DHCP

•自動設定: DHCP: ISPが動的に IPアドレスを提供する場合は、この設定
を使用します。このページには、これ以外の設定は必要ありません。

•静的 IP: ISPが静的 IPアドレスを割り当てられている場合にこの設定を
使用します。表示されるフィールドに値を指定します。

• PPPoE (DSLサービス):一部の DSLベースの ISPでは、PPPoE
(Point-to-pointプロトコル)を使用してインターネットに接続しています。
DSL回線を介してインターネットに接続している場合は、ISPに PPPoE
を使用しているかどうかを確認します。表示されるフィールドに値を指

定します。

[接続タイプ
（Connection
Type）]

•インターネット IPアドレスとサブネットマスク:サービスプロバイダー
によってアカウントに割り当てられた IPアドレスとサブネットマスクを
入力します。このアドレスは、インターネット上の外部ユーザに表示さ

れます。

•デフォルトゲートウェイ: ISPによって提供されたゲートウェイの IPア
ドレスを入力します。

必要に応じて、MTUとオプションの設定を調整することができます。

スタティック

IP設定

•ユーザ名とパスワード: PPPoE接続を介して ISPネットワークにログイ
ンする際に使用するユーザ名とパスワードを入力します。

•サービス名: ISPから提供された場合は、サービス名を入力します。

•オンデマンドでの接続:指定された非アクティブ状態 (最大アイドル時間)
後にインターネット接続を切断するように ATAを設定できます。イン
ターネット接続がタイムアウトになった場合、この機能により、再度イ

ンターネットにアクセスしようとしたときに、ATAが再接続を再確立す
ることも可能になります。このオプションを選択した場合は、最大アイ

ドル時間も設定します。

•キープアライブ:このオプションをオンにすると、接続がアイドル状態
の場合でも、インターネットへの接続が無期限に維持されます。このオ

プションを選択した場合は、ATAによるインターネット接続が確認され
る間隔であるリダイヤル期間も設定します。デフォルト期間は 30秒で
す。

必要に応じて、MTUとオプションの設定を調整することができます。

PPPoEの設定
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説明フィールド

最大転送ユニット (MTU)設定では、ネットワーク伝送で許可されている最大
のプロトコルデータユニット (バイト単位)を指定します。一般に、MTUが
大きいほど効率は向上します。ただし、サイズの大きいパケットは、他のト

ラフィックの遅延を引き起こす可能性があり、破損する可能性が高くなりま

す。通常は、ATAが適切なMTUを選択できるように、デフォルト設定のま
まにします。MTUを指定するには、[手動]を選択して、バイト数を入力しま
す。

[最大伝送ユ
ニット

（MTU）]

表 6 :オプションの設定

説明フィールド

DNSサーバを選択するための推奨される方法を選択します。

• DHCP手動:ネットワークサーバからのDNSサーバの設定
が優先され、DNSフィールドのエントリはバックアップ
としてのみ使用されます。

•手動DHCP: DNSフィールドのエントリが優先され、ネッ
トワークサーバからの DNSサーバの設定がバックアップ
として使用されます。

•手動:DNSフィールドのエントリは、DNSサーバを選択す
るために使用されます。

[DNSサーバ順序（DNS Server
Order）]

プライマリ DNSを IPv4用に設定します。プライマリ DNS（Primary
DNS）

IPv4のセカンダリ DNSを設定します。セカンダリ DNS（Secondary
DNS）

IPv6設定
ネットワークセットアップ>基本セットアップにある> IPv6設定ページから、IPv6接続をセッ
トアップします。

表の説明に従って、設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存す

るか、キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。
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表 7 : IPv6設定

説明フィールド

ISPが必要とするインターネットアドレスメソッドを指定します。デフォルト設
定:自動コンフィギュレーション - DHCP

自動設定: DHCP: ISPが動的に IPアドレスを提供する場合は、この設定を使用し
ます。このページには、これ以外の設定は必要ありません。

静的 IP: ISPが静的 IPアドレスを割り当てられている場合にこの設定を使用しま
す。次のフィールドに入力します。

•インターネットの IPv6アドレスおよびプレフィックス長:サービスプロバイ
ダーによってアカウントに割り当てられた IPv6アドレスとプレフィックス
長を入力します。パブリックにはこのアドレスを表示します。

•デフォルトゲートウェイ: ISPによって提供されたゲートウェイ IPv6アドレ
スを入力します。

PPPoE (DSLサービス):一部の DSLベースの ISPでは、PPPoE (Point-to-pointプロ
トコル)を使用してインターネットに接続しています。DSL回線を介してイン
ターネットに接続している場合は、ISPにPPPoEを使用しているかどうかを確認
します。次のフィールドに入力します。

•ユーザ名とパスワード: PPPoE接続を介して ISPネットワークにログインす
る際に使用するユーザ名とパスワードを入力します。

•サービス名: ISPから提供された場合は、サービス名を入力します。

•オンデマンドでの接続:指定された非アクティブ状態 (最大アイドル時間)後
にインターネット接続を切断するようにATAを設定できます。インターネッ
ト接続がタイムアウトになっている場合は、この機能によって、インター

ネットに再度アクセスしようとしたときに自動的に ATAを再接続すること
ができます。このオプションを選択した場合は、最大アイドル時間も設定し

ます。

•キープアライブ:このオプションをオンにすると、接続がアイドル状態の場
合でも、インターネットへの接続が無期限に維持されます。このオプション

を選択した場合は、ATAによるインターネット接続が確認される間隔であ
るリダイヤル期間も設定します。デフォルト期間は 30秒です。

[インター
ネット接続

タイプ]
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表 8 :オプションの設定

説明フィールド

DNSサーバを選択するための推奨される方法を選択します。

• DHCP手動:ネットワークサーバからのDNSサーバの設定
が優先され、DNSフィールドのエントリはバックアップ
としてのみ使用されます。

•手動DHCP: DNSフィールドのエントリが優先され、ネッ
トワークサーバからの DNSサーバの設定がバックアップ
として使用されます。

•手動: DNSフィールドのエントリは、DNSサーバを選択
するために使用されます。

[DNSサーバ順序（DNS Server
Order）]

自動設定を許可する場合は有効にします。自動設定の許可

プライマリ DNSを IPv6用に設定します。プライマリ DNS（Primary
DNS）

IPv6のセカンダリ DNSを設定します。セカンダリ DNS（Secondary
DNS）

IPv4 LAN設定 (ATA 192のみ)
ネットワークセットアップ >基本セットアップにある > IPv4 LAN設定ページから、ローカル
ネットワークの IPアドレスとサブネットマスクを設定します。組み込み DHCPサーバの設定
も設定します (ATA 192のみ)。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

ルータIP

ローカルネットワークのローカル IPアドレスとサブネットマスクを入力します。デフォルト
設定には、255.255.255.0のサブネットマスクと 192.168.15.1が設定されています。

DHCPサーバの設定

説明フィールド

ATAでは、組み込み DHCPサーバを使用して、接続されたデバイスに IP
アドレスを動的に割り当てることができます。有効をクリックして DHCP
サーバを有効にするか、無効をクリックしてこの機能を無効にします。

デフォルト設定:有効

[DHCPサーバ
(DHCP Server)]
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説明フィールド

[DHCP予約の表示]ボタンをクリックすると、DHCPクライアント一覧を
表示および管理できます。[DHCP予約の非表示]ボタンをクリックして、
一覧を非表示にします。一覧が表示されたら、次の作業を実行できます。

•現在のDHCPクライアントの静的 IPアドレスを予約するには、DHCP
テーブルからクライアントを選択一覧で、クライアントのチェック

ボックスをオンにします。クライアントを追加をクリックします。選

択されたクライアントは、すでに予約されているクライアント一覧に

追加されます。これらのクライアントには、変更されない静的な IPア
ドレスが割り当てられています。

• DHCPテーブル一覧から[クライアントの選択]にないクライアントを
追加するには、クライアント名の入力ボックスにクライアントの名前

を入力します。IPアドレスの割り当てボックスに、このクライアン
トの IPアドレスを入力します。MACアドレスを次の形式で入力して
ください: 00:00:00:00:00:00 [追加（Add）]をクリックします。

•すでに予約されているクライアントの一覧からクライアントを削除す
るには、クライアントのチェックボックスをオンにします。[削除]を
クリックします。

IP予約

DHCPクライアントが使用するデフォルトゲートウェイの IPアドレスを
入力します。

デフォルト設定: 192.168.15.1 (イーサネット (LAN)インターフェイスの IP
アドレス)

デフォルトゲー

トウェイ

（Default
Gateway）

DHCPサーバによって動的に割り当てられたアドレスの範囲の最初のアド
レスを入力します。

デフォルト設定: 192.168.15.100

開始 IPアドレス
（Starting IP
Address）

DHCPサーバからDHCPアドレスを動的に受信または「リース」すること
が可能なデバイスの最大数を入力します。

デフォルト設定：50

重要:通常、ATAは、Webブラウザやメール表示などのビジネス関連のタ
スクのために最大 5台の接続されたコンピューターをサポートできます。
ATAは、音楽、ビデオ、ゲーム、またはその他のネットワークトラフィッ
ク集中型タスクのストリーミングをサポートするようには設計されていま

せん。

最大 DHCPユー
ザ数
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説明フィールド

動的に割り当てられたIPアドレスを使用できる分数、または「リース済み」
を入力します。この時間が経過すると、クライアントデバイスは DHCP
リース更新をリクエストするようになります。0は 1日を表し、9999は期
限切れにならないことを示します。

デフォルト設定：0

クライアントの

リース時間

このオプションをリクエストするホストに、プロビジョニングサーバのア

ドレス情報を提供します。サーバ情報は、次の 3つの方法のいずれかで定
義できます。

•なし: ATAは独自の TFTPサーバを使用してソースプロビジョニング
ファイルを使用するため、自身のローカル IPアドレスをクライアント
に返します。

•リモート TFTPサーバ: ATAは、この方法を使用して設定され、サー
バ情報をWANインターフェイス上のオプション 66を使用して受信し
ました。クライアントの要求に応答して、リモート TFTPサーバ情報
を提供します。

•手動 TFTPサーバ :設定サーバアドレスを手動で設定できます。この
オプションは、IPアドレスまたは完全修飾ホスト名のいずれかを提供
するために使用されます。また、ATAは、特定のクライアントの要件
を満たすために、プロトコル、パス、ファイル名などの完全な URL
を受け入れて提供します。

デフォルト設定:なし

オプション 66

オプション 66に [手動 TFTPサーバ]を選択した場合は、TFTPサーバの IP
アドレス、ホスト名、または URLを入力します。

デフォルト設定：空白

TFTPサーバ
（TFTP Server）

このオプションをリクエストするホストに設定またはブートストラップ

ファイル名を提供します。このオプションは、オプション 66と一緒に使
用すると、クライアントが適切な TFTPリクエストをファイルに対して実
行できるようになります。

デフォルト設定：空白

オプション 67

このオプションを要求するクライアントへの設定 URLを提供します。オ
プション 159 URLでは、DNSを使用できないクライアントに IPアドレス
を使用して、プロトコルとパスの情報を定義します。例:
https://10.1.1.1:888/configs/bootstrap.cfg

デフォルト設定：空白

オプション 159
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説明フィールド

このオプションを要求するクライアントへの設定 URLを提供します。オ
プション 160 URLでは、DNSを使用できるクライアントに完全修飾ドメ
イン名を使用してプロトコルとパスの情報を定義します。例:
https://myconfigs.cisco.com:888/configs/bootstrap.cfg

デフォルト設定：空白

オプション 160

この設定が有効になっている場合、DNSプロキシは現在のパブリックネッ
トワーク DNSサーバに DNSリクエストを中継します。また、ネットワー
ク上のクライアントデバイスへの DNSリゾルバーとして応答します。有
効をクリックしてこの機能を有効にするか、無効をクリックして無効化し

ます。DNSプロキシが無効になっている場合、DHCPクライアントは、静
的 DNSサーバを使用するか、またはインターネット (WAN)インターフェ
イス用に指定されたサーバを使用して DNSサーバ情報を提示します。

DNSプロキシ

IPv6 LAN設定 (ATA 192のみ)
ネットワークセットアップ >基本セットアップ > IPv6 LAN設定ページから、IPv6 LAN接続
をセットアップします。

表の説明に従って、設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存す

るか、キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。

表 9 : [インターネット接続タイプ]

説明フィールド

有効をクリックして DHCPサーバを有効にするか、無効をク
リックしてこの機能を無効にします。

デフォルト設定:有効

[DHCPサーバ(DHCP Server)]

アドレス割り当てタイプ: SLAAC/DHCPv6を選択します。アドレス割り当てタイプ

DHCPv6委任をサポートするかどうかを選択します。[はい]の
場合、ユーザは IPv6アドレスプレフィックスを設定できませ
ん。

DHCPv6委任

Ipv6アドレスプレフィックスを IPv6 LANインターフェイスに
設定すると、プレフィックス長は 64に固定されます。

IPv6アドレスプレフィック
ス

Ipv6アドレスプレフィックス長を IPv6 LANインターフェイス
に設定します。

範囲:1-112

IPv6アドレス長

IPv6の静的 DNSを設定します。IPv6の静的 DNS
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説明フィールド

LAN IPv6アドレス情報を表示します。LAN IPv6アドレス

時刻設定

ネットワークセットアップ >基本セットアップにある >時間設定ページから、ATAのシステ
ム時間を設定します。デフォルトでは、システム時刻は Network Time Protocol (NTP)サーバを
使用して自動的に設定されます。システム時間を手動で設定することもできます。さらに、こ

のページを使用して、タイムゾーンを指定したり、夏時間の調整を有効にしたり、関連する設

定を変更したりすることができます。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

ユーザマニュアル

システムを手動で設定する場合は、ユーザマニュアルをクリックして、日付と時刻を入力しま

す。

表 10 :時刻設定

説明フィール

ド

4桁の年、月、日の順で日付を入力します。日付

時間を次の順序で入力します。時間 (1 ~ 24)、分、秒です。時刻

タイムゾーン

タイムサーバを使用して時刻の設定を確立するには、[タイムゾーン]を選択します。次に、こ
のセクションの他のフィールドに情報を入力/指定します。

表 11 :タイムゾーン設定

説明フィールド

ATAが使用されているサイトのタイムゾーンを選択します。デ
フォルト設定: (GMT-08:00)太平洋標準時 (米国 &カナダ)。

タイムゾーン

サマータイムが有効になっている時間を自動的に調整したい場合

は、このチェックボックスをオンにします。保存しない場合は、

ボックスをオフにします。

自動的に夏時間の調整を

する
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説明フィールド

ATAのデフォルトの Network Time Protocol (NTP)サーバを使用す
るには、ドロップダウンリストから [自動]を選択します。NTP
サーバを指定する場合は、[手動]を選択し、NTPサーバアドレス
を入力します。

デフォルト設定:自動

タイムサーバアドレス。

再同期タイマー間隔の値を入力します(秒単位)。このタイマーは、
ATAが NTPサーバと再同期する頻度を制御します。

デフォルト設定: 3600秒

再同期タイマー

このオプションを選択すると、システムのリブート後に、ATAを
自動的にタイムサーバに再接続することができます。

デフォルト設定：無効

リブート後の自動リカバ

リー

詳細設定
ネットワークセットアップ>詳細設定ページから、ポートフロー制御、MACアドレスのクロー
ン作成、VPNパススルー、VLANなどの機能を設定します。

ポート設定 (ATA 192のみ)
ネットワークセットアップ >詳細設定にある >ポート設定ページから、イーサネット (LAN)
ポートの属性を設定します。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

表 12 :ポート設定

説明フィールド

フロー制御は、ポート上のデータの送信を一時的に停止するメカニズムで

す。たとえば、デバイスは、ネットワークの他の部分よりも高速にデータ

を転送することができます。このようなネットワークの要素は、指定され

た時間の間、送信者の送信を停止します。

有効をクリックしてこの機能を選択するか、無効を選択してこの機能を無

効化します。

デフォルト設定：Enabled

フロー制御
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説明フィールド

デュプレックスモードを選択します。自動ネゴシエーション、10ハーフ、
10フル、100ハーフと 100フルに選択できます。Ciscoでは、[自動ネゴシ
エーション]を選択して、トラフィックに適したモードを自動的に選択す
ることを推奨しています。その他の設定には注意して使用してください。

ネットワークデバイスに対して適切でない設定を選択すると、問題が発生

する可能性があります。

デフォルト設定:自動ネゴシエーション

スピードデュプ

レックス

MACアドレスクローン
MACアドレスは、識別目的で、ハードウェアの固有の部分に割り当てられた 12桁のコードで
す。ISPの中には、インターネットにアクセスするためにMACアドレスを登録する必要があ
る ISPもあります。以前に別のMACアドレスでアカウントを登録している場合は、そのMAC
アドレスを ATAに割り当てると便利な場合があります。ネットワークセットアップ >詳細設
定にある > MACアドレスクローンページから、すでにサービスプロバイダーに登録されてい
るMACアドレスを割り当てることができます。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

表 13 : MACアドレスクローン設定

説明フィールド

[有効]をクリックすると、MACアドレスのクローン作成が有効に
なります。

デフォルト設定:無効。

MACクローン

ATAに割り当てるMACアドレスを入力します。使用しているコン
ピュータのMACアドレスが以前に ISPアカウントに登録していた
アドレスである場合は、PCのMACをクローンをクリックします。
Macアドレスフィールドには、使用しているコンピュータのMacア
ドレスが表示されます。

デフォルト設定: ATAの現在のMacアドレス

[MACアドレス（MAC
Address）]

VPNパススルー (ATA 192のみ)
IPsec、PPTP、および L2TPプロトコルの VPNパススルーを設定するには、ネットワークセッ
トアップ >詳細設定にある > VPNパススルーページから行います。この機能は、独立した
IPsecトンネルを必要とする ATAの背後にデバイスが存在する場合に使用します。たとえば、
デバイスは VPNトンネルを使用してWAN上の別のルータに接続する必要があります。
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デフォルトでは、IPsec、PPTP、およびL2TPに対してVPNパススルーが有効になっています。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

表 14 : VPNパススルー設定

説明フィールド

インターネットプロトコルセキュリティ (IPsec)は、IP層でパケットの安全
な交換を実装するために使用される一連のプロトコルです。有効をクリック

してこの機能を有効にするか、無効をクリックして無効化します。

デフォルト設定：Enabled

IPsecパスス
ルー

Point-to-Point Tunneling Protocol (PPTP)を使用すると、IPネットワークを介
して Point-to-Point Protocol (PPP)をトンネリングできます。PPTPパススルー
を無効にするには、[無効]を選択します。

デフォルト設定：Enabled

PPTPパスス
ルー

レイヤー 2トンネリングプロトコルは、レイヤー 2レベルのインターネット
を使用して Point-to-Pointセッションを有効化するために使用される方法で
す。有効をクリックしてこの機能を有効にするか、無効をクリックして無効

化します。

デフォルト設定：Enabled

L2TPパスス
ルー

VLAN
ネットワークセットアップ >詳細設定にある > VLANページから、ネットワークに VLAN ID
を割り当てます。たとえば、コールコントロールシステムは、特定のボイス VLAN IDを必要
とする場合があります。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

表 15 : VLAN設定

説明フィールド

[有効]をクリックしてこの機能を有効にするか、[無効]をク
リックして無効化します。

デフォルト設定：無効

VLANの有効化（Enable
VLAN）

VLAN IDは、1 ~ 4094の任意の数字です。VLANを有効にす
ると、デフォルトの設定は 1になります。

VLAN ID
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CDPおよび LLDP
デバイス検出プロトコルを使用すると、直接接続されたデバイスが相互に関する情報を検出で

きます。これらのプロトコルを有効にして、ネットワーク管理システムが ATAとエンドポイ
ントについて知ることができるようにすることもできます。ネットワークセットアップ>詳細
設定にある > CDP & LLDPページから、CISCO Discovery Protocol (CDP)と Link Layer Discovery
Protocol (LLDP)の設定を指定します。有効にすると、ATAはマルチキャストアドレスにメッ
セージを送信し、そのプロトコルを使用して他のデバイスから送信されたメッセージをリッス

ンします。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

アプリケーション
ネットワークセットアップ>アプリケーションページから、ボイスサービスおよびパブリック
アクセス用にホストするすべてのサーバをサポートします。

Quality of Service（QoS） (ATA 192のみ)
ネットワーク設定 >アプリケーションにある > QoSページから、上流の帯域幅を広帯域サービ
スに合わせて設定します。この機能は、デフォルトで有効になっており、ネットワークトラ

フィックが多いときに音声を優先順位付けすることを支援します。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

表 16 : QoSの設定

説明フィールド

QoS設定を常に有効にするには常にオンをクリックするか、音声トラ
フィックがある場合にのみ有効にする場合は電話機の使用時にオンをク

リックします。

デフォルト設定:電話機の使用時にオン

QoSポリシー

インターネットのサービスプロバイダーによって指定されている、利

用可能な上流の帯域幅の最大値を入力します。

デフォルト設定: 100000 kbps

重要:サービスプロバイダーから受信した上流の帯域幅を上書きしない
でください。この値を利用可能なサービス帯域幅より高く設定すると、

サービスプロバイダーのネットワークでトラフィックが任意に削除さ

れる可能性があります。

アップストリーム帯

域幅
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ポートフォワーディング (ATA 192のみ)
外部デバイスから特定のポートにアクセスする必要がある場合は、ネットワークセットアッ

プ >アプリケーションにある >ポートフォワーディングページからアクセスします。

ポートフォワーディングのリスト

ポートフォワーディングルールを追加するには、[エントリの追加]をクリックします。ポート
フォワーディングルールを編集するには、リストでポート転送ルールを選択してから [鉛筆ア
イコン]をクリックします。ポートフォワーディングルールを削除するには、[削除]アイコン
をクリックします。

表 17 :ポートフォワーディングの設定

説明フィールド

ポートフォワーディングルールの識別番号。番号（Number）

ルールのタイプ:単一ポートフォワーディングまたはポート範囲の転送。タイプ（Type）

ルールのステータス:有効化または無効化ステータス

このルールを使用して、ネットワークリソースにアクセスするアプリケー

ション。

アプリケーショ

ン

ポートフォワーディングの詳細

[詳細]を表示するには、ポートフォワーディングリスト内のエントリをクリックします。

表 18 :ポート設定

説明フィールド

外部クライアントがこの接続を設定するために使用するポート。External Port

内部サーバにトラフィックを転送するときにATAが使用するポー
ト。

内部ポート

使用されるプロトコルは、TCPまたは UDPです。プロトコル（Protocol）

このルールによってアクセスされる内部サーバの IPアドレス。[IPアドレス（IP
Address）]

主導でポートフォワーディング (ATA 192のみ)を追加
このページを使用して、アプリケーションのポートフォワーディングの設定を入力します。

説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、

キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。
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表 19 :ポートフォワーディングの設定

説明フィールド

ポート転送のタイプを選択します。

•単一ポートフォワーディング: LAN内のターゲットサーバの同じ
ポートまたは代替ポートに対して、指定されたポートへのトラフィッ

クを転送します。

•ポート範囲転送: LAN内のターゲットサーバの同じポートにトラ
フィックを転送します。必要なポートまたは範囲については、イン

ターネットアプリケーションのマニュアルを参照してください。

ポートフォワーディ

ングタイプ

ポートを1つ転送する場合は、ドロップダウンリストから一般的なアプ
リケーション (Telnetや DNSなど)を選択します。

リストにないアプリケーションを追加するには、新しい名前の追加を選

択し、名前の入力フィールドに名前を入力します。

アプリケーション名

ポート範囲転送を選択した場合、または単一のポートフォワーディング

のアプリケーション名一覧で新しい名前の追加を選択した場合は、ア

プリケーションを識別する名前を入力します。

名前を入力します

ポートを1つ転送する場合は、使用するポートを指定します。簡略化の
ために、内部ポート番号と外部ポート番号は同じであることが多くあり

ます。異なる外部ポート番号を使用して、異なるサーバで使用されてい

る同一のアプリケーションタイプのトラフィックや非標準ポートを使用

したプライバシーを区別することができます。

•外部ポート:単一ポートフォワーディングの場合は、外部クライア
ントが内部サーバとの接続を設定するために使用するポート番号を

入力します。

•内部ポート:シングルポートフォワーディングの場合は、内部サー
バにトラフィックを転送するときに ATAが使用するポート番号を
入力します。

[アプリケーション名]一覧から単一ポートフォワーディング用の標準ア
プリケーションを選択すると、適切なエントリが自動的に表示されま

す。

外部ポート、内部

ポート

ポート範囲転送の場合は、使用するポートの範囲を指定します。有効値

は 1～ 65535です。
開始 ‐ 終了ポート

転送可能なプロトコル (TCP、UDP、またはTCP、UDP)を選択します。プロトコル

（Protocol）
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説明フィールド

転送されたトラフィックを受信するローカルサーバの IPアドレスを入
力します。

トラフィックを正しく転送するには、ローカルサーバが静的 IPアドレ
スで設定されているか、または DHCPを使用して予約済みの IPアドレ
スを割り当てられている必要があります。IPアドレスを予約するには、
[インターフェイスセットアップ] > [LAN] > [DHCPサーバ]ページをか
ら行います。

[IPアドレス（IP
Address）]

このポート転送ルールを有効にするには、チェックボックスをオンに

し、無効にするにはボックスをオフにします。

デフォルト設定：無効

[有効（Enabled）]

DMZ (ATA 192のみ)
特定目的のサービスに対してローカルデバイスをインターネットに公開する場合は、ネット

ワークセットアップ >アプリケーションにある > DMZページから行います。

指定されたネットワークデバイスは、DHCPクライアント機能を無効にしておく必要がありま
す。また、指定された IPアドレスでアクセス可能であることを確認するために、予約済み IP
アドレスを設定する必要もあります。

Demilitarized Zone（DMZ;緩衝地帯）は、ポート範囲フォワーディングと似ています。この両
方の機能により、インターネットトラフィックは、プライベートネットワーク上のリソースに

アクセスできます。ただし、ポート範囲転送は、アプリケーション用に指定されたポートを開

くだけであるため、安全性が高くなります。DMZホストは、1台のデバイスのすべてのポート
を開いて、それをインターネットに公開します。

（注）

説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、

キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。

表 20 : DMZ設定

説明フィールド

有効をクリックしてこの機能を有効にするか、無効をクリックして無効化し

ます。

デフォルト設定：無効

ステータス

DMZを経由してアクセス可能なデバイスのローカル IPアドレスを指定しま
す。

プライベート
IP
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第 4 章

音声設定の構成

•情報（Information）（31ページ）
•システム（33ページ）
• SIP （34ページ）
•プロビジョニング（45ページ）
•地域（51ページ）
•回線 1と回線 2 (電話 1と電話 2)の設定（72ページ）
•ユーザー 1およびユーザー 2（91ページ）

情報（Information）
音声 >情報ページから、ATA音声アプリケーションに関する情報を表示します。

製品情報

表 21 :製品情報

説明フィールド

ATAの製品名。Product Name

ATAのシリアル番号。シリアル番号

ATAのソフトウェアバージョン。ソフトウェアバージョン

ATAのハードウェアバージョン。[ハードウェアバージョン（Hardware Version）]

ATAのMacアドレス。[MACアドレス（MAC Address）]

ATAのクライアント証明書。クライアント証明書

ATAのカスタマイズ[カスタマイズ（Customization）]
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システムステータス（System Status）
表 22 :システムステータスの設定

説明フィールド

システムの現在の日付と時刻。例：10/3/2003 16:43:00

[ネットワークセットアップ]の > [時間設定]ページか
ら、システム時刻を設定します。

現在の日時

システムが最後にリブートしてから経過した合計時間。

例：25日間、18:12:36
経過時間

送信された RTPパケットの総数 (冗長なパケットを含
む)。

RTPパケット送信

送信された RTPバイトの総数RTPバイト送信済み

受信したRTPパケットの総数 (冗長なパケットを含む)。RTPパケット数（RTP Packets Recv）

受信した合計 RTPバイト数。RTP受信バイト数（RTP Bytes Recv）

送信されたSIPメッセージの合計数（再送信も含む）。[送信SIPメッセージ（SIP Messages
Sent）]

送信された SIPメッセージの合計バイト数（再送信も
含む）。

[SIP送信バイト数（SIP Bytes Sent）]

受信されたSIPメッセージの合計数（再送信も含む）。[受信SIPメッセージ（SIP Messages
Recv）]

受信した SIPメッセージの合計バイト数（再送信も含
む）。

[SIP受信バイト数（SIP Bytes Recv）]

NATマッピングに使用される外部 IPアドレス。外部IP（External IP）

回線 1と回線 2 (電話 1と電話 2)の設定
電話 1および電話 2のポートを介したコールの設定を設定するには、音声 >回線 1ページおよ
び音声 >回線 2ページから行います。

説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、

キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。

設定プロファイルでは、FXSパラメータに、設定を受信するポートを識別するための適切な数
字が含まれている必要があります。

（注）
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カスタム CAステータス
表 23 : CAステータス設定

説明フィールド

最新のカスタム CA (認証局)証明書のダウンロードの
ステータス。

[カスタムCAプロビジョニングステー
タス（Custom CA Provisioning Status）]

カスタム CA証明書がインストールされていない場
合、CA情報が正常にダウンロードされ、「インストー
ルされていません」となります。

デフォルト設定:未インストール

[カスタムCA情報（Custom CA Info）]

登録ステータス

表 24 :登録ステータス設定

説明フィールド

プロファイルルールの設定

デフォルト設定:空

[プロビジョニングプロファイル（Provisioning
Profile）]

最後のプロビジョニングのステータスを示しま

す。

デフォルト設定:空

登録ステータス

失敗した理由

デフォルト設定:空

[プロビジョニング失敗の理由（Provisioning
Failure Reason）]

システム
音声 >システムページから、一般的な音声システム設定を構成し、syslogサーバを使用したロ
ギングを有効にします。ロギングは、管理 >ロギングページからも設定できます。
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システム設定

表 25 :システム設定

説明フィールド

Cisco IP電話が指定されたサーバからの SIPメッセージに
のみ応答するドメインです。回線 1に適用可能です。

[制限付きアクセスドメイン
（Restricted Access Domains）]

管理者が、接続された電話によって組み込まれている IVR
を使用して ATAを管理するためのパスワードです。

IVR管理者パスワード

音声モジュールを再起動して、ネットワークインターフェ

イスを初期化するまでの遅延秒数です。

デフォルト設定：3

ネットワーク起動遅延

その他の設定

表 26 :その他の設定

説明フィールド

DNSパッケージでは、サーバがクライアントに対して TTL値を提示し
ます。このパラメータが [はい]に設定されている場合、サーバからの
値は無視されます。

デフォルト設定:なし

DNSクエリ TTL無
視

SIP
音声 > SIPページから、SIPのパラメータと値を設定します。

以下の説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存す

るか、キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。

これらのフィールドの詳細については、「Request to Comments (RFC) 3261」を参照してくださ
い。

（注）
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SIPパラメータ
表 27 : SIPパラメータ設定

説明フィールド

コールを転送できる最大時間。有効な範囲は 1～ 255です。

デフォルト設定:70

最大転送（Max Forward）

無限ループを避けるために INIVTEをリダイレクトできる回
数。

デフォルト設定：5

最大リダイレクション（Max
Redirection）

リクエストにチャレンジすることができる最大回数（0～ 255
回）。

デフォルト設定：2

最大認証（Max Auth）

アウトバウンドリクエストで使用されるユーザエージェント

ヘッダー。空の場合、ヘッダーは含まれません。許可される

GPP_A～GPP_Dに対応する $A～ $Dのマクロ展開。

デフォルト設定: $VERSION

SIPユーザエージェント名
（SIP User Agent Name）

インバウンド応答への応答に使用されるサーバヘッダー。

デフォルト設定: $VERSION

SIPサーバ名（SIP Server
Name）

登録リクエストで使用するユーザーエージェントの名前。こ

の値を指定しない場合、SIPユーザエージェント名のパラメー
タが REGISTER要求にも使用されます。

デフォルト設定：空白

SIP登録ユーザエージェント
名（SIP Reg User Agent
Name）

SIP登録メッセージシーケンス番号を定義します。

デフォルト設定：空白

SIP登録開始シーケンス番号

使用されるAccept-Languageヘッダー。デフォルトはありませ
ん。これは、ATAにこのヘッダーが含まれていないことを示
します。空の場合、ヘッダーは含まれません。

デフォルト設定：空白

SIP受け入れ言語（SIP Accept
Language）

DTMFイベントを通知するために SIP INFOメッセージで使用
されるMIMEタイプ。

デフォルト設定: Application/dtmf-relay.

DTMFリレーMIMEタイプ
（DTMF Relay MIME Type）
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説明フィールド

フックフラッシュイベントを通知するために SIP INFOメッ
セージで使用されるMIMEタイプ。

デフォルト設定:アプリケーション/フック-フラッシュ。

フックフラッシュMIMEタイ
プ（Hook Flash MIME Type）

値が異なる場合は、新しい登録を送信する前に ATAによって
最後の登録が削除されるかどうかを確認します。最後の登録

を削除する場合は [はい]を、このステップを省略する場合は
[いいえ]を選択します

デフォルト設定:なし

最後の登録の削除（Remove
Last Reg）

ATAがアウトバウンドSIPメッセージでコンパクトなSIPヘッ
ダーをしようするかどうかを決定します。

はいに設定すると、アウトバウンドSIPメッセージでコンパク
トな SIPヘッダーを使用します。

標準 SIPヘッダーを使用する場合は、いいえを選択します。

インバウンドSIP要求にコンパクトヘッダーが含まれる場合、
ATAは使用コンパクトヘッダーのパラメータに関係なく、応
答を生成するときに同じヘッダーを再利用します。着信SIPリ
クエストに通常のヘッダーが含まれている場合、[コンパクト
ヘッダーを使用する]が [はい]に設定されている場合、ATA
はそれらのヘッダーを、RFC 261で指定します。

デフォルト設定:なし

コンパクトなヘッダーを使用

（Use Compact Header）

表示名がプライベートかどうかを確認します。アウトバウン

ド SIPメッセージの場合に、ATAで文字列（表示名に設定さ
れている）をペアの二重引用符で囲むには、はいを選択しま

す。表示名に "または \が含まれている場合、これらは二重引
用符内にある \"または \ \にエスケープされます。それ以外の
場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:なし

表示名のエスケープ（Escape
Display Name）

コール保留のタイプを次の0.0.0.0ように設定します。保留SDP
では、0.0.0.0シンタックスを使用しないでください。この場
合は、a:sendonlyシンタックスを使用します。

デフォルト設定:あり

RFC 2543コール保留（RFC
2543 Call Hold）
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説明フィールド

すべての AVTトーンパケットを冗長性用にエンコードして、
各DTMFイベントのマーカービットを設定する場合は、[はい]
を選択します。

最初のパケットにマーカービットのみを設定するには、[いい
え]を選択します。

デフォルト設定:あり

すべてのAVTパケットをマー
クします。

Ptimeまたは固定された 10msに設定された値に従って、AVT
パケットサイズを示します。

デフォルト設定: ptime

AVTパケットサイズ

SIPセッションに使用できる最小の TCPポート番号。

デフォルト設定: 5060

SIP TCPポートの最小値（SIP
TCP Port Min）

SIPセッションに使用できる最大の TCPポート番号。

デフォルト設定: 5080

SIP TCPポートの最大値（SIP
TCP Port Max）

一部のサーバに用意されているコンピュータコールインター

フェイス機能を有効または無効にします。

デフォルト設定:なし

CTIの有効化:

このパラメータをはいに設定すると、電話機はNOTIFY sipfrag
メッセージを処理するように設定されます。

このパラメータは、設定ファイルでも設定できます。

<Keep_Referee_When_REFER_Failed ua="na">Yes

</Keep_Referee_When_REFER_Failed>

参照が失敗したときにReferee
を維持する（Keep Referee
When REFER Failed）

PAID-RPID-FROM、P-ASSERTEDIDENTITY、REMOTE-ID、
または FROMヘッダーから発信者 IDを取得するためのオプ
ションを提供します。

デフォルト設定: PAID-RPID-FROM

発信者 IDヘッダー（Caller ID
Header）

SIPタイマー値
表 28 : SIPタイマー値設定

説明フィールド

0～ 64秒の範囲の RFC 3261 T1値（RTT推定）。

デフォルト設定: 0.5

[SIP T1]
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説明フィールド

0～ 64秒の範囲の RFC 3261 T2値（非 INVITE要求と INVITE
応答の最大再送信間隔）。

デフォルト設定: 4

[SIP T2]

0～ 64秒の範囲の RFC 3261 T4値（メッセージがネットワー
ク内にとどまる最大継続時間）。

デフォルト設定：5

[SIP T4]

0～ 64秒の範囲の INVITEタイムアウト値。

デフォルト設定: 32

[SIPタイマーB（SIP Timer
B）]

0～ 64秒の範囲の非 INVITEタイムアウト値。

デフォルト設定: 16

[SIPタイマーF（SIP Timer F）]

0～ 64秒の範囲の H INVITE最終応答、タイムアウト値。

デフォルト設定: 32

[SIPタイマーH（SIP Timer
H）]

0～ 64秒の範囲の ACKハングアラウンド時間。

デフォルト設定: 32

[SIPタイマーD（SIP Timer
D）]

0～ 64秒の範囲の非 INVITE応答ハングアラウンド時間。

デフォルト設定: 32

[SIPタイマーJ（SIP Timer J）]

INVITE要求の Expiresヘッダー値。0を入力すると、要求に
Expiresヘッダーは含まれません。範囲: 0–(231–1)

デフォルト設定: 240

[INVITE期限（INVITE
Expires）]

ReINVITE要求の Expiresヘッダー値。0を入力すると、要求
に Expiresヘッダーは含まれません。範囲: 0–(231–1)

デフォルト設定：30

[ReINVITE期限（ReINVITE
Expires）]

Expiresヘッダーでまたは Contactヘッダーパラメータとして
プロキシから許可される最小登録期限。プロキシがこの設定

よりも小さい値を返す場合、最小値が使用されます。

デフォルト設定：1

[登録最小期限（Reg Min
Expires）]

Min-Expiresヘッダーでプロキシから許可される最大登録期限。
値がこの設定よりも大きい場合、最大値が使用されます。

デフォルト設定: 7200

[登録最大期限（Reg Max
Expires）]
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説明フィールド

登録が最後に失敗してから ATAが登録を再試行するまで待機
する間隔。

デフォルト設定：30

登録再試行間隔（Reg Retry
Intvl）

登録が [登録SRCの再試行]と一致しない SIP応答コードで失
敗した場合に、ATAは指定された時間待機してから再試行し
ます。この間隔が 0の場合、ATAは試行を停止します。この
値は、[登録再試行間隔]の値よりも長い値に指定する必要があ
り、0は指定できません。

デフォルト設定: 1200

[登録再試行ロング間隔（Reg
Retry Long Intvl）]

失敗後にREGISTERを再試行するときに [登録再試行間隔（Reg
Retry Intv）]に加算するランダム遅延範囲（秒単位）。

デフォルト設定: 0 (無効)

[登録再試行ランダム遅延
（Reg Retry Random Delay）]

失敗後にREGISTERを再試行するときに [登録再試行ロング間
隔（Reg Retry Long Intvl）]に加算するランダム遅延範囲（秒
単位）。

デフォルト設定: 0 (無効)

[登録再試行ロングランダム遅
延（Reg Retry Long Random
Delay）]

指数関数的バックオフ再試行遅延の上限となる最大値で、[登
録再試行間隔 (Register Retry Intvl)]で開始して、登録再試行ご
とに倍増します。再試行間隔は、常に失敗後の[登録再試行間
隔 (Register Retry Intvl)]になります。この機能を有効にする
と、[登録再試行ランダム遅延（Reg Retry Random Delay）]の
値が指数関数的バックアップ調整遅延値に加算されます。

デフォルト設定: 0は、指数関数的なバックオフ機能を無効に
します。

[登録再試行間隔上限（Reg
Retry Intvl Cap）]

応答ステータスコード処理

表 29 :応答ステータスコードの設定

説明フィールド

適切な情報トーン (SIT)用のSIP応答ステータスコード。SIT 1RSC
からSIT4 RSCのすべての失敗した応答ステータスコードに対し
て、デフォルトでリオーダーまたは話中トーンが再生されます。

デフォルト設定：空白

SIT1 RSC
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説明フィールド

SIT2トーンを再生するように招待する SIP応答ステータスコー
ド。

デフォルト設定：空白

SIT2 RSC

SIT3トーンを再生するように招待する SIP応答ステータスコー
ド。

デフォルト設定：空白

SIT3 RSC

SIT4トーンを再生するように招待する SIP応答ステータスコー
ド。

デフォルト設定：空白

SIT4 RSC

現在のリクエストに対してサーババックアップを再試行するSIP
応答コード。

デフォルト設定：空白

[バックアップRSCの試行
（Try Backup RSC）]

登録が最後に失敗してから ATAが登録を再試行するまで待機す
る間隔。

デフォルト設定：空白

[登録RSCの再試行（Retry
Reg RSC）]

RTPパラメータ
表 30 : RTPパラメータ

説明フィールド

RTPの送受信用の最小ポート番号。

RTP Port Minおよび RTP Port Maxパラメータは、100 ~ 106のよう
に、少なくとも 4個の番号ポートを含む範囲を定義する必要があり
ます。

デフォルト設定: 16384

[RTPポートの最小値
（RTP Port Min）]

RTPの送受信用の最大ポート番号。

デフォルト設定: 16482

[RTPポートの最大値
（RTP Port Max）]

0.01～ 0.16の範囲のパケットサイズ（秒単位）。有効な値は 0.01秒
の倍数にする必要があります。

デフォルト設定: 0.030

[RTPパケットサイズ
（RTP Packet Size）]
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説明フィールド

リモートペア RTPパケットサイズを有効にします。

デフォルト設定:あり

RTP Tx Packet Sizeはリ
モート SDPに続きま
す。

RTPパケットをピアに送信するときに ATAがコールを終了するまで
に許可されている連続 ICMPエラー数。値が 0に設定された場合、
ATAは ICMPエラーの制限を無視します。

デフォルト設定：0

[最大RTP ICMPエラー
（Max RTP ICMP Err）]

RTCP送信者レポートをアクティブな接続で送信する間隔。有効範囲
は 0～ 255秒です。アクティブな接続中には、ATAをプログラムし
て、結合時に複合RTCPパケットを送信することができます。最後の
1つを除き、各複合RTPパケットには、1つの送付者レポート（SR）
と 1つの送信元記述（SDES）が含まれます。最後の RTCPパケット
には、追加の BYEパケットが含まれています。最後の 1つを除き、
各 SRには、正確に 1つの受信者レポート（RR）が含まれます。最
後の SRは RRを伝送しません。SDESには次のような CNAME、
NAME、および TOOL識別子が含まれます。CNAMEは <ユーザ ID
> @ < Proxy >に設定されています。NAMEは <表示名 > (ユーザが発
信者 IDをブロック)に設定されています。また、ツールはベンダー/
ハードウェアプラットフォームソフトウェアのバージョンに設定さ

れています。SRで使用されるNTPタイムスタンプは、NTPサーバに
よってレポートされる時刻ではなく、ATAのローカル時間のスナッ
プショットです。ATAは、ピアから RRを受信すると、ラウンドト
リップ遅延を計算し、その値をコールラウンドトリップ遅延値 (ms)
として情報ページに表示しようとします。

デフォルト設定：0

[RTCP送信間隔（RTCP
Tx Interval）]

SIPメッセージの UDPヘッダーチェックサムを ATAで計算する場合
は、[はい]を選択します。それ以外の場合は、[いいえ]を選択しま
す。

デフォルト設定:なし

UDPチェックサムなし

ATAでの P-RTP-Statヘッダーまたは応答が BYEメッセージに含まれ
ているかどうかを確認します。ヘッダーには、現在のコールの RTP
統計情報が含まれています。ドロップダウンメニューから [はい]ま
たは [いいえ]を選択します。

デフォルト設定:あり

P-RTP-Statヘッダーの形式は次のとおりです。

P-RTP-Stat: PS=<パケット送信>, OS=<オクテット送信>, PR=<パケッ
トRecd>, OR=<オクテットRecd>, PL=<パケットが失われた>, JI=<ジッ
ター>, LA=<ミリ秒の往復遅延>, DU=<通話時間を秒で>

BYEの統計
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SDPペイロードタイプ
表 31 : SDPペイロード

説明フィールド

NSE動的ペイロードのタイプ有効範囲は96-127です。

デフォルト設定：100

NSE動的ペイロード

AVT動的ペイロードのタイプ。有効範囲は 96-127で
す。

デフォルト設定: 101

[AVT動的ペイロード（AVT Dynamic
Payload）]

INFOREQ動的ペイロードのタイプ。

デフォルト設定：空白

[INFOREQ動的ペイロード（INFOREQ
Dynamic Payload）]

G726r32動的ペイロードのタイプ

デフォルト設定：2

G726r32動的ペイロード

G.729b動的ペイロードのタイプ有効範囲は 96-127で
す。

デフォルト設定: 99

G729b動的ペイロード

EncapRTP動的ペイロードのタイプ

デフォルト設定: 112

EncapRTP動的ペイロード

RTP-開始-ループバックの動的ペイロードタイプ。

デフォルト設定: 113

RTP-開始-ループバックの動的ペイ
ロード

RTP-開始-ループバックコーデック。次のいずれかを選
択します。(G711u、G711a、G726-32、G729a）

デフォルト設定: G711u

RTP-開始-ループバックコーデック

SDPで使用される NSEコーデック名。

デフォルト設定: NSE

NSEコーデック名

SDPで使用される AVTコーデックの名前。

デフォルト設定: telephone-event

[AVTコーデック名（AVT Codec
Name）]

SDPで使用される G.711uコーデックの名前。

デフォルト設定: PCMU

[G711uコーデック名（G711u Codec
Name）]
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説明フィールド

SDPで使用される G.711aコーデックの名前。

デフォルト設定: PCMA

[G711aコーデック名（G711a Codec
Name）]

SDPで使用される G.726-32コーデックの名前。

デフォルト設定: G726-32

G726r32コーデック名

SDPで使用される G.729aコーデックの名前。

デフォルト設定: G729a

[G729aコーデック名（G729a Codec
Name）]

SDPで使用される G.729bコーデックの名前。

デフォルト設定: G729ab

[G729bコーデック名（G729b Codec
Name）]

SDPで使用される EncapRTPコーデック名。

デフォルト設定: encaprtp

EncapRTPコーデック名

NATサポートパラメータ
表 32 : NATサポートパラメータ

説明フィールド

はいを選択すると、ATAは VIAヘッダーで受信したパラメータ
を処理します。サーバは、そのリクエストのいずれかの応答にこ

の値を挿入します。いいえを選択した場合、パラメータは無視さ

れます。

デフォルト設定:なし

受信 VIAの処理（Handle
VIA received）

はいを選択すると、ATAは VIAヘッダーのレポートパラメータ
を処理します。この値は、サーバによって、そのリクエストのい

ずれかへの応答に挿入されます。いいえを選択した場合、パラ

メータは無視されます。

デフォルト設定:なし

VIA rportの処理（Handle
VIA rport）

received-from IP値と VIA sent-by IP値が異なる場合に、SIP応答
の VIAヘッダーに受信パラメータを挿入します。

ドロップダウンメニューからはいまたはいいえを選択します。

デフォルト設定:なし

受信 VIAの挿入（Insert
VIA received）

マルチプラットフォームファームウェア用の Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタアドミニストレーションガイド
43

音声設定の構成

NATサポートパラメータ



説明フィールド

received-from IP値と VIA sent-by IP値が異なる場合に、SIP応答
の VIAヘッダーにパラメータを挿入します。

ドロップダウンメニューからはいまたはいいえを選択します。

デフォルト設定:なし

VIA rportの挿入（Insert
VIA rport）

ユーザが VIAヘッダーで NAT-mapped IP:port値を使用できるよ
うにします。ドロップダウンメニューから [はい]または [いいえ]
を選択します。

デフォルト設定:なし

[VIAアドレスの置換
（Substitute VIA Addr）]

VIA sent-byポートの代わりに要求送信元ポートに応答を送信しま
す。

ドロップダウンメニューからはいまたはいいえを選択します。

デフォルト設定:なし

[送信元ポートへの応答の
送信（Send Resp To Src
Port）]

STUNを使用して NATマッピングを検出できるようにします。

ドロップダウンメニューからはいまたはいいえを選択します。

デフォルト設定:なし

[STUN有効（STUN
Enable）]

[STUN有効（STUN Enable）]機能が有効で、有効な STUNサー
バが使用できる場合、ATAは電源投入時に NATタイプの検出を
実行します。これには、設定されたSTUNサーバが含まれ、検出
結果は以降すべての REGISTER要求の警告ヘッダーでレポート
されます。ATAで対称 NATまたは対称ファイアウォールが検出
されると、NATマッピングが無効になります。

デフォルト設定:なし

[STUNテスト有効（STUN
Test Enable）]

NATマッピング検出のために接続する STUNサーバの IPアドレ
スまたは完全修飾名。

デフォルト設定：空白

[STUNサーバ（STUN
Server）]
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説明フィールド

すべての発信 SIPメッセージで ATAの実際の IPアドレスを置き
換える外部 IPアドレス。0.0.0.0を指定した場合、IPアドレスの
置換は行われません。

このパラメータを指定すると、ATAでは SIPメッセージと SDP
の生成時にこの IPアドレスが想定されます。ただし、STUNお
よび VIAの受信したパラメータ処理の結果は、この静的に設定
された値を優先します。

このオプションでは、インターネットサービスプロバイダーから

(1)静的 IPアドレスを取得し、 (2)対称 NATメカニズムを使用し
てエッジデバイスを使用する必要があります。ATAデバイスが
エッジデバイスの場合、2番目の要件が満たされています。

デフォルト設定：空白

[外部IP（EXT IP）]

RTPポートの最小番号の外部ポートマッピング番号。この数値
がゼロでない場合、すべての発信 SIPメッセージの RTPポート
番号が外部 RTPポート範囲の対応するポート値で置き換えられ
ます。

デフォルト設定：空白

[外部 RTPポートの最小値
（EXT RTP Port Min）]

NATマッピングのキープアライブメッセージ間の間隔。

デフォルト設定：15

[NATキープアライブ間隔
（NAT Keep Alive Intvl）]

NATリダイレクトキープアライブメッセージを有効または無効
にします。

デフォルト設定:なし

[キープアライブをリダイ
レクト（Redirect Keep
Alive）]

プロビジョニング
リモートサーバから ATAを設定するには、音声 >プロビジョニングページからプロファイル
とパラメータを設定します。

説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、

キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。
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設定プロファイル

表 33 :構成プロファイルの設定項目

説明フィールド

ファームウェアアップグレード操作とは関係なくすべての再同期

操作を制御します。リモートプロビジョニングを有効にするには

[はい]を設定します。

デフォルト設定:あり

プロビジョン有効

（Provision Enable）

パラメータの更新やファームウェアアップグレードによるリブー

トを除き、リブートのたびに再同期がトリガーされます。

デフォルト設定:あり

リセット時の再同期:

プロビジョニングサーバに接続する前に ATAが待機する最大時
間間隔です。この遅延は、次の電源投入時またはリセット後の最

初の設定試行時にのみ有効になります。遅延は、0 ~この値の範
囲の擬似乱数です。

このパラメータの単位は 20秒です。デフォルト値の 2は、40秒
を表します。このパラメータを 0に設定すると、この機能は無効
になります。

この機能は、多数のデバイスの電源が同時に起動するときの、プ

ロビジョニングサーバの過負荷状態を回避するのに使用します。

デフォルト設定：2 (40秒)

再同期ランダム遅延

（Resync Random Delay）

デバイスが再同期を試行する時刻。再同期は毎日実行されます。

再同期時刻ランダム遅延（Resync At Random Delay）

デフォルト設定：空白

再同期時刻 (HHmm):

再同期時刻 (HHmm)設定で使用する場合、このパラメータでは、
再同期遅延用に使用可能な値の範囲を設定します。システムは、

この範囲からランダムに値を選択し、指定された秒数だけ待機し

てから、再同期を試みます。この機能は、すべての再同期デバイ

スが 1日の間に再同期を開始した場合に発生するネットワーク詰
まりを回避するために使用されます。

デフォルト設定: 600

再同期時刻ランダム遅延

（Resync At Random
Delay）

プロビジョニングサーバでの定期的な再同期の時間間隔。サーバ

で同期が最初に成功した後にのみ関連付けられている再同期タイ

マーがアクティブになります。このパラメータを 0に設定する
と、定期再同期が無効になります。

デフォルト設定: 3600

定期再同期（Resync
Periodic）
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説明フィールド

再同期に失敗した場合に適用される再同期再試行間隔 (秒)。ATA
には、プロビジョニングサーバとの前回の同期の試行が失敗した

場合にアクティブになるエラー再試行タイマーがあります。ATA
は、タイマーが 0にカウントダウンするまで、サーバへの再接続
を待機します。

このパラメータは、エラー再試行タイマーに最初にロードされる

値です。このパラメータが 0に設定されている場合は、失敗が試
行された後、ATAは即座にプロビジョニングサーバとの同期を再
試行します。

デフォルト設定: 3600

再同期エラー再試行遅延

（Resync Error Retry
Delay）

再同期を実行するまでの待機時間の最大遅延（秒単位）。回線の

いずれかがアクティブな間、ATAは再同期しません。再同期には
数秒かかるため、ATAが長時間アイドルになるまで待機してから
再同期することをお勧めします。中断することなく通話できるよ

うになります。

ATAには、すべての回線がアイドル状態になったときにカウント
ダウンを開始するタイマーがあります。このパラメータは、カウ

ンタの初期値です。

再同期イベントは、このカウンタが 0になるまで遅延します。

デフォルト設定: 14400

強制再同期遅延（Forced
Resync Delay）

SIP NOTIFYメッセージで再同期をトリガーできます。

デフォルト設定:あり

SIPからの再同期（Resync
From SIP）

ファームウェアアップグレードが試行されるたびに再同期をトリ

ガーします。

デフォルト設定:あり

アップグレード試行後の再

同期（Resync After Upgrade
Attempt）

設定可能な再同期トリガー条件。これらのパラメータの論理式が

TRUEに評価されたときに再同期がトリガーされます。

デフォルト設定：空白

再同期トリガー 1（Resync
Trigger 1）

再同期トリガー 2（Resync
Trigger 2）

プロビジョニングサーバからのファイルが見つからない応答が成

功したか再同期に失敗したかを確認します。再同期が失敗する

と、エラー再同期タイマーがアクティブになります。

デフォルト設定:あり

FNF時の再同期失敗
（Resync Fails On FNF）
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説明フィールド

このパラメータは、プロビジョニング再同期コマンドに評価され

るプロファイルスクリプトです。コマンドは、TCP/IPの操作と関
連付けられている URLです。TCP/IP操作には、TFTP、HTTP、
または HTTPSを使用できます。

コマンドが指定されていない場合、TFTPが想定され、TFTPサー
バのアドレスはDHCPオプション66を介して取得されます。URL
では、サーバの IPアドレスまたは FQDNのいずれかを指定でき
ます。ファイル名には、ATA MACアドレスに展開される $MA
などのマクロを含めることができます。

デフォルト設定: /spa$PSN.cfg

プロファイルルール

（Profile Rule）

2番目、3番目、4番目の再同期コマンドと、関連付けられたプロ
ファイル URLを定義します。これらのプロファイルスクリプト
は、プライマリプロファイルルールの再同期操作が完了した後

に順番に実行されます。再同期がトリガーされ、プロファイル

ルールが空の場合でも、プロファイルルール B、C、およびDは
評価されて実行されます。

デフォルト設定：空白

プロファイルルール B
（Profile Rule B）

プロファイルルール C
（Profile Rule C）

プロファイルルール D
（Profile Rule D）

ファームウェアおよびプロファイルを取得するために使用され

る、コンマで区切られた DHCPオプション。

デフォルト設定: 66.160.159.150

使用する DHCPオプショ
ン（DHCP Option To Use）

トランスポートプロトコルは、ファームウェアとプロファイルを

取得します。[なし]を選択すると、TFTPが想定され、TFTPサー
バの IPアドレスが DHCPサーバから取得されます。

デフォルト設定：[https]

トランスポートプロトコ

ル（Transport Protocol）

このパラメータには、再同期の試行開始時に syslogサーバに送信
されるメッセージが含まれます。

デフォルト設定は $PN $MAC --再同期リクエスト
$SCHEME://$SERVIP:$PORT$PATHです。

ログ要求メッセージ（Log
Request Msg）

再同期の試行が正常に完了した時点で発行されるSyslogメッセー
ジ。

デフォルト設定は $PN $MAC --成功した再同期
$SCHEME://$SERVIP:$PORT$PATHです。

ログ成功メッセージ（Log
Success Msg）

再同期の試行が失敗した後に発行される Syslogメッセージ。

デフォルト設定は $PN $MAC -- Resync failed: $ERRです。

ログ失敗メッセージ（Log
Failure Msg）
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説明フィールド

設定レポートが送信されるターゲットURL。このパラメータは、
Profile_Ruleパラメータと同じ構文を使用し、関連付けられたURL
を使用して TCP/IPコマンドに解決されます。

認証された SIP NOTIFYメッセージに応答して、次のイベントに
よって設定レポートが生成されます。レポートは、すべてのデバ

イスパラメータの名前と値を含む XMLファイルです。

このパラメータには、必要に応じて、暗号キーを含めることがで

きます。次に例を示します。

[--key $K] tftp://ps.callhome.net/$MA/rep.xml.enc

デフォルト設定：空白

レポートルール（Report
Rule）

ファームウェアアップグレード

表 34 :ファームウェアアップグレード設定

説明フィールド

ファームウェアアップグレード操作が再同期アクションとは

無関係に発生するかを決定します。

デフォルト設定:あり

アップグレードの有効化

（Upgrade Enable）

アップグレードが失敗した場合のアップグレードの再試行間

隔（秒単位）。ATAには、ファームウェアアップグレードが
失敗した後にアクティブになるファームウェアアップグレー

ドエラータイマーがあります。タイマーは、このパラメータ

の値で初期化されます。このタイマーが 0までカウントダウ
ンすると、次のファームウェアアップグレードが試行されま

す。

デフォルト設定: 3600

アップグレードエラー再試行

遅延（Upgrade Error Retry
Delay）

ファームウェアのアップグレードまたはダウングレード時に、

許容可能なバージョン番号の下限値を適用します。ATAは、
このパラメータ以上のファームウェアバージョンがない限り、

ファームウェアアップグレード操作を完了しません。

デフォルト設定：空白

ダウングレードの改訂数制限。

このパラメータは、Profile_Ruleと同じ構文をもつ、ファーム
ウェアアップグレードのスクリプトです。アップグレードの

条件と、関連するファームウェアの URLを定義します。

デフォルト設定：空白

アップグレードルール

（Upgrade Rule）
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説明フィールド

ファームウェアアップグレード試行の開始時に発行される

Syslogメッセージ。

デフォルト設定は $PN $MAC -- Requesting upgrade
$SCHEME://$SERVIP:$PORT$PATHです。

ログアップグレード要求メッ

セージ（Log Upgrade Request
Msg）

ファームウェアアップグレード試行が正常に完了した後に発

行される syslogメッセージ。

デフォルト設定は $PN $MAC -- Successful upgrade
$SCHEME://$SERVIP:$PORT$PATH -- $ERRです。

ログアップグレード成功メッ

セージ（Log Upgrade Success
Msg）

失敗したファームウェアアップグレード試行の後に発行され

る syslogメッセージ。

デフォルト設定は $PN $MAC -- Upgrade failed: $ERRです。

ログアップグレード失敗メッ

セージ（Log Upgrade Failure
Msg）

CA設定
表 35 : CA設定

説明フィールド

カスタム認証局 (CA)の証明書のファイルの場所をURLで指定します。サー
バの IPアドレスまたは FQDNのいずれかを指定できます。ファイル名に
は、ATA MACアドレスに展開される $MAなどのマクロを含めることがで
きます。

デフォルト設定：空白

カスタム CA
URL

汎用パラメータ

表 36 :汎用設定

説明フィールド

汎用プロビジョニングパラメータ。これらのパラメータは、プロビジョニン

グとアップグレードのルールで変数として使用できます。$GPP_Aなど、‘$’
の文字を含む変数名を付加することにより参照されます。

デフォルト設定：空白

GPP A～ GPP
P
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地域
音声 >地域ページから、適切な地域設定でシステムをローカライズします。

説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、

キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。

呼出音、リズム、およびトーンスクリプト

呼出音とトーンパターンを定義するために、ATAはスクリプトの概念を使用します。次のセ
クションでは、パターンスクリプト (CadScripts)、周波数スクリプト (FreqScripts)、およびトー
ンスクリプト (ToneScripts)の作成方法について説明します。

CadScript

信号のパターンパラメータを指定する最大 127文字までのミニスクリプト。

シンタックス：S1[;S2]。次の意味があります。

Si=Di(oni,1/offi,1[,oni,2/offi,2[,oni,3/offi,3[,oni,4/offi,4[,oni,5/offi,5,oni,6/offi,6]]]]])で、セクション
として知られています。oni,jと offi,jは、セグメントの秒単位のon/off継続時間で、i = 1また
は 2、j = 1から 6です。Diは、セクションの合計継続時間（秒単位）です。すべての継続時間
には、1ミリ秒単位の精度を実現するため、小数点以下第 3位まで含めることができます。ワ
イルドカード文字 “*”は無期限を意味します。セクション内のセグメントは順番に実行され、
合計時間が実行されるまで繰り返されます。

例 1: 60 (2/4)

Number of Cadence Sections = 1

Cadence Section 1: Section Length = 60 s

Number of Segments = 1

Segment 1: On=2s, Off=4s

Total Ring Length = 60s

例 2：特殊呼出音（短、短、短、長）: 60(.2/.2,.2/.2,.2/.2,1/4)

Number of Cadence Sections = 1

Cadence Section 1: Section Length = 60s

Number of Segments = 4

Segment 1: On=0.2s, Off=0.2s

Segment 2: On=0.2s, Off=0.2s

Segment 3: On=0.2s, Off=0.2s

Segment 4: On=1.0s, Off=4.0s
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Total Ring Length = 60s

FreqScript

トーンの周波数とレベルパラメータを指定する最大127文字のミニスクリプト。

シンタックス: F1@L1[,F2@L2[,F3@L3[,F4@L4[,F5@L5[,F6@L6]]]]

F1 ~ F6は、周波数 (符号なし整数のみ)の周波数 (符号なし整数のみ)および L1: L6値は、 dBm
単位で対応するレベルです(最大 1つの小数点以下)。コンマの前後に空白は使用できますが、
推奨されません。

例 1:コールウェイティングトーン: 440@-10

Number of Frequencies = 1

Frequency 1 = 440 Hz at -10 dBm

例 2:ダイヤルトーン: 350 @-19440 @-19

Number of Frequencies = 2

Frequency 1 = 350 Hz at -19 dBm

Frequency 2 = 440 Hz at -19 dBm

ToneScript

通話進行トーンの周波数とレベル、およびケイデンスパラメータを指定する最大127文字のミ
ニスクリプト。127文字まで含めることができます。

シンタックス: ToneScript;Z1[;Z2]

セクションZ1はCadScriptのS1セクションに類似していますが、各on/offセグメントの後に、
周波数コンポーネントパラメータ Z1 =
D1(oni,1/offi,1/fi,1[,oni,2/offi,2/fi,2[,oni,3/offi,3/fi,3[,oni,4/offi,4/fi,4[,oni,5/offi,5/fi,5[,oni,6/offi,6/fi,6]]]]]),
where fi,j = n1[+n2]+n3[+n4[+n5[+n6]]]]]および 1 <nk <6は、FreqScriptで指定された周波数成分
のどれがそのセグメントで使用されているかを示します。セグメントで複数の周波数成分が使

用されている場合、成分は合計されます。

例 1—ダイヤルトーン: 350@-19,440@-19;10(*/0/1+2)

Number of Frequencies = 2

Frequency 1 = 350 Hz at -19 dBm

Frequency 2 = 440 Hz at -19 dBm

Number of Cadence Sections = 1

Cadence Section 1: Section Length = 10 s

Number of Segments = 1

Segment 1: On=forever, with Frequencies 1 and 2

Total Tone Length = 10s

マルチプラットフォームファームウェア用の Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタアドミニストレーションガイド
52

音声設定の構成

FreqScript



例 2—Stutter tone: 350@-19,440@-19;2(.1/.1/1+2);10(*/0/1+2)

Number of Frequencies = 2

Frequency 1 = 350 Hz at -19 dBm

Frequency 2 = 440 Hz at -19 dBm

Number of Cadence Sections = 2

Cadence Section 1: Section Length = 2s

Number of Segments = 1

Segment 1: On=0.1s, Off=0.1s with Frequencies 1 and 2

Cadence Section 2: Section Length = 10s

Number of Segments = 1

Segment 1: On=forever, with Frequencies 1 and 2

Total Tone Length = 12s

コールプログレストーン

表 37 :コールプログレス設定

説明フィールド

電話番号の入力が求められます。リオーダー音は、<ダイヤル
トーン>またはその代わりとなるものがタイムアウトすると
自動的に再生されます。

デフォルト設定: 350@-19,440@-19;10(*/0/1+2)

[ダイヤルトーン（Dial Tone）]

3者通話にダイヤルする場合は、ダイヤルトーンの代わりに
使用します。

デフォルト設定: 420@-19,520@-19;10(*/0/1+2)

2つ目のダイヤルトーン

ダイヤルトーンの代わり。内線番号とは対照的に、外部の電

話番号を入力するよう促されます。ダイヤルプランにコンマ

文字を使用すると、そのことがトリガーされます。

デフォルト設定: 420@-16;10(*/0/1)

[外部ダイヤルトーン（Outside
Dial Tone）]

コール転送電話番号を入力するように促されます。

デフォルト設定: 520@-19,620@-19;10(*/0/1+2)

[プロンプトトーン（Prompt
Tone）]

発信コールで 486 RSCが受信されると再生されます。

デフォルト設定: 480@-19,620@-19;10(.5/.5/1+2)

[ビジートーン（Busy Tone）]

マルチプラットフォームファームウェア用の Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタアドミニストレーションガイド
53

音声設定の構成

コールプログレストーン



説明フィールド

発信コールが失敗した場合、または相手先が確立されたコー

ル中に電話を切った後に再生されます。リオーダー音は、<ダ
イヤルトーン>またはその代わりとなるものがタイムアウト
すると自動的に再生されます。

デフォルト設定: 480@-19,620@-19;10(.25/.25/1+2)

[リオーダー音（Reorder
Tone）]

発信者がクレードルにハンドセットを適切に配置していない

場合に再生されます。オフフックの音がタイムアウトすると、

オフフックの警告トーンが再生されます。

デフォルト設定: 480@-10,620@0;10(.125/.125/1+2)

[オフフック警告トーン（Off
Hook Warning Tone）]

相手先を呼び出しているときの発信コール中に再生されます。

デフォルト設定: 440@-19,480@-19;*(2/4/1+2)

リングバックトーン

着信相手が発信 INVITEリクエストに SDPを持たない SIP 182
応答を返信した場合、ATAは、リングバックトーンではな
く、このトーンを再生します。

デフォルト設定:リズムが 1秒ずつオン/オフになることを除
き、呼出音と同じです。

デフォルト設定: 440@-19,480@-19;*(1/1/1+2)

リングバック 2トーン

最後の入力値が受け入れられたことを通知する短いトーン。

デフォルトの設定: 600@-16;1(.25/.25/1)

[トーンの確認（Confirm
Tone）]

発信者が発信コールを発信するときにエラーが発生すると、

再発注トーンの代わりになります。このトーンをトリガーす

るための RSCは、SIP画面上で設定できます。

デフォルト設定:
985@-16,1428@-16,1777@-16;20(.380/0/1,.380/0/2,.380/0/3,0/4/0)

SIT1トーン

発信者が発信コールを発信するときにエラーが発生すると、

再発注トーンの代わりになります。このトーンをトリガーす

るための RSCは、SIP画面上で設定できます。

デフォルト設定:
914@-16,1371@-16,1777@-16;20(.274/0/1,.274/0/2,.380/0/3,0/4/0)

SIT2トーン

発信者が発信コールを発信するときにエラーが発生すると、

再発注トーンの代わりになります。このトーンをトリガーす

るための RSCは、SIP画面上で設定できます。

デフォルトの設定:
914@-16,1371@-16,1777@-16;20(.380/0/1,.380/0/2,.380/0/3,0/4/0)

SIT3トーン
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説明フィールド

発信者が発信コールを発信するときにエラーが発生すると、

再発注トーンの代わりになります。このトーンをトリガーす

るための RSCは、SIP画面上で設定できます。

デフォルト設定:
985@-16,1371@-16,1777@-16;20(.380/0/1,.274/0/2,.380/0/3,0/4/0)

SIT4トーン

発信者のメールボックスに未開封メッセージがある場合に、

ダイヤルトーンの代わりに再生されます。

デフォルト設定: 350@-19,440@-19;2(.1/.1/1+2);10(*/0/1+2)

[MWIダイヤルトーン（MWI
Dial Tone）]

すべてのコールが転送されたときに再生されます。

デフォルト設定: 350@-19,440@-19;2(.2/.2/1+2);10(*/0/1+2)

[Cfwdダイヤルトーン（Cfwd
Dial Tone）]

相手先がコールを保留にしたことをローカル発信者に通知し

ます。

デフォルト設定: 600@-19;*(.1/.1/1,.1/.1/1,.1/9.5/1)

[保留音（Holding Tone）]

3者間の電話会議が進行中の場合に、すべての当事者向けに
再生されます。

デフォルト設定: 350@-19;20(.1/.1/1,.1/9.7/1)

[会議トーン（Conference
Tone）]

コールが正常にセキュアモードに切り替えられたときに再生

されます。会話に干渉しないように、30秒未満の短時間わ
たって19 dBm未満の低いレベルでのみ再生する必要がありま
す。

デフォルト設定: 397@-19,507@-19;15(0/2/0,.2/.1/1,.1/2.1/2)

[セキュアコール通知トーン
（Secure Call Indication Tone）]

機能が実装されているときに再生されます。

デフォルト設定: 350@-16;*(.1/.1/1)

機能呼び出しトーン

ホールディングトーンは、保留中のコールを知らせるために、

アクティブコール中に電話機のポートで再生されます。

デフォルト設定：空白

コールリマインダートーン
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特殊呼び出し音パターン

表 38 :固有呼び出し音設定

説明フィールド

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 1。

デフォルト設定: 60(2/4)

Ring1リズム

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 2。

デフォルト設定: 60(.8/.4,.8/4)

Ring2リズム

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 3。

デフォルトの設定: 60 (.4/.2,.4/.2,.8/4)

Ring3リズム

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 4。

デフォルトの設定: 60 (3/2, 1/. 2, 3/4)

Ring4リズム

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 5。

デフォルト設定: 1 (.5/.5 5)

Ring5リズム

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 6。

デフォルト設定: 60 (.2/.4,.2/.4,.2/4)

Ring6リズム

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 7。

デフォルト設定: 60 (4/2, 4/4, 4/4)

Ring7リズム

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 8。

デフォルト設定: 60(0.25/9.75)

Ring8リズム

特殊キャッチホン呼び出し音パターン

表 39 :特殊キャッチホン呼び出し音

説明フィールド

特殊 CWT 1のパターンスクリプト。

デフォルトの設定: *(. 3/9.7)

CWT1パターン

特殊 CWT 2のパターンスクリプト。

デフォルトの設定: 30(.1/.1, .1/9.7)

CWT2パターン
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説明フィールド

特殊 CWT 3のパターンスクリプト。

デフォルトの設定: 30(.1/.1, .1/.1, .1/9.7)

CWT3パターン

特殊 CWT 4のパターンスクリプト。

デフォルトの設定: 30(.1/.1, .3/.1, .1/9.3)

CWT4パターン

特殊 CWT 5のパターンスクリプト。

デフォルト設定: 1 (.5/.5 5)

CWT5パターン

特殊 CWT 6のパターンスクリプト。

デフォルトの設定: 30(.1/.1,.3/.2,.3/9.1)

CWT6パターン

特殊 CWT 7のパターンスクリプト。

デフォルトの設定: 30(.3/.1,.3/.1,.1/9.1)

CWT7パターン

特殊 CWT 8のパターンスクリプト。

デフォルト設定: 2.3(.3/2)

CWT8パターン

特殊呼び出し音パターン/CWTパターン名
表 40 :特殊呼び出し音パターン/CWTパターン

説明フィールド

着信コール用の特殊な呼出音/CWT1を選択するには、INVITE
のアラート情報ヘッダーに名前を入力します。

デフォルト設定:ベルコア1

呼出音1の名前

着信コール用の特殊な呼出音/CWT2を選択するには、INVITE
のアラート情報ヘッダーに名前を入力します。

デフォルト設定:ベルコア2

呼出音2の名前

着信コール用の特殊な呼出音/CWT3を選択するには、INVITE
のアラート情報ヘッダーに名前を入力します。

デフォルト設定:ベルコア-r3

呼出音3の名前

着信コール用の特殊な呼出音/CWT4を選択するには、INVITE
のアラート情報ヘッダーに名前を入力します。

デフォルト設定:ベルコア-r4

呼出音4の名前
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説明フィールド

着信コール用の特殊な呼出音/CWT5を選択するには、INVITE
のアラート情報ヘッダーに名前を入力します。

デフォルト設定:ベルコア-r5

呼出音5の名前

着信コール用の特殊な呼出音/CWT6を選択するには、INVITE
のアラート情報ヘッダーに名前を入力します。

デフォルト設定:ベルコア-r6

呼出音6の名前

着信コール用の特殊な呼出音/CWT7を選択するには、INVITE
のアラート情報ヘッダーに名前を入力します。

デフォルト設定:ベルコア-r7

呼出音7の名前

着信コール用の特殊な呼出音/CWT8を選択するには、INVITE
のアラート情報ヘッダーに名前を入力します。

デフォルト設定:ベルコア-r8

呼出音8の名前

呼出音とコールウェイティングトーンの仕様

重要:着信音とコール待機トーンは、すべての電話機で同じように動作するわけではありませ
ん。呼出音を設定する場合は、次の推奨事項を検討してください。

•デフォルトの呼出音、リング周波数、および着信電圧で開始します。

•呼出音が正しく鳴っていない場合、または電話機がコールしない場合は、次の設定を変更
します。

•呼出音ウェーブフォーム: Sinusoid

•呼び出し周波数: 25

•リング電圧: 80

表 41 :呼出音とコール待機トーン

説明フィールド

呼び出し信号の波形です。正弦波と台形波が選べます。

デフォルト設定：台形波

リング波形

呼び出し信号の周波数です。有効な値は15～50（Hz）です。

デフォルト設定：20

呼び出し周波数（Ring
Frequency）
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説明フィールド

呼び出し電圧選択肢は 30 ~ 90 (V)です。

デフォルト設定: 85

リング電圧

コール待機トーンの頻度スクリプト。すべての特有のCWTは
このトーンに基づいています。

デフォルト設定: 440@-10

CWT周波数

[はい]に設定されている場合、ATAが呼び出されると、すべ
ての回線が同時に鳴ります (通常のPSTN回線と同様)。1つの
応答があると、他の回線が停止します。

デフォルト設定:なし

同期リング

制御タイマーの値（秒）

表 42 :制御タイマーの値

説明フィールド

オフフックがフックフラッシュとして認定される前の最小オ

ンフック時間です。この値よりも小さいと、オンフックイベ

ントは無視されます。範囲: 0.1 ~ 0.4秒

デフォルト設定: 0.1

Flash Timer Minをフックしま
す。

オフフックがフックフラッシュとして認定される前の最大オ

ンフック時間です。この値よりも大きいと、オンフックイベ

ントはオンフック (フック-flashイベントなし)として扱われ
ます。

範囲: 0.4 ~ 1.6秒

デフォルト設定: 0.9

フラッシュタイマーをフック

します。

ATAが現在の着信コールを切断するまでの時間は、電話機が
オンフックである必要があります。発信コールには適用され

ません。

範囲：0～ 255秒

デフォルト設定：0

呼び出し先のオンフック遅

延。

遠端側が切断されてからリオーダー音が再生されるまでの遅

延。0 =すぐに再生、inf =再生しない。範囲：0～ 255秒

デフォルト設定：5

リオーダーの遅延（Reorder
Delay）
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説明フィールド

コールバック有効化の秒単位の有効期限。範囲：0～ 65535
秒

デフォルト設定: 1800

コールバック期限切れ（Call
Back Expires）

秒単位のコールバック再試行間隔。範囲：0～ 255秒

デフォルト設定：30

コールバック再試行間隔（Call
Back Retry Intvl）

最初の SIP 18x応答を受信してから、リモートエンドが呼び
出し中であることを宣言するまでの遅延。話中応答がこの時

間内に受信された場合は、ATAではコールで障害が発生して
いると判断され、再試行が続きます。

デフォルト設定: 0.5

コールバック遅延（Call Back
Delay）

デバイスに対する VMWI更新間隔を指定します。

デフォルト設定：0

VMWI Refresh Intvl

ダイヤル中に番号を入力する間隔の長い方のタイムアウト。

桁間タイマーの値は、ダイヤル時のデフォルトとして使用さ

れます。ダイヤルプラン内のすべての有効な一致シーケンス

のダイヤリングが完了していない場合、1つの番号が入力さ
れるたびに Interdigit_Long_Timerが使用されます。範囲：0～
64秒

デフォルト設定：10

桁間ロングタイマー

（Interdigit Long Timer）

ダイヤル中に番号を入力する間隔の短い方のタイムアウト。

少なくとも 1つの一致シーケンスのダイヤリングが完了して
いるが、さらにダイヤルされた番号がまだ完了していない他

のシーケンスと一致する場合、1つの番号が入力されるたび
に Interdigit_Short_Timerが使用されます。範囲：0～ 64秒

デフォルト設定：3

桁間ショートタイマー

（Interdigit Short Timer）
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説明フィールド

ATAが、発信者の取り付けられた装置にチップとリング間の
電圧の取り外しを開始した後、発信者が切断するまでの遅延

時間 (秒単位)。範囲は 0 ~ 255秒です。通常、この機能は、発
信者が接続されている場合 (リモートエンドが応答した)、ま
たは切断されたとき (リモートエンドが切断した場合)、この
機能を発信者用に使用しないようにする必要があります (つま
り、接続およびアイドル状態について同じ極性を使用する場

合)。

CPCが有効になっていない場合、再オーダートーンは設定可
能な遅延の後に再生されます。CPCが有効になっている場合、
チップとリング間の電圧が回復するときにダイヤルトーンが

再生されます。解決は 1秒です。

デフォルト設定：2

CPC遅延。

発信者が電話を切り、発信した後に、先端対呼出電圧が削除

された秒単位の時間。その後、先端対呼出電圧が復元され、

接続された装置がまだオフフックになっている場合は、ダイ

ヤルトーンが適用されます。この値が 0に設定されている場
合、CPCが無効になります。範囲: 0 ~ 1.000秒。解決は 0.001
秒です。

デフォルト設定: 0.5

CPCの持続時間。

特定業種向けサービスアクティベーションコード

特定業種向けサービスアクティベーションコードは、ダイヤルプランに自動的に追加されま

す。ダイヤルプランに含める必要はありませんが、それらが含まれていても害はありません。

表 43 :特定業種向けサービスアクティベーションコード

説明フィールド

コール戻りコードは、最後の発信者を呼び出します。

デフォルト設定: *69

コール戻りコード（Call Return
Code）

リダイヤルする最後の数字を指定します。

デフォルト設定: *07

コールリダイヤルコード

アクティベーションコードの後に指定された内線番号に、ア

クティブなコールのブラインド転送を開始します。

デフォルト設定: *98

ブラインド転送コード（Blind
Transfer Code）
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説明フィールド

最後の発信コールが話中状態ではない場合にコールバックを

開始します。

デフォルト設定: *66

コールバックアクティベー

ションコード（Call Back Act
Code）

コールバックをキャンセルします。

デフォルト設定: *86

コールバック非アクティベー

ションコード（Call Back Deact
Code）

最後の発信コールが使用中の場合は、コールバックを開始し

ます。

デフォルト設定: *05

コールバック話中アクティ

ベーションコード (Call Back
Busy Act Code)

アクティベーションコードの後に指定された内線番号にすべ

てのコールを転送します。

デフォルト設定: *72

Cfwd All Actコード（Cfwd All
Act Code）

すべてのコールのコール転送をキャンセルします。

デフォルト設定: *73

Cfwd All Deactコード（Cfwd
All Deact Code）

アクティベーションコードの後に指定された内線番号に話中

のコールを転送します。

デフォルト設定: *90

Cfwd Busy Actコード（Cfwd
Busy Act Code）

話中コールのコール転送をキャンセルします。

デフォルト設定: *91

Cfwd Busy Deactコード（Cfwd
Busy Deact Code）

アクティベーションコードの後に指定された内線番号に無応

答コールを転送します。

デフォルト設定: *92

Cfwd No Ans Actコード（Cfwd
No Ans Act Code）

無応答コールのコール転送をキャンセルします。

デフォルト設定: *93

Cfwd No Ans Deactコード
（Cfwd No Ans Deact Code）

アクティベーションコードを入力した後に指定した番号に、

最後の着信または発信コールを転送します。

デフォルト設定: *63

Cfwd All Actコード（Cfwd All
Act Code）

最後の着信コールまたは発信コールのコール転送をキャンセ

ルします。

デフォルト設定: *83

Cfwd Busy Deactコード（Cfwd
Busy Deact Code）
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説明フィールド

最後の着信コールをブロックします。

デフォルト設定: *60

最後のアクティベーション

コードをブロックします。

最後の着信コールのブロッキングをキャンセルします。

デフォルト設定: *80

最後のアクティベーション

コードをブロックします。

最後のアウトバウンドコールを受け入れます。また、すべて

のコールの発信またはコール転送が有効になっている場合に、

コールの呼出音をつなげることができます。

デフォルト設定: * 64

最後のアクティベーション

コードを受け入れます。

コードをキャンセルして最後の発信コールを受け入れます。

デフォルト設定: *84

最後の非アクティベーション

コードを受け入れます。

すべてのコールでコールウェイティングを有効にします。

デフォルト設定: *56

CW Actコード（CW Act
Code）

すべてのコールでコールウェイティングを無効にします。

デフォルト設定: *57

CW Deactコード（CW Deact
Code）

次のコールのコールウェイティングを有効にします。

デフォルト設定: *71

CW Per Call Actコード（CW
Per Call Act Code）

次のコールのコールウェイティングを無効にします。

デフォルト設定: *70

CW Per Call Deactコード（CW
Per Call Deact Code）

すべての発信コールの発信者 IDをブロックします。

デフォルト設定: *67

ブロック CIDアクティベー
ションコード（Block CID Act
Code）

すべての発信コールの発信者 IDブロックを削除します。

デフォルト設定: *68

CIDブロックアクティベー
ション解除コード（Block CID
Deact Cod）

次の発信コールの発信者 IDをブロックします。

デフォルト設定: *81

Block CID Per Call Actコード
（Block CID Per Call Act Code）

次の着信コールの発信者 IDブロックを削除します。

デフォルト設定: *82

コール単位の CIDブロック非
アクティベーションコード

（Block CID Per Call Deact
Code）
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説明フィールド

すべての匿名コールをブロックします。

デフォルト設定: *77

非通知着信ブロックアクティ

ベーションコード（Block
ANC Act Code）

すべての匿名コールのブロックを削除します。

デフォルト設定: *87

非通知着信ブロックアクティ

ベーション解除コード（Block
ANC Deact Code）

[サイレント（Do Not Disturb）]機能を有効にします。

デフォルト設定: *78

DNDアクティベーションコー
ド（DND Act Code）

応答不可機能を無効化します。

デフォルト設定: *79

DND非アクティベーション
コード（DND Deact Code）

発信者 IDの生成を有効にします。

デフォルト設定: *65

CIDアクティベーションコー
ド（CID Act Code）

発信者 IDの生成を無効にします。

デフォルト設定: *85

DND非アクティベーション
コード（DND Deact Code）

コール待機 (発信者 ID生成)を有効にします。

デフォルト設定: *25

CWCIDアクティベーション
コード（CWCID Act Code）

コール待機 (発信者 ID生成)を無効にします。

デフォルト設定: *45

CWCID非アクティベーション
コード（CWCID Act Code）

固有呼び出し音機能の有効化。

デフォルト設定: *26

Dist Ring Actコード。

固有呼び出し音機能の無効化。

デフォルト設定: *46

Dist Ring Deactコード。

短縮ダイヤル番号を割り当てます。

デフォルト設定: *74

短縮ダイヤルのアクティベー

ションコード。

グループ内の他のクライアントのページングに使用されます。

デフォルト設定: *96

ページングコード（Paging
Code）

すべての発信コールをセキュアにします。

デフォルト設定: *16

全コールのセキュア化アク

ティベーションコード

（Secure All Call Act Code）
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説明フィールド

すべての発信コールをセキュアにしません。

デフォルトの設定: *17

コールの非セキュア化アク

ティベーションコード

（Secure No Call Act Code）

次の発信コールをセキュアにします。(すべての発信コールが
デフォルトで安全である場合は、冗長になります)。

デフォルト設定: *18

1コール保護起動のコード

次の発信コールがセキュアでなくなります。(デフォルトで
は、すべての発信コールが安全でない場合、冗長になります)。

デフォルト設定: *19

Secure One Call Deactコード
（Secure One Call Deact Code）

このコードが指定されている場合は、電話会議用にサードパー

ティをダイヤルする前に入力する必要があります。会議コー

ルのコードを入力します。

デフォルト設定：空白

会議アクティベーションコー

ド

コードが指定されている場合は、通話転送用にサードパーティ

をダイヤルする前に入力する必要があります。通話転送用の

コードを入力します。

デフォルト設定：空白

Attn-転送開始アクティベー
ションコード。

回線をモデムに切り替えます。モデムのパススルーモードは、

このコードをプリダイヤルすることによってのみトリガーで

きます。

デフォルト設定: *99

モデム回線の切り替えコー

ド。

回線を Fax機に切り替えます。

デフォルト設定: #99

FAX回線の切り替えコード。

メディアループバックに使用します。

デフォルト設定: *03

メディアループバックコー

ド。
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説明フィールド

これらのコードは、アクティブコールを保留にしていて、2
つ目のダイヤルトーンをリスニングしているときに実行する

動作を ATAに指示します。このパラメータには、*98や
*97|*98|*123などのように 1つ以上の *コードを設定できま
す。最大長は79文字です。このパラメータは、[フックフラッ
シュ]ボタンを押すことによってアクティブコールを保留した
場合に適用されます。各 *コード（および現在のダイヤルプ
ランに従って有効な後に続くターゲット番号）によって、ATA
はサービス *コードの後ろに続くターゲット番号へのブライ
ンド転送を実行するようトリガーされます。

たとえば、*98をダイヤルすると、ATAは、ユーザがターゲッ
ト番号（通常のダイヤリングとしてダイヤルプランに従って

チェックされた）を入力するまで待機している間に、プロン

プトトーンを再生します。完全な番号を入力すると、ATA
は、Refer-To Targetが *98 target_numberと同等な状態で、保
留している通話者にブラインドREFERを送信します。この機
能により、ATAはアプリケーションサーバにコールを渡せる
ため、コールパークなどの処理をさらに実行できます。

*コードは、ATAにより内部で処理された他の特定業種向け
サービスのいずれとも競合できません。ATAで処理しない対
応する *コードは空にできます。

デフォルト設定：空白

参照サービスコード（Referral
Services Codes）
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説明フィールド

これらのコードは、1つ目または 2つ目のダイヤルトーンを
リスニングしているときに実行する動作を ATAに指示しま
す。

このパラメータには、*72や *72|*74|*67|*82などのように、1
つ以上の *コードを設定できます。最大長は 79文字です。こ
のパラメータは、ダイヤルトーン（1つ目または 2つ目のダ
イヤルトーン）がある場合に適用されます。

ダイヤルトーンを受信した後、現在のダイヤルプランに従っ

て*コードとターゲット番号を入力します。たとえば、*72を
ダイヤルした後、ATAはプロンプトトーンと呼ばれる特殊
トーンを再生し、ユーザが有効なターゲット番号を入力する

まで待機します。完全な番号を入力すると、ATAは、通常の
コールとして INVITEを *72 target_numberに送信します。こ
の機能により、プロキシはコール転送（*72）や発信者 IDの
ブロック（*67）などの機能を処理できます。

*コードは、ATAにより内部で処理された他の特定業種向け
サービスのいずれとも競合できません。ATAで処理しない対
応する *コードを削除できます。

パラメータを追加して、*コード（*72‘c‘|*67‘p‘など）が入力
された後に再生するトーンを示すことができます。以下に、

許可されるトーンパラメータのリストを示します。（パラ

メータはスペースなしで、オープンクォートで囲みます）。

• c：Cfwdダイヤルトーン
•d =ダイヤルトーン
• m：MWIダイヤルトーン
• o：外部ダイヤルトーン
• p：プロンプトダイヤルトーン
• s = 2番目のダイヤルトーン
• x =トーンなし、xは上記で使用されていない任意の数字

トーンパラメータを指定しない場合、デフォルトでは ATA
はプロンプトトーンを再生します。

コール転送をキャンセルするには、*73など、*コードの後に
電話番号が続かない場合は、このパラメータにこれを含めな

いでください。代わりに、ダイヤルプランに *コードを追加
し、ATA send INVITE * 73 @.....* 73として通常どおりにダイ
ヤルします。

デフォルト設定：空白

機能ダイヤルサービスコード

（Feature Dial Services Codes）
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特定業種向けサービスアナウンスコード

表 44 :特定業種向けサービスアナウンスコード

説明フィールド

サービスアナウンスの基本番号。

デフォルト設定：空白

[サービスアナウンス基本番号
（Service Annc Base Number）]

サービスアナウンスの内線番号。

デフォルト設定：空白

[サービスアナウンス内線コー
ド（Service Annc Extension
Codes）]

発信コールコーデック選択コード

表 45 :発信コールコーデック選択コード

説明フィールド

コールの優先コーデックをG. 711uにするには、ダイヤルプレ
フィックスを使用してください。

デフォルト設定: *017110

G711uコードを優先する
（Prefer G711u Code）

コールのに使用する唯一のコーデックであるG.711uを作成す
るには、ダイヤルプレフィックスを使用します。

デフォルト設定: *027110

G711uコードを強制する
（Force G711u Code）

コールの優先コーデックをG.711aにするには、ダイヤルプレ
フィックスを使用してください。

デフォルト設定: *017111

G711aコードを優先する
（Prefer G711a Code）

コールのに使用する唯一のコーデックであるG.711aを作成す
るには、ダイヤルプレフィックスを使用します。

デフォルト設定: *027111

G711aコードを強制する
（Force G711a Code）

コールの優先コーデックを G.726r32にするには、ダイヤルプ
レフィックスを使用してください。

デフォルト設定: *0172632

G722コードを優先する（Prefer
G722 Code）

コールのに使用する唯一のコーデックである G.726r32を作成
するには、ダイヤルプレフィックスを使用します。

デフォルト設定: *0272632

G722コードを強制する（Force
G722 Code）
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説明フィールド

コールの優先コーデックをG.729aにするには、ダイヤルプレ
フィックスを使用してください。

デフォルト設定: *01729

G729aコードを優先する
（Prefer G729a Code）

コールのに使用する唯一のコーデックであるG.729aを作成す
るには、ダイヤルプレフィックスを使用します。

デフォルト設定: *02729

G711aコードを強制する
（Force G711a Code）

その他

表 46 :その他の設定

説明フィールド

電話ポートの電気的なインピーダンスを設定します。

選択肢は次のとおりです。

• 600

• 900

• 600+2.16uF

• 900+2.16uF

• 220+850||120nF

• 220+820||115nF

• 200+600||100nF

デフォルト設定: 600

FXSポートインピー
ダンス

DBでの入力ゲイン (小数点以下 3桁まで)。範囲は 6.000 ~ 12.000で
す。

デフォルト設定：-3

FXSポートの入力ゲ
イン:

DBでの出力ゲイン (小数点以下 3桁まで)。範囲は 6.000 ~ 12.000で
す。コールプログレストーンとDTMF再生レベルは、FXSポートの出
力ゲインパラメータの影響を受けません。

デフォルト設定：-3

FXSポート出力ゲイ
ン:

ローカルの DTMF再生レベル (dBm) (小数点以下 1桁まで)。

デフォルト設定：-16.0

DTMF再生レベル:
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説明フィールド

2つのトーン周波数の差を得ることができます。

デフォルト設定：2

DTMFひねり:

ローカルの DTMF再生の継続時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：1

DTMF再生の長さ:

DTMFABCDのローカル検出を有効にするには、[はい]を選択します。
それ以外の場合は、いいえを選択します。デフォルト設定:あり

DTMFTxメソッドが情報の場合、この設定は効果がありません。ABCD
は、この設定に関係なく常に OOBに送信されます。

ABCDの検出:

OOB DTMF ABCDのローカル再生を有効にするには、[はい]を選択し
ます。それ以外の場合は、いいえを選択します。デフォルト設定:あり

再生の ABCD:
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説明フィールド

選択肢は、次のとおりです。

•ベルコア (北米、中国): CID、CIDCW、および VMWI。最初の呼
出音より後に送信されるFSK(最初の呼出音の後に送信されたETSI
FSKと同じ) (極性反転または DTASなし)。

• DTMF (フィンランド、スウェーデン): CIDのみ極性反転 (DTAS
なし)の後、最初の呼出音の前に送信された DTMF。

• DTMF (デンマーク): CIDのみ極性反転と DTASのない最初の呼出
音の前に DTMFが送信されます。

• ETSI DTMF: CIDのみDTASの後、最初の呼出音の前に送信された
DTMF。

• PRとの ETSI DTMF: CIDのみ極性反転 (および DTAS)の後、最初
の呼出音の前に送信された DTMF。

•呼出音の後のETSI DTMF: CIDのみ最初の呼出音 (極性反転または
DTASなし)の後に送られた DTMF。

• ETSI FSK: CID、CIDCW、VMWI。DTAS (極反転なし)の後、最初
の呼出音の前に送信された FSK。CIDCWの DTASの後、デバイ
スからの ACK待機。

• PRとのETSI FSK (英国): CID、CIDCW、およびVMWI。FSKは、
極性反転 (およびDTAS)の後、最初の呼出音の前に送信されます。
CIDCWの DTASの後、デバイスからの ACK待機。極性反転は、
装置がオンフックの場合にのみ適用されます。

• PRとのDTMF (デンマーク): CIDのみ極性反転 (DTASなし)の後、
最初の呼出音の前に送信された DTMF。

デフォルト設定:ベルコア (米国、中国)

発信者 ID方式:

選択できるのは 1 ~ 8です。デフォルト設定：3FXSポートの電力制
限:

ATAは、発信者 ID生成の bell 202および v. 23規格をサポートしてい
ます。デフォルト設定: bell 202

発信者 ID FSK標準規
格:

使用する方法、デフォルト、またはスウェーデンのデフォルトを選択

します。デフォルト設定：デフォルト

機能呼び出しメソッ

ド:
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回線 1と回線 2 (電話 1と電話 2)の設定
電話 1および電話 2のポートを介したコールの設定を設定するには、音声 >回線 1ページおよ
び音声 >回線 2ページから行います。

説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、

キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。

設定プロファイルでは、FXSパラメータに、設定を受信するポートを識別するための適切な数
字が含まれている必要があります。

（注）

全般

表 47 :全般設定

説明フィールド

サービスに対してこの回線を有効にするには、はいを選択し

ます。それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:あり

[回線の有効化（Line Enable）]

ストリーミングオーディオサーバ (SAS)
表 48 :ストリーミングオーディオサーバ設定

説明フィールド

ストリーミング音源として回線の使用を有効にするには、[は
い]を選択します。または、[いいえ]を選択します。有効にす
ると、その回線は発信コールに使用できなくなります。代わ

りに、着信コールに自動応答し、音声 RTPパケットを発信者
に転送します。

デフォルト設定:なし

SAS有効化

0以外の値は、ストリーミング音声サーバがセッションの更
新 (SIP re INVITE)メッセージを送信し、接続がアクティブで
あるかどうかを確認する間隔です。発信者が更新メッセージ

に応答しない場合、ATAはこのコールを SIP BYEメッセージ
を使用して終了します。範囲は0 ~ 255秒です (0は、セッショ
ンの更新が無効であることを示します)。

デフォルト設定：30

SAS DLG更新インターバル

マルチプラットフォームファームウェア用の Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタアドミニストレーションガイド
72

音声設定の構成

回線 1と回線 2 (電話 1と電話 2)の設定



説明フィールド

このパラメータは、SAS回線が送信専用デバイスとして宣言
され、オーディオをストリームアウトしないようにクライア

ントに通知する場合に、着信 RTPを再生しないデバイスに対
して機能します。このパラメータは、クライアントからのイ

ンバウンド INVITEに対する 200の応答の SDP内の SAS回線
で使用される RTPシンクの FQDNまたは IPアドレスです。
このファイルは、「c =」回線に表示され、ポート番号は SDP
の m =回線に表示されます。

この値が指定されていない場合、または 0の場合は、c:
0.0.0.0、a = sendonlyが SDP内で使用され、この SAS回線に
RTPを送信しないよう SASクライアントに指示します。0以
外の値が指定されている場合、a = sendrecvおよび SASクライ
アントは、指定されたアドレスに音声をストリームします。

特殊なケース:値が $IPの場合、SAS回線の独自の IPアドレ
スが c =回線と a = sendrecvに使用されます。この場合、SAS
クライアントはRTPパケットをSAS回線にストリーム転送し
ます。

デフォルト設定：空白

SAS着信 RTPシンク

NAT設定
表 49 : NAT設定

説明フィールド

SIPメッセージで外部でマッピングされた IPアドレスと
SIP/RTPポートを使用するには、はいを選択します。それ以
外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:なし

[NATマッピング有効（NAT
Mapping Enable）]

設定された NATキープアライブメッセージを定期的に送信
するには、はいを選択します。それ以外の場合は、いいえを

選択します。

デフォルト設定:なし

[NATキープアライブ有効
（NAT Keep Alive Enable）]
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説明フィールド

現在のNATマッピングを維持するために定期的に送信された
キープアライブメッセージを入力します。値が $NOTIFYの
場合、NOTIFYメッセージが送信されます。値が $REGISTER
の場合、連絡先のない REGISTERメッセージが送信されま
す。

デフォルト設定: $NOTIFY

[NATキープアライブメッセー
ジ（NAT Keep Alive Msg）]

NATキープアライブメッセージを受信する宛先。値が
$PROXYの場合、メッセージが現在のプロキシサーバ、また
はアウトバウンドプロキシサーバに送信されます。

デフォルト設定: $PROXY

[NATキープアライブ宛先
（NAT Keep Alive Dest）]

ネットワーク設定

表 50 :ネットワーク設定

説明フィールド

SIPメッセージを伝送するUDP IPパケット内の [TOS/DiffServ
]フィールド値。

デフォルト設定: 0x68

SIP ToS/DiffServ値

SIPメッセージの CoS値。有効値は 0～ 7です。

デフォルト設定：3

SIP Co値 [0-7]

RTPデータを伝送する UDP IPパケット内の [ToS/DiffServ]
フィールド値。

デフォルト設定: 0xb8

[RTP ToS/DiffServ値（RTP
ToS/DiffServ Value）]

RTPデータの CoS値。有効値は 0～ 7です。

デフォルト設定: 6

RTP Co値 [0-7]
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説明フィールド

ATAでのジッターバッファサイズの調整方法を決定します。
ジッターバッファサイズは、動的に調整されます。最小ジッ

ターバッファサイズは、すべてのジッターレベル設定につい

て 30ミリ秒 (10ミリ秒 +現在の RTPフレームサイズ)です。
ただし、より高いジッターレベルの場合は、開始ジッターバッ

ファサイズの値が大きくなります。この設定では、最小値に

達するまでのジッターバッファサイズの調整速度を制御しま

す。適切な設定 (低、中、高、超高、または極高)を選択しま
す。

デフォルト設定:高

ネットワークジッターレベル

この機能を有効にするにははいを選択し、無効にするにはい

いえを選択します。

デフォルト設定:あり

ジッターバッファ調整

SIP設定
表 51 : SIP設定

説明フィールド

TCPの選択肢では「配信の保証」が実現されているため、失
われたパケットが再送されます。また、TCPは SIPパッケー
ジが送信された順序で受信されることも保証します。このた

め、TCPはUDPの主な短所を克服しています。また、セキュ
リティ上の理由で、ほとんどの社内ファイアウォールは UDP
ポートをブロックします。TCPを使用すると、インターネッ
ト閲覧や e-コマースなどのため新しいポートを開いたり、パ
ケットをドロップしたりする必要がありません。

[SIPトランスポート（SIP
Transport）]

SIPメッセージのリスニングおよび送信ポートのポート番号。

デフォルト設定: 5060電話 1と 5061の電話 2

[SIPポート（SIP Port）]

暫定応答（18x）の信頼できる伝送と PRACK要求の使用のた
めの100REL SIP拡張のサポートを有効にするには、はいを選
択します。それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:なし

[SIP 100REL有効（SIP 100REL
Enable）]

外部 SIPポート番号。

デフォルト設定：空白

[外部SIPポート（EXT SIP
Port）]
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説明フィールド

この機能を有効にすると、ATAは、NOTIFY再同期リブート
(RFC2617)メッセージを受信したときに送信者を認証します。
この機能を使用する場合ははいを選択します。それ以外の場

合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:あり

[再同期-再起動の認証（Auth
Resync-Reboot）]

SIPプロキシは、ユーザエージェントからこのヘッダーを渡
されたときに、特定の内線や動作をサポートできます。この

フィールドが設定され、プロキシがそれをサポートしない場

合、非サポートメッセージで応答します。表示されたフィー

ルドに適切なヘッダーを入力します。

デフォルト設定：空白

[SIPプロキシが必要（SIP
Proxy-Require）]

Fromヘッダーの代わりに使用する Remote-Party-IDヘッダー
を使用するには、はいを選択します。それ以外の場合は、い

いえを選択します。

デフォルト設定:あり

[SIP Remote-Party-ID]

この機能により、SIPアカウントの登録が制限されます。グ
ローバルに固有の IDは、各 ATAの各回線に対して生成され
ます。この設定が有効になっている場合、ATAは SIPリクエ
ストの GUIDヘッダーを追加します。GUIDは、ユニットが
初めて起動し、ユニットが再起動してから再び初期設定にリ

セットされたときに生成されます。

デフォルト設定:なし

SIP GUID (グローバス一意識別
子)

RTPログの間隔。

デフォルト設定：0

RTPログインターバル (RTP
Log Intvl)

設定されている場合、ATAは、信頼されていない IPアドレス
からSIPポートに送信されるすべてのパケットを破棄します。
設定されているプロキシから解決された IPアドレスと一致し
ない場合、発信元 IPアドレスは信頼されません (または、使
用している発信プロキシが [はい]の場合は発信プロキシ)。

デフォルト設定:なし

発信元 IPを制限します。

コール転送の後に古いコール区間を終了するように、通話転

送の後に BYEを送信するまで待機する秒数。

デフォルト設定: 4

Referor BYE遅延（Referor Bye
Delay）
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説明フィールド

コール転送の後に古いコール区間を終了するように、通話転

送の後、参照ターゲットに BYEを送信するまで待機する秒
数。

デフォルト設定：0

ターゲット参照 BYE遅延
（Refer Target Bye Delay）

コール転送の後に古いコール区間を終了するように、通話転

送の後、参照者に BYEを送信するまで待機する秒数。

デフォルト設定：0

Referee BYE遅延（Referee Bye
Delay）

参照先のターゲットに問い合わせるには、はいを選択しま

す。それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:なし

参照先ターゲットの連絡先

（Refer-To Target Contact）

この機能が有効な場合、ATAは、アウトバウンド INVITEの
最初の 183 SIP応答を受信した後、後続の 180 SIP応答を無視
します。この機能を有効にする場合ははいを選択します。そ

れ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:なし

スティッキ 183（Sticky 183）

有効にする場合、SIPプロキシからの初期の着信 INVITE要求
に認証が必要になります。

デフォルト設定:なし

INVITE許可（Auth INVITE）

有効にされている場合、ATAはすでにコール中で回線がオフ
フックになっている場合、発信者にSIP182応答を返します。
この機能を使用する場合ははいを選択します。

デフォルト設定:なし

コール待機中の応答 182。

リモートパーティー IDが SIPメッセージで要求されたときに
ATAが「匿名」を使用するかどうかを決定します。

デフォルト設定:あり

RPIDと匿名の使用（Use
Anonymous With RPID）

SIPからの SIPメッセージのローカル ATA IPアドレスを使用
します。

デフォルト設定:なし

発信者からローカルアドレス

を使用します。

SIPが Broadsoft ALTCであるかどうかを設定します。

オプション: [はい]または [いいえ]

デフォルト設定:なし

Broadsoft ALTC。
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コール機能の設定

表 52 :通話機能パラメータ

説明フィールド

アクティブのコールレッグを終了して他のコールレッグのブ

ラインド転送を実行することにより、ATAで在席転送操作を
実行できるようにします。この機能を無効にした場合、ATA
は、アクティブのコールレッグと他のコールレッグの両方を

維持した状態で、他のコールレッグを現在のコールレッグに

参照させることにより、在席転送操作を実行します。この機

能を使用する場合ははいを選択します。それ以外の場合は、

いいえを選択します。

デフォルト設定:なし

[ブラインド在席転送有効
（Blind Attn-Xfer Enable）]

自動応答ストリーミングオーディオサーバのユーザ IDまた
は URL。ユーザ IDのみが指定されている場合、現在のプロ
キシまたはアウトバウンドプロキシに接続されます。MOH
サーバが指定されていない場合、保留音が無効になります。

デフォルト設定：空白

MOHサーバ（MOH Server）

会議コールが終了したときに、ATAが転送を実行します。ド
ロップダウンメニューからはいまたはいいえを選択します。

デフォルト設定:あり

切断時転送の構成

この機能は、オーディオをローカルにミキシングするのでは

なく、n方向の会議通話用の外部会議ブリッジ (n > 2)をサポー
トします。この機能を使用するには、このパラメータをサー

バ名のパラメータに設定します。例: conf@mysefver.com: 12345
または conf (プロキシ値をドメインとして使用します)。

デフォルト設定：空白

[会議ブリッジのURL
（Conference Bridge URL）]

会議コール参加者の最大数を選択します。範囲は 3～ 10で
す。

デフォルト設定：3

会議ブリッジポート
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説明フィールド

IPダイヤルを有効または無効にします。IPダイヤルが有効に
なっている場合、[userid@]をダイヤルします。b. [:pソート]、'
@ '、'. '、および ': 'は「*」を入力することによってダイヤル
され、a, b, c, dは 0から 255;の範囲でなければなりません。
ポートは 255以上でなければなりません。Portが指定されて
いない場合は、5060が使用されます。ポートとユーザ IDは
オプションです。ユーザ ID部分がダイヤルプランのパターン
に一致する場合、その部分はダイヤルプランに従って通常の

電話番号として解釈されます。ただし、INVITEメッセージ
は、有効になっている場合でも、発信プロキシに送信されま

す。

デフォルト設定:なし

IPダイヤルの有効化 (Enable
URI Dialing)

コンマで区切られた緊急番号パターンの一覧。アウトバウン

ドのコールがいずれかのパターンに一致する場合、ATAは
フックフラッシュイベント処理を無効にします。この条件は、

通話が終了した後、通常の状態に復元されます。何も表示さ

れない場合は、緊急番号が存在しないことを意味します。最

大 63文字を入力できます。

デフォルト設定：空白

[緊急番号（Emergency
Number）]

この回線のメールボックスの ID番号を入力します。

デフォルト設定：空白

[メールボックスID]

電話機がコールサーバと同期できるようにします。電話機で

[応答不可]または [着信転送設定]が変更された場合は、サー
バにも変更が加えられます。サーバで変更が行われた場合は、

電話機に反映されます。

デフォルト設定:なし

[機能キーの同期（Feature Key
Sync）]

プロキシおよび登録

表 53 :プロキシおよび登録パラメータ

説明フィールド

すべてのアウトバウンドリクエストに対してSIPプロキシサー
バを使用します。

デフォルト設定：空白

[プロキシ（Proxy）]
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説明フィールド

すべてのアウトバウンドリクエストが最初のホップとして送

信される SIPアウトバウンドプロキシサーバ。

デフォルト設定：空白

[発信プロキシ（Outbound
Proxy）]

アウトバウンドプロキシの使用を有効にします。[いいえ]に設
定すると、[アウトバウンドプロキシ]と [ダイアログでOBプ
ロキシを使用]パラメータは無視されます。

デフォルト設定:なし

[アウトバウンドプロキシを使
用（Use Outbound Proxy）]

ダイアログ内でアウトバウンドプロキシへの SIPリクエスト
の強制送信の可否。[発信プロキシを使用する]パラメータが
[いいえ]またはアウトバウンドプロキシパラメータが空の場
合は無視されます。

デフォルト設定:あり

[ダイアログでOBプロキシを使
用（Use OB Proxy in Dialog）]

プロキシへの定期登録を有効にします。このパラメータは、

プロキシが指定されていない場合は無視されます。

デフォルト設定:あり

登録

ユニットによる登録が成功（ダイナミック）しなくても発信

コールを可能にします。[いいえ]の場合、登録が成功しない
限り、ダイヤルトーンは再生されません。

デフォルト設定:なし

[登録なしで発信（Make Call
Without Reg）]

REGISTERリクエストの有効期限 (秒)です。ATAは、現在の
登録が期限切れになる直前に登録を定期的に更新します。レ

ジスタパラメータが [いいえ]の場合、このパラメータは無視
されます。範囲: 0 ~ (231 – 1)秒。

デフォルト設定: 3600

[登録期限切れ（Register
Expires）]

ユニットによる登録が成功（ダイナミック）しなくても受信

コール応答を可能にします。

デフォルト設定:なし

[登録なしでコールに応答（Ans
Call Without Reg）]

プロキシとアウトバウンドプロキシの DNS SRVルックアッ
プの可否。

デフォルト設定:なし

[DNS SRVを使用（Use DNS
SRV）]

有効になっている場合、ATAはプロキシまたはアウトバウン
ドプロキシ名について DNS SRVルックアップを実行すると
きにその名前の前に _sip._udpが自動的に付加します。

デフォルト設定:なし

[DNS SRV自動プレフィックス
（DNS SRV Auto Prefix）]
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説明フィールド

低い優先順位のサーバにフェールオーバーすると、ATAは指
定されたプロキシフォールバック間隔 (秒単位)を待って、最
も優先順位の高いプロキシ (またはアウトバウンドプロキシ)
サーバを再試行します。このパラメータは、サーバ名の DNS
SRVレコード検索経由でプライマリおよびバックアッププロ
キシサーバのリストがATAに提供されている場合にのみ有効
です。

複数のDNS Aレコードを使用してサーバ名を指定すると優先
順位の概念が許可されないため、すべてのホストが同じ優先

順位であると見なされ、ATAはフェイルオーバー後にフォー
ルバックを実行しません。

デフォルト設定: 3600

[プロキシフォールバック間隔
（Proxy Fallback Intvl）]

ATAが DNS SRVレコードで返すプロキシのリストを作成す
るために使用する方式。標準を選択した場合、リストにはウェ

イトと優先順位でランク付けされたプロキシが含まれます。

SRVポートに基づくを選択した場合、ATAは標準メソッドを
使用した後、最初にリストされているプロキシポートに基づ

いてポート番号を確認します。

デフォルト設定：標準

[プロキシ冗長性メソッド
（Proxy Redundancy Method）]

ボイスメールサーバのURLまたは IPアドレスを指定します。

デフォルト設定：空白

メールボックスサブスクライ

ブ URL

ボイスメールメッセージの待機のサブスクリプション間隔を

設定します。この期間が経過すると、ATAはボイスメール
サーバに別のサブスクライブメッセージを送信します。

デフォルト: 2147483647

メールボックスサブスクライ

ブの有効期限

サブスクライバ情報

表 54 :サブスクライバ情報パラメータ

説明フィールド

発信者 IDの表示名。

デフォルト設定：空白

表示名

この回線のユーザ ID。

デフォルト設定：空白

[ユーザID（ User ID）]
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説明フィールド

この回線のパスワード。

デフォルト設定：空白

パスワード

SIP認証に認証 IDとパスワードを使用する場合は、はいを選
択します。それ以外の場合は、いいえを選択してユーザ IDと
パスワードを使用します。

デフォルト設定:なし

[認証 ID（Auth ID）]を使用す
る

SIP認証の認証 ID。

デフォルト設定：空白

[認証ID（Auth ID）]

この設定では、Skypeから有効な Skypeオンライン番号を使
用して、「ローカル」の電話番号をこの回線に関連付けるこ

とができます。その番号にコールすると電話が鳴ります。番

号はスペースまたは特殊文字を含めずに入力します。

デフォルト設定：空白

[居住地オンライン番号
（Resident Online Number）]

ユーザエージェントがこの回線に対して自身を識別するパラ

メータ。このフィールドが空白の場合、SIPシグナリングで使
用される実際の URIが自動的に次のように作成されます。
sip:UserName@Domain

UserNameは [ユーザ ID（User ID）]でこの回線に指定したユー
ザ名で、Domainは [ユーザエージェントドメイン（User Agent
Domain）]でこのプロファイルに指定したドメインです。

[ユーザエージェントドメイン（User Agent Domain）]が空の
文字列である場合、電話機の IPアドレスをドメインに使用す
る必要があります。

[URI]フィールドが空でない場合でも、SIPまたは SIPS URL
に@文字が含まれていない場合、SIPシグナリングで使用さ
れる実際のURIは、このパラメータに@文字とその後ろにデ
バイスの IPアドレスを付加して、自動的に作成されます。

SIP URI

補足サービスサブスクリプション

ATAは、拡張サービスまたは補助サービスの大部分をネイティブサポートします。これらの
サービスはすべてオプションです。次の表にリストされているパラメータは、特定の補足サー

ビスを有効または無効にするために使用されます。a)ユーザが購読していない場合は、補足
サービスを無効にする必要があります。または b)、サービスプロバイダーは、ATAに頼る以
外の手段を使用して同様のサービスをサポートすることを意図しています。
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表 55 :補足サービスサブスクリプション設定

説明フィールド

コール待機サービスを有効にします。

デフォルト設定:あり

コール待機サービス

発信者 IDをブロックするサービスを有効にします。

デフォルト設定:あり

[ブロックCIDサービス（Block
CID Serv）]

匿名コールブロックサービスの有効化

デフォルト設定:あり

[ブロックANCサービス（Block
ANC Serv）]

独自の呼び出しサービスの有効化

デフォルト設定:あり

独自の呼び出しサービス

不在転送すべてのサービスを有効にする

デフォルト設定:あり

[不在転送サービス（Cfwd All
Serv）]

話中転送サービスを有効にする

デフォルト設定:あり

[話中転送サービス（CfwdBusy
Serv）]

不在転送サービスを有効にする

デフォルト設定:あり

[無応答時転送サービス（Cfwd
No Ans Serv）]

通話転送の選択的選択サービスを有効にします。[通話転送の
設定]セクションで、このサービスを設定します。

デフォルト設定:あり

通話転送サービス

最後のコールサービスを転送可能にする

デフォルト設定:あり

(Cfwd Last Serv)

最後のコールサービスをブロックする

デフォルト設定:あり

最後のサービスをブロックす

る

最後のコールサービスを有効にする

デフォルト設定:あり

最後のサービスを受け入れる

応答不可サービスを有効にする

デフォルト設定:あり

[DNDサービス（DND Serv）]

発信者 IDサービスを有効にする

デフォルト設定:あり

CID – Serv
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説明フィールド

コール待機サービスの発信者 IDサービスを有効にします。

デフォルト設定:あり

CWCIDサービス

コールリターンサービスを有効にする

デフォルト設定:あり

コールリターンサービス

通話のリダイヤルサービスを有効にします。

デフォルト設定:あり

コールリダイヤルサービス

コールバックサービスを有効にします。

デフォルト設定:あり

[コールバックサービス（Call
Back Serv）]

3者コールサービスを有効にします。3者間電話会議と在籍転
送には 3者コールを使用する必要があります。

デフォルト設定:あり

3者コールサービス

3者間電話会議サービスを有効または無効にします。在籍転
送は 3者間電話会議を行う必要があります。

デフォルト設定:あり

3者間電話会議サービス

在籍コール転送サービスを有効にする在籍転送は 3者間電話
会議を行う必要があります。

デフォルト設定:あり

[在籍転送サービス（Attn
Transfer Serv）]

非在籍（ブラインド）通話転送サービスを有効にする

デフォルト設定:あり

非在籍コール転送サービス

（Attn Transfer Serv）

MWIサービスを有効にします。MWIは、音声メールサービ
スが展開に設定されている場合にのみ使用できます。

デフォルト設定:あり

MWIサービス

VMWIサービス (FSK)を有効にする

デフォルト設定:あり

VMWIサービス

短縮ダイヤルサービスを有効にします。

デフォルト設定:あり

短縮ダイヤルサービス (Speed
Dial Serv)
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説明フィールド

コールサービスの安全を確保します。この機能が有効になっ

ている場合、ユーザはアクティベーションコード (デフォルト
で *18)を入力する前に、ターゲット番号にダイヤルすること
によって、セキュリティで保護された発信を行うことができ

ます。次に、両方向の音声トラフィックは、通話中は暗号化

されます。

デフォルト設定:あり

スターマークは特定業種向けサービスアクティベーション

コードに設定されます。デフォルトで、スターマークなしで

セキュアコールを有効にするには、ユーザのセキュアコール

の設定を [はい]に設定します。ユーザー 1およびユーザー 2
（91ページ）を参照してください。

[セキュアコールサービス
（Secure Call Serv）]

照会サービスを有効にします。詳細については、特定業種向

けサービスアクティベーションコード（61ページ）の照会
サービスコードのパラメータを参照してください。

デフォルト設定:あり

照会先利用サービス (Referral
Serv)

機能ダイヤルサービスを有効にします。詳細については、特

定業種向けサービスアクティベーションコード（61ページ）
の機能ダイヤルサービスコードのパラメータを参照してくだ

さい。

デフォルト設定:あり

機能ダイヤルサービス (Feature
Dial Serv)

サービス部門に関する発表サービスを有効にします。

デフォルト設定:なし

サービス部門に関する発表

サービス (Service Announcement
Serv)

発信者名として、発信者 ID番号を使用します。

デフォルト設定:あり

CID番号を名前として再利用
する

電話会議中に発信者 IDを有効にします。

デフォルト設定:あり

CONFCIDサービス (CONFCID
Serv)
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音声設定

表 56 :音声設定の設定

説明フィールド

すべてのコールで優先されるコーデックです。（コールで実

際に使用されるコーデックは、コーデックのネゴシエーショ

ンプロトコルの結果によっても異なります）。次のいずれか

を選択します。

• G711u

• G711a

• G726-32

• G729a

デフォルト設定: G711u.

[優先するコーデック
（Preferred Codec）]

最初のコーデックに障害が発生すると、2番目の優先コーデッ
クが試行されます。

デフォルト設定：空白

[2番目の優先コーデック
（Second Preferred Codec）]

2番目のコーデックが失敗すると、3番目の優先度のコーデッ
クが試行されます。

デフォルト設定：空白

[3番目の優先コーデック
（Third Preferred Codec）]

すべてのコールに対して優先コーデックのみを使用する場合

は、[はい（Yes）]を選択します（遠端がこのコーデックをサ
ポートしていない場合は、コールが失敗します）。それ以外

の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:なし

[優先コーデックのみを使用
（Use Pref Codec Only）]

デフォルトに設定されている場合、Cisco IP電話は 200 OK応
答で Inviteに応答し、優先コーデックのみをアドバタイズし
ます。すべてリストに設定されている場合、Cisco IP電話は応
答して、電話機がサポートしているすべてのコーデックをリ

ストします。

デフォルト設定：デフォルト

[コーデックのネゴシエーショ
ン（Codec Negotiation）]

8 kbpsでの G.729aコーデックの使用を有効にするには、はい
を選択します。それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:あり

[G729a有効（G729a Enable）]
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説明フィールド

サイレンスサプレッションを有効にして、サイレントオー

ディオフレームが送信されないようにするには、はいを選択

します。それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:なし

[サイレンスサプレッション有
効（Silence Supp Enable）]

32 kbpsでの G.726コーデックの使用を有効にするには、はい
を選択します。それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:あり

G726-32有効化

しきい値に適切な設定を選択:高、中、または低

デフォルト設定：中

サイレントのしきい値

V21 faxトーンの検出を有効にするには、はいを選択します。
それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:あり

FAX V21の検出の有効化

エコーキャンセラの使用を有効にするには、はいを選択しま

す。それ以外の場合は、[いいえ]を選択します。

デフォルト設定:あり

エコーキャンセラの有効化

Fax呼び出しトーン (CNG)の検出を有効にするには、はいを
選択します。それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:あり

ファクス CNG検出有効

Faxパススルーのコーデックを選択します。g711uまたは
G711a。

デフォルト設定: G711u

FAXパススルーコーデック

Faxパススルー中に ATAが対称コーデックを使用するように
するには、はいを選択します。それ以外の場合は、いいえを

選択します。

デフォルト設定:あり

FAXコーデック対称

DTMFプロセス情報機能を使用するには、はいを選択します。
それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:あり

DTMFプロセス情報

Faxパススルー方式選択します。なし、NSE、または
ReINVITE

デフォルト設定: NSE

FAXパススルーメソッド

マルチプラットフォームファームウェア用の Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタアドミニストレーションガイド
87

音声設定の構成

音声設定



説明フィールド

DTMFプロセスの AVT機能を使用するには、はいを選択し
ます。それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:あり

[DTMFプロセスAVT（DTMF
Process AVT）]

FaxプロセスのNSE機能を使用するには、はいを選択します。
それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:あり

FAXプロセス NSE

DTMF信号を遠端に送信するメソッドを選択します。InBand
、AVT、INFO、Auto InBand:音声パスを使用してDTMFを送
信します。AVTは、DTMFを AVTイベントとして送信しま
す。INFO：SIP INFOメソッドを使用します。Auto:コーデッ
クネゴシエーションの結果に基づいて InBandまたは AVTを
使用します。

デフォルト設定:自動

[DTMF Txメソッド（DTMF Tx
Method）]

有効にすると、Faxトーンが検出されたときにエコーキャン
セラは自動的に無効になります。この機能を使用する場合は

はいを選択します。それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:なし

FAX Disable ECAN

SIP情報およびAVTでDTMF検出Txモードを使用できます。

オプションには、厳密または標準があります。

デフォルト設定:次の条件を満たす厳密なもの

• • DTMF数字は、検出後に余分な保留時間が必要になりま
す。

• • DTMFレベルのしきい値は、-20 dBmに上げられます。

最小および最大期間のしきい値は次のとおりです。

• AVTおよび SIPの厳密モード: DTMF Tx Strict Hold Off
Timeで設定された値

• AVTの標準モード: 40 ms

• SIPの標準モード: 50 ms

DTMF Txモード
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説明フィールド

このパラメータは、DTMF Txモードが[厳密]に設定されてい
て、DTMF Txメソッドが [Inband]に設定されていない場合に
のみ有効です。つまり、AVTまたは INFOのいずれかです。
この値は、40ミリ秒まで低く設定できます。最大数の制限は
ありません。値を大きくすると、会話中にトークオフ (ビープ
音)が発生する可能性が低くなり、対話型の音声応答システム
(IVR)に必要な DTMF検出のパフォーマンスが低下します。

デフォルト設定: 70 ms

DTMF Tx厳密ホールドオフタ
イム

FAXリレーのための ITU-T標準の使用を有効にするには、は
いを選択します。それ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:なし

FAX有効化 T38

シグナリングフックフラッシュイベントのメソッドを選択

します。なし、AVT、または INFO [なし]は、フックフラッ
シュイベントをシグナリングしません。AVTは、RFC2833
AVT (event = 16)情報を使用して、メッセージ本文で単一回線
シグナル = hfで SIP情報を使用します。このメッセージ本文
のMIMEタイプは、フックフラッシュMIMEタイプ設定から
取得されます。

デフォルト設定:なし

Flash Txメソッドのフック

各パケットで繰り返す前のパケットのペイロードの数を指定

するために、適切な番号を選択します。ペイロードを冗長化

しない場合は 0を選択します。番号が大きいほど、パケット
サイズは大きくなり、使用される帯域幅も広くなります。

デフォルト設定：1

FAXの T38冗長性

エラー修正モードを有効にするには、はいを選択します。そ

れ以外の場合は、いいえを選択します。

デフォルト設定:あり

ファクス T38 ECM有効化

このパラメータには、次の 3つの値があります。

•発信者または呼び出し先: ATAは、呼び出し先か発信者
かにかかわらず、FAXトーンを検出します

•発信者のみ: ATAは発信者である場合にのみ、FAXトー
ンを検出します。

•呼び出し先のみ :ATAは、呼び出し先である場合にのみ、
FAXトーンを検出します。

デフォルト設定:発信者または呼び出し先

FAXトーン検出モード
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説明フィールド

対称 RTP操作を有効にします。有効にした場合、ATAは、最
後に受信した有効な着信 RTPパケットの送信元アドレスと
ポートに RTPパケットを送信します。無効にした場合 (また
は最初の RTPパケットが到着する前)、ATAは、着信 SDPに
示されているとおりに RTPを通知先に送信します。

デフォルト設定:なし

対称 RTP

この機能が有効になっている場合、Faxイメージの転送が完
了すると、接続は確立されたままになり、以前に指定された

コーデックを使用して音声コールに戻ります。この機能を有

効にする場合ははいを選択し、無効にする場合はいいえを選

択します。

デフォルト設定:なし

Fax T38音声に戻る

別の方法を有効にして、モデム回線を使用せずにモデムを呼

び出すようにするコードの事前ダイヤルを切り替えます。

デフォルト設定:なし

Modem Line

リモート側によって回線が保持されているときに、RTPをプ
ロキシに送信することができます。

デフォルト設定:なし

リモート保留での RTPからプ
ロキシへの入力

ダイヤルプラン

回線のデフォルトのダイヤルプランスクリプトは次のようになります。

(*xx|[3469]11|0|00|[2-9]xxxxxx|1xxx[2-9]xxxxxx|xxxxxxxxxxxx.)

各パラメータはセミコロンで区切られます。

例 1：

* 1xxxxxxxxxx <: @fwdnat。pulver.com: 5082; uid = jsmith; pwd = xy z

例 2：

*1xxxxxxxxxx<:@fwd.pulver.com;nat;uid=jsmith;pwd=xyz

ダイヤルプラン式のシンタックスについては、次の表で説明します。

表 57 :ダイヤルプラン設定

機能機能(Functionality)ダイヤルプランエントリ

任意の 2桁のスターコードを許可*xx

X11シーケンスを許可[3469]11
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機能機能(Functionality)ダイヤルプランエントリ

演算子0

Int'l演算子00

米国市内番号[2-9]xxxxxx

米国 1 + 10桁の市外通話番号1xxx[2-9]xxxxxx

その他すべてxxxxxxxxxxxx.

FXSポートの極性構成
表 58 : FXSポートの極性設定

説明フィールド

コールが接続される前の極性 (Forwardまたは Reverse)。

デフォルト設定: Forward

アイドル極性

アウトバウンドコール後に接続した場合の極性: Forwardまた
は Reverse

デフォルト設定: Forward

発信者接続極性

インバウンドコールが接続された後の極性: Forwardまたは
Reverse

デフォルト設定: Forward

着信者接続極性

ユーザー 1およびユーザー 2
電話 1および電話 2のポートを介したユーザ設定を設定するには、音声 >ユーザー 1ページお
よび音声 >ユーザー 2ページから行います。

以下の説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存す

るか、キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。
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コール転送の設定

表 59 :コール転送の設定

説明フィールド

コール転送のすべてのサービスの転送番号。

デフォルト設定：空白

不在転送宛先（Cfwd All Dest）

コール転送話中サービスの転送番号。Cfwd All Destと同じ。

デフォルト設定：空白

[話中転送宛先（Cfwd Busy
Dest）]

コール転送の応答不可サービスの転送番号。Cfwd All Destと
同じ。

デフォルト設定：空白

[無応答時転送宛先（Cfwd No
Ans Dest）]

コール転送前の秒単位の遅延応答トリガーがありません。

デフォルト設定：20

[無応答時転送遅延（Cfwd No
Ans Delay）]

選択した通話転送設定

表 60 :選択した通話転送設定

説明フィールド

コール転送選択的サービスをトリガーする発信者番号パター

ン。エントリに一致する発信者の電話番号がある場合、その

コールは対応する Cfwdの選択した接続先に転送されます。
(Cfwd Sel1-8 Dest)

•使用?して任意の 1桁の数字と一致します。

•使用*して任意の桁の数字に一致します。

例: 1408 *, 1512???1234

上記の例では、発信者 IDが 1408で始まる場合、または 1512
で始まり 1234で終わる 11桁の番号である場合、コールは対
応する宛先に転送されます。

デフォルト設定：空白

Cfwd Sel1-8発信者

対応する通話転送の選択した発信者のパターン (Cfwd Sel1-8
発信者)の通知先。

デフォルト設定：空白

Cfwd Sel1-8 Dest
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説明フィールド

最後の発信者の番号。この発信者は、通話転送の最後のサー

ビスを介して、Cfwd Last Destにアクティブに転送されます。
詳細については、特定業種向けサービスアクティベーション

コード（61ページ）を参照してください。

デフォルト設定：空白

Cfwd前回の発信者

Cfwd前回の発信者の接続先Cfwd Last Dest.

最後の発信者の番号。この発信者は、最後の発信者サービス

のブロックからブロックされます。詳細については、特定業

種向けサービスアクティベーションコード（61ページ）を
参照してください。

デフォルト設定：空白

最後の発信者をブロックする

最後の発信者の番号。この発信者は、最後の発信者サービス

を承諾することによって承諾されます。詳細については、特

定業種向けサービスアクティベーションコード（61ページ）
を参照してください。

デフォルト設定：空白

前回の発信者の受け入れ

スピードダイヤルの設定

表 61 :スピードダイヤルの設定

説明フィールド

短縮ダイヤル 2、3、4、5、6、7、8、または 9に割り当てら
れたターゲットの電話番号（または URL）。

デフォルト設定：空白

短縮ダイヤル 2-9

補足サービス設定

表 62 :補足サービス設定

説明フィールド

すべてのコールに対して、待機のオン/オフを切り替えます。

デフォルト設定:あり

[CW設定（CW Setting）]
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説明フィールド

すべてのコールに対してブロック発信者 IDのオン/オフを設
定します。

デフォルト設定:なし

ブロック CID

匿名コールのブロックのオンとオフを設定します。

デフォルト設定:なし

ブロック ANC

DNDのオン、オフを設定しています。

デフォルト設定:なし

着信拒否（DND）

発信者 IDの生成のオンまたはオフ。

デフォルト設定:あり

CID設定

コールウェイティング発信者 IDの生成のオンまたはオフ。

デフォルト設定:あり

CWCID設定

特殊呼出のオン、オフの設定

デフォルト設定:あり

Dist Ring

[はい]の場合、すべての発信コールはデフォルトでセキュリ
ティで保護されたコールであり、ユーザがまずスターコード

をダイヤルする必要はありません。

デフォルト設定:なし

•セキュア着信設定をはいに設定すると、すべての発信
コールが安全になります。ただし、ユーザはターゲット

番号をダイヤルする前にダイヤル *19を使用して、コー
ルのセキュリティを無効にすることができます。

• [安全な発信]がいいえに設定されている場合、ユーザは
*18をダイヤルしてからターゲット番号にダイヤルするこ
とによって発信コールを作成できます。

•ユーザは、着信コールを強制的に安全にしたり、非安全
にすることはできません。発信者がセキュリティを有効

にしているかどうかによって異なります。

この設定は、回線インターフェイス上で安全な発信

を [はい]に設定した場合にのみ適用されます。回線
1と回線 2 (電話 1と電話 2)の設定（32ページ）を
参照してください。

（注）

[セキュアコール設定（Secure
Call Setting）]
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説明フィールド

この値を [はい]に設定すると、途切れるトーンとVMWI信号
を有効にできます。このパラメータは、長期的にはメモリに

保存され、再起動または電源サイクル後も存続します。

デフォルト設定:なし

メッセージ待機

ループバック操作の着信リクエストの処理方法を制御します。

•なし :ループバックコールを受け入れません。486に応答
して発信者に応答します。

•自動:コールを自動的に呼び出しせずに受信します。

•手動 :最初に電話をかけ、ループバックを開始する前に
手動でコールを選択する必要があります。

デフォルト設定:自動

メディアループバックリクエ

ストの受け入れ

メディアループバックをリクエストするためにコールを行う

場合のローカルとしてのループバックモード。選択肢は、

ソースおよびミラーです。

デフォルト設定:ソース

ATAがコールに応答する場合、モードは発信者に
よって決定されます。

（注）

メディアループバックモード

メディアループバック操作をリクエストする際にコールを行

うときに使用するループバックのタイプ。選択肢はメディア

とパケットです。

デフォルト設定:メディア

ATAがコールに応答する場合、ループバックタイプは発信者
が決定することを留意してください (ATAは、複数のタイプ
が含まれている場合は、常に最初のループバックタイプを選

択します)

メディアループバックタイプ

CONFCIDを有効または無効にします。

デフォルト設定:あり

CONFCID設定
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固有呼び出し音設定

表 63 :特殊呼び出し音パラメータ

説明フィールド

特有の呼出音/CWT 1、2、3、4、5、6、7、または 8を再生す
る発信者番号のパターン。発信者の数字パターンは、呼出音

1から呼出音 8に対応しています。最初に一致した (最も近い
一致ではない)が、サブスクライバーにアラートを通知するた
めに使用されます。特有の呼び出しは、地域のページに設定

されています。地域（51ページ）を参照してください。

デフォルト設定：空白

Ring1-8発信者

呼出音設定

表 64 :リングパラメータ

説明フィールド

すべての発信者に対して、デフォルトの呼び出し音パターン

1 ~ 8を使用します。

デフォルト設定：1

[デフォルト呼出音（Default
Ring）]

すべての発信者に対して、デフォルトの CWTパターン 1 ~ 8
を使用します。

デフォルト設定：1

デフォルト CWT

電話機がオンフックのときに、保留中のコールをアラームす

る呼出音のパターンです。

デフォルト設定：8

保留リマインダ着信音

コールバック通知の呼出音のパターン。

デフォルト設定：7

コールバック着信音

コールが転送された場合の呼出音の再生時間 (0 ~ 10.0秒)

デフォルト設定：0

Cfwd着信音のスプラッシュ長

コールがブロックされた場合の呼出音の再生時間 (0 ~ 10.0秒)

デフォルト設定：0

Cblk呼出スプラッシュ長
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説明フィールド

このパラメータで制御するのは、VMサーバが SIP NOTIFY
メッセージをATAに送信し、そのメールボックスのステータ
スを示している場合です。3つの設定を利用できます。

デフォルト設定:利用可能な新しい VM

•使用可能な新しいVM:新しいボイスメールメッセージが
ある限り、音が鳴ります。

•新しいVMが利用可能になりました:最初の新しいボイス
メールメッセージが受信された時点で呼び出されます。

•新しい VMが到着 :新しいボイスメールメッセージの数
が増えると、呼び出し音が鳴ります。

VMWIリングポリシー

VMWIシグナルが適用される前に新しいメッセージが届いた
場合の呼出音の再生時間 (0 ~ 10.0秒)

デフォルト設定：0

VMWI着信音のスプラッシュ
長:

有効にした場合、まだ未読のボイスメールがないことを示す

SIP NOTIFYメッセージをボイスメールサーバから ATAに送
信すると、ATAはリングのスプラッシュを再生します。一部
の装置では、FSK信号の前にショートリングを入れて、VMWI
ランプをオフにする必要があります。

デフォルト設定:なし

新しい VMが存在しない場合
の着信音
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第 5 章

管理設定

•管理（99ページ）
•対数（107ページ）
•工場出荷時の初期状態（111ページ）
•ファームウェアアップグレード （111ページ）
•構成管理（112ページ）
•リブート（112ページ）

管理
[管理]ページから、ATA WebページへのWebアクセスを管理し、リモート構成とネットワー
ク管理のためのプロトコルを有効にします。

ウェブアクセス管理

管理 >管理にある > Webアクセス管理ページから、ATAの管理へのアクセスの設定を構成し
ます。

Cisco ATA 192 Webアクセス管理フィールド

Cisco ATA 192 Webページへのアクセスは、デフォルトで有効になっています。管理者アクセ
スを使用すると、オフィスネットワーク内のコンピューターから設定を管理できます。Webア
クセスを使用すると、別のサブネットまたはインターネット上のコンピューターから接続する

ことができます。

ATA Webページにアクセスするには、Webブラウザを起動して、アドレスバーに URLを入力
します。URLには、指定されたプロトコル、ATAのWAN IPアドレス、および指定されてい
るポート番号が含まれている必要があります。たとえば、HTTPSプロトコル、WAN IPアドレ
スの 203.0.113.50、ポート 80では、次のように入力します。https://203.0.113.50:80
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表 65 : Cisco ATA 192 Webアクセス管理の設定

説明フィールド

この機能は、イーサネット (LAN)ポート経由で接続されてい
るデバイスからの ATA Webページへのアクセスを制御しま
す。

有効をクリックしてこの機能を有効にするか、無効をクリッ

クして無効化します。

デフォルトの設定はイネーブルです。LANに接続されている
コンピュータからATAを管理および設定する場合は、この機
能を有効にする必要があります。

管理者アクセス

WANのデバイスからの ATA Webページへのアクセスに使用
するプロトコルを選択します。HTTPまたは HTTPSを選択
します。セキュアなインターネットアクセスの場合は、HTTPS
を選択します。デフォルト値は HTTPです。

Webユーティリティへのアク
セス

WAN上のデバイスから ATA Webページにアクセスするため
に使用するポート番号を入力します。デフォルトのポート番

号は 80です。

リモート管理ポート

Cisco ATA 191 Webアクセスフィールド

表 66 : Cisco ATA 191 Webアクセスの設定

説明フィールド

この機能は、イーサネット (LAN)ポート経由で接続されてい
るデバイスからの ATA Webページへのアクセスを制御しま
す。

有効をクリックしてこの機能を有効にするか、無効をクリッ

クして無効化します。

デフォルトの設定はイネーブルです。LANに接続されている
コンピュータからATAを管理および設定する場合は、この機
能を有効にする必要があります。

管理者アクセス

WANのデバイスからの ATA Webページへのアクセスに使用
するプロトコルを選択します。HTTP、HTTPS、または両方
のエントリを選択します。セキュアなインターネットアクセ

スの場合は、HTTPSを選択します。デフォルト値は HTTPで
す。

Webユーティリティへのアク
セス
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Remote Accessフィールド

表 67 : Remote Access設定

説明フィールド

ATAのWAN側にあるデバイスから ATA webページにアクセ
スできるようにします。たとえば、オフィスまたは自宅のコ

ンピュータから別のサブネットに接続することができます。

有効をクリックしてこの機能を有効にするか、無効をクリッ

クして無効化します。

デフォルト設定では [Disabled ]になっています。ページのこ
のセクションの他のフィールドは、この機能を有効にした場

合にのみ使用できます。デフォルトの管理者ログイン資格情

報を使用してこの機能を有効にしようとすると、資格情報を

変更するように求められます。OKをクリックして、警告メッ
セージを承認します。管理 >管理にある >ユーザー一覧ペー
ジから、パスワードを変更します。詳細については、ユーザ

リスト (パスワード管理)（105ページ）を参照してください。

Remote Management

ATAのWAN側のデバイスからの ATA webページへのアクセ
スに使用するプロトコルを選択します。HTTPまたはHTTPS
を選択します。

セキュアなインターネットアクセスの場合は、HTTPSを選択
します。デフォルト値は HTTPです。

Webブラウザにアドレスを入力するときは、指定されたプロ
トコルを含めるようにします。たとえば、HTTPSプロトコ
ル、203.0.113.50のWAN IPアドレス、デフォルトのリモート
管理ポート 80の場合は、次のように入力します。
https://203.0.113.50:80

Webユーティリティへのアク
セス

リモート管理を有効にした場合は、ATAのWAN側のデバイ
スからのファームウェアアップグレードを許可するかどうか

を選択します。有効をクリックしてこの機能を有効にするか、

無効をクリックして無効化します。デフォルト値は [Disabled]
です。

この設定は、コンピュータがLANから設定ユーティリティに
接続されている場合にのみ変更できます。

リモートアップグレード
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説明フィールド

この機能を使用して、デバイスの IPアドレスに基づいてATA
Webページへのアクセスを制限することができます。任意の
外部 IPアドレスからのアクセスを許可するために、任意の IP
アドレスを選択します。外部 IPアドレスまたは IPアドレス
の範囲を指定するには、2番目のラジオボタンを選択し、目
的の IPアドレスまたは範囲を入力します。デフォルト設定は
任意の IPアドレスです。

許可されているリモート IPア
ドレス

ATAのWAN側のデバイスから ATA webページにアクセスす
るために使用するポート番号を入力します。デフォルトのポー

ト番号は 80です。

Webブラウザにアドレスを入力するときは、指定されたポー
トを含めるようにします。たとえば、HTTPSプロトコル、
203.0.113.50のWAN IPアドレス、デフォルトのリモート管理
ポート 80の場合は、次のように入力します。
https://203.0.113.50:80

リモート管理ポート

TR-069
管理 >管理にある > TR-069ページから、TR-069 CPE WAN Management Protocol (CWMP)を介
して自動設定サーバ (ACS)との通信を設定します。TR-069 (Technical Report 069)は、大規模な
展開においてすべての音声デバイスおよびその他の顧客宅内機器（CPE）を管理するための共
通プラットフォームを提供します。CPEと ACSの間の通信を提供します。

以下の説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存す

るか、キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。

表 68 : TR-069の設定

説明フィールド

リモートプロビジョニングを有効にするには有効をクリック

するか、またはこの機能を無効にするには無効をクリックし

ます。デフォルト設定では [Disabled]になっています。

ステータス

ACSの URL。形式は https://xxx.xxx.xxx.xxx:portまたは
xxx.xxx.xxx.xxx ort:pにする必要があります。xxx.xxx.xxx.xxx
は、ACSサーバのドメイン名または IPアドレスです。

IPアドレスとポート番号の両方を入力する必要があります。

[ACS URL]

ACSのユーザ名。デフォルトのユーザ名は、組織単位識別子
(OUI)です。この値は必須であり、ACSに設定されているユー
ザ名と一致する必要があります。

[ACSユーザ名（ACS
Username）]
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説明フィールド

ACSのパスワード。この値は必須であり、ACSに設定されて
いるパスワードと一致している必要があります。

[ACSパスワード（ACS
Password）]

接続リクエストに使用するポート接続リクエストポート

接続リクエストのユーザ名。この値は、ACSに設定されてい
る接続リクエストのユーザ名と一致する必要があります。

[接続要求ユーザ名（Connection
Request Username）]

接続リクエストのパスワード。この値は、ACSに設定されて
いる接続リクエストパスワードと一致する必要があります。

[接続要求パスワード
（Connection Request
Password）]

[定期通知有効]が有効の場合、CPEがACSとの接続を試行す
る間隔を秒数で入力します。デフォルト値は 86,400秒です。

[定期通知インターバル
（Periodic Informal Interval）]

有効をクリックして ACSへの接続リクエストを有効化する
か、無効をクリックしてこの機能を無効にします。

[定期通知有効（Periodic Inform
Enable）]

この設定が適用されている場合、ACSは、ATAからリクエス
トを受信した後で、ダウンロードRPCを呼び出すことができ
ます。

ダウンロードのお申し込み

SNMP
管理 >管理 >にある SNMPページから、シンプルネットワーク管理プロトコル (SNMP)をATA
に設定します。

SNMPは、ネットワーク管理者がネットワーク上で発生する重要なイベントの管理、モニタ、
および通知の受信を可能にするネットワークプロトコルです。ATAはSNMPv2およびSNMPv3
をサポートしています。

SNMPエージェントとして動作し、SNMPネットワーク管理システムからSNMPコマンドに応
答します。標準 SNMPの [取得]、[次へ]、および [セット]コマンドをサポートしています。ま
た、設定されたアラーム状態が発生したときに SNMPマネージャに通知するための SNMPト
ラップを生成します。たとえば、リブート、電力サイクル、インターネット (WAN)イベント
などがあります。

以下の説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存す

るか、キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。
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SNMP設定

表 69 : SNMP Parameters

説明フィールド

有効をクリックしてこの機能を有効にするか、無効をクリッ

クして無効化します。デフォルト設定では [Disabled]になって
います。

[有効（Enabled）]、[無効
（Disabled）]

任意の IPv4アドレスからのアクセスを許可する場合は任意を
選択します (推奨されません)。

アドレスをクリックして、SNMPから ATAにアクセスでき
る単一の SNMPマネージャーまたはトラップエージェントの
IPv4アドレスとサブネットマスクを指定します。

信頼された IPv4

任意の IPv6アドレスからのアクセスを許可する場合は任意を
選択します (推奨されません)。

アドレスをクリックして、SNMPから ATAにアクセスでき
る単一の SNMPマネージャーまたはトラップエージェントの
IPv6アドレスとプレフィックス長を指定します。

信頼された IPv6

SNMP GETコマンドの認証に使用するコミュニティ文字列を
入力します。デフォルト値は publicです。

ゲット/トラップコミュニティ

SNMP SETコマンドの認証に使用するコミュニティ文字列を
入力します。デフォルト値は [プレイベート]です。

Set Community

SNMPv3設定

表 70 : SNMPv3パラメータ

説明フィールド

有効をクリックしてこの機能を有効にするか、無効をクリッ

クして無効化します。デフォルト設定では [Disabled]になって
います。

[有効（Enabled）]、[無効
（Disabled）]

SNMPv3認証用のユーザ名を入力します。デフォルト値は
v3rwuserです。

読み取り/書き込みユーザ

ドロップダウンリストから SNMPv3認証プロトコル
(HMAC-MD5または HMAC-SHA)を選択します。

Auth-Protocol

認証パスワードを入力します。Auth-Password
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説明フィールド

ドロップダウンリストからプライバシー認証プロトコルを選

択します（なしまたはCBC-DES）。CBCDESを選択すると、
送信されるメッセージのデータ部分が privKeyによって暗号
化されます。

PrivProtocol

使用する認証プロトコルのキーを入力します。プライバシーパスワード

（Privacy Password）

トラップの設定

表 71 :トラップパラメータ

説明フィールド

SNMPマネージャまたはトラップエージェントの IPアドレ
ス。

[IPアドレス(IP Address)]

トラップメッセージを受信するために、SNMPマネージャま
たはトラップエージェントが使用するSNMPトラップポート。
有効なエントリは、162または 1025 ~ 65535です。デフォル
ト値は 162です。

ポート（Port）

SNMPマネージャまたはトラップエージェントによって使用
されている SNMPのバージョン。リストからバージョンを選
択します。

SNMPバージョン

ユーザリスト (パスワード管理)
ATA webページの 2つのユーザアカウントを管理するには、管理 >管理にある >ユーザリス
トページから行います。ユーザレベルのアカウントは、限定された機能のセットを変更するア

クセス権を持っています。

IVRの場合は、[システム]ページでこれらのパスワードを設定することができます。

パスワードの更新

手順

ステップ 1 ユーザリストテーブルで、更新するアカウントの鉛筆アイコンをクリックします。

ステップ 2 [ユーザアカウント]ページで、以下の説明に従ってユーザ名とパスワードを入力します。

•ユーザ名：ユーザ名を入力します。

•古いパスワード (管理者アカウントのみ):既存のパスワードを入力します。
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•新しいパスワード: 32文字以内で新しいパスワードを入力します。

•パスワードの確認:確認のため、パスワードを再度入力します。

ステップ 3 変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定
を保存したページを再表示します。

Bonjour
管理 >管理にある > Bonjourページから、Bonjourを有効または無効にします。Bonjourは、
LAN上のコンピューターやサーバなどのネットワークデバイスを検出するサービス検出プロ
トコルです。これは、使用しているネットワーク管理システムで必要になる場合があります。

この機能が有効になっている場合、ATAは、Bonjourのサービスレコードを定期的にローカル
ネットワーク全体にマルチキャストして、その存在を通知します。

有効をクリックしてこの機能を有効にするか、無効をクリックして無効化します。デフォルト

の設定はイネーブルです。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

リセットボタン

有効をクリックしてリセットボタンを有効にするか、無効をクリックして無効化します。デ

フォルトの設定はイネーブルです。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

SSH
管理 >管理 >にある SSHから、SSH関連の設定を行います。

表 72 : SSH設定

説明フィールド

SSHのログインユーザ名を設定User Name

SSHのログインパスワードを設定します。パスワード

SSHアクセスを有効または無効に設定します。SSHアクセス（SSH Access）
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対数
ATAでは、ネットワーク上で発生するさまざまなイベントに対して、着信、送信、および
DHCPの各リストを記録できます。着信ログには、受信したインターネットトラフィックの発
信元 IPアドレスと宛先ポート番号の一時リストが表示されます。発信ログには、発信インター
ネットトラフィックのローカル IPアドレス、宛先URL/IPアドレス、およびサービスとポート
の番号の一時リストが表示されます。

デバッグログモジュール

管理 >ログモジュールにある >デバッグログモジュールページから、ログを有効にし、設定
を構成します。

•ベストプラクティスとして、必要な場合にのみロギングを有効にして、調査が終了したと
きにログを無効にすることを推奨します。ロギングはリソースを消費し、システムのパ

フォーマンスに影響を与える可能性があります。

•このページでは、デバッグメッセージをすべての重要度レベルで表示するモジュールを選
択できます。

デバッグログ設定

管理>ログにある>デバッグログサーバページでデバッグログサーバを有効にした場合、ATA
はデバッグメッセージを 1台のサーバに送信します。

以下の説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存す

るか、キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。

表 73 :デバッグログ設定

説明フィールド

ログファイルの最大サイズ（KB）を入力します。128～1024
の範囲の値を指定できます。

デバッグログサイズ

メッセージを送信するデバッグログサーバの IPv4アドレス
を入力します。

IPv4アドレス

メッセージを送信するデバッグログサーバの IPv6アドレス
を入力します。

IPv6アドレス

サーバで使用するポートを入力します。有効値は 1～ 65535
です。

ポート（Port）
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デバッグログビューアー

管理 >ログにある >デバッグログビューアーページでロギングが有効になっている場合は、
[ログビューア]ページからログをオンラインで表示し、システムログファイルをコンピュー
ターにダウンロードすることができます。ログの内容を制限するには、含めるエントリの種類

を選択するか、キーワードを指定します。

ロギングのイネーブル化と設定の注意事項については、デバッグログモジュール（107ペー
ジ）を参照してください。

表 74 :デバッグログ設定

説明フィールド

このボタンをクリックすると、コンピューターにログの内容

がファイルとしてダウンロードされます。ダイアログボック

スでは、ファイルを開いたり保存したりできます。メモ帳な

どのテキストエディタでファイルを開くことができます。

ログをダウンロード

ログからすべてのエントリを削除するには、このボタンをク

リックします。

ログの消去

キーワードを入力すると、ビューアーに表示されるログエン

トリを絞り込むことができます。ページには、キーワードを

含むエントリだけが表示されます。

[フィルタ（Filter）]

イベントログの設定

管理 >ログ >にあるイベントログ設定ページから、必要なイベントログを収集します。イベ
ントログメッセージは、UDPトランスポートタイプを使用して、SYSLOGプロトコルを介し
て送信されます。

トラブルシューティングの際には、イベントログ設定を使用します。次の4つのイベントカテ
ゴリが定義されています。

• DEV:デバイス情報。デバイスの起動とネットワーク接続が準備されると、メッセージが
送信されます。

• SYS:システム関連の情報。デバイスの起動とネットワーク接続が準備されている間に 1
回メッセージが送信されます。

• CFG:プロビジョニングのステータスと設定ファイルの変更。設定またはネットワークス
テータスの変更によってプロビジョニングサービスが再起動するたびにメッセージが送信

されます。

• REG:各回線の登録ステータス。登録ステータスが変化するたびにメッセージが送信され
ます。
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以下の説明のとおり設定を入力します。変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存す

るか、キャンセルをクリックして、設定を保存したページを再表示します。

表 75 :イベントログ設定

説明フィールド

イベントログサーバのアドレスを設定します。アドレス（Address）

イベントログサーバポートを設定します。

Default value: 514

ポート（Port）

イベントログフラグを設定すると、ビット単位の値になりま

す。設定リストは次のとおりです。

• <Dev>:1(0x01)

• <SYS>:2(0x01<<1)

• <CFG>:4(0x01<<2)

• <REG>:8(0x01<<3)

デフォルト値:15 (すべてのイベント)

フラグ

PRTビューアー
管理 >ログにある > PRTビューアーを使用して、問題レポートツール (PRT)ファイルを生成
し、ダウンロードすることができます。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

表 76 :問題レポートツール設定

説明フィールド

PRTログのアップロード URTを設定します。PRTアップロード URL

PRTログのアップロード方法、POSTまたは PUTを設定しま
す。

[PRTアップロード方法（PRT
Upload Method）]

PRT最大タイマーを設定します。有効範囲は 15 - 1440分で
す。

無効化済み: 0

[PRT最大タイマー（PRT Max
Timer）]

ユーザによって ATA上に生成された PRTファイルを一覧表
示します。

問題レポートツールログ
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説明フィールド

このボタンをクリックすると、コンピューター上のファイル

として PRTのコンテンツが生成され、ダウンロードされま
す。ダイアログボックスでは、ファイルを開いたり保存した

りできます。

PRTの生成

PCMビューアー
管理 >ログにある > PCMビューア―から、ダウンロードして PCMを表示します。

ATAを使用すると、PCMログファイルをキャプチャして、コールを開始するためのユーザオ
フフックを作成できます。

変更を行った後で、送信をクリックして設定を保存するか、キャンセルをクリックして、設定

を保存したページを再表示します。

表 77 :ログビューア設定

説明フィールド

キャプチャ PCMを有効または無効にします。PCMキャプチャの有効化

PCMキャプチャの継続時間を秒単位で入力します。有効な範
囲は、20～ 300秒です。

期間

ユーザがキャプチャする PCMファイルを一覧表示します。PCMファイルリスト

CSSダンプ
管理 >ログにある > CSSダンプページから、CSSダンプファイルを設定し、ダウンロードし
ます。

表 78 : CSSダンプの設定

説明フィールド

CSSメモリダンプ機能を有効または無効に設
定します。

デフォルト値：Disabled

CSSメモリダンプ

ATA上の CSSメモリダンプファイルストアを
表示します。ダウンロードするファイルの名

前をクリックします。

CSSメモリダンプファイル

更新をクリックしてCSSメモリダンプファイ
ルを更新します。

更新
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工場出荷時の初期状態
管理 >工場出荷時のデフォルト ATA Webページから、ATAをデフォルト設定にリセットしま
す。

または、リセットボタンを20秒間押し続けます。ユーザが変更可能なデフォルト以外の設定は
失われます。これには、ネットワークおよびサービスプロバイダーのデータが含まれる場合が

あります。

次の作業を実行できます。

•ルータの初期設定を復元:はいを選択して、設定したカスタムデータ (ルータ)設定を削除
します。送信をクリックすると、デフォルト設定が復元されます。

•音声の初期設定を復元:はいを選択して、ATA Webページの音声ページ上で設定したカス
タム設定を削除します。送信をクリックすると、デフォルト設定が復元されます。

ファームウェアアップグレード
管理 >ファームウェアアップグレードページから、ATAのファームウェアをアップグレード
します。ATAの問題が発生している場合や、新しいファームウェアに使用する機能がある場
合以外は、アップグレードする必要はありません。

ファームウェアのアップグレードには数分かかる場合があります。プロセスが完了するまで

は、電源をオフにしたり、ハードウェアリセットボタンを押したり、現在のブラウザの[戻る]
ボタンをクリックしたりしないでください。

注意

始める前に

ファームウェアをアップグレードする前に、ATA用ファームウェアアップグレードファイル
をダウンロードします。

手順

ステップ 1 [参照]をクリックして、ダウンロードしたアップグレードファイルの場所を選択します。

ステップ 2 ファームウェアをアップグレードするには、[アップグレード]ボタンをクリックします。
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構成管理
管理 >設定の管理ページから、ATAの構成設定をバックアップまたは復元します。

バックアップコンフィギュレーション

管理 >設定の管理 >バックアップの設定ページを使用して、ATAの設定をファイルにバック
アップします。これらの同じ設定を ATAに後から復元することができます。

[バックアップ]ボタンをクリックして、ATAの設定情報を保存します。ダイアログボックスが
表示されたら、cfgファイルを保存する場所を選択します。

ヒント:バックアップを作成した日時を含む名前にファイル名を変更します。

構成の復元

管理>設定の管理>復元設定ページから、ATAの設定を以前のバックアップから復元します。
設定を復元する前に、現在の設定をバックアップしておくことを推奨します。

手順

ステップ 1 参照をクリックして、コンピュータ上の .cfgファイルを探します。

ステップ 2 復元をクリックして、選択したファイルから設定を復元します。

リブート
管理 >リブートページから、ATA Webページからの ATAの電源を入れ直すことができます。
もう 1つの方法は、リセット >再起動ボタンを押す方法です。

リブートボタンをクリックして ATAの電源を入れ直します警告メッセージが表示されたら、
情報を読み、OKをクリックして ATAをリブートするか、キャンセルをクリックして操作を
中止します。ATAおよびすべての接続されたデバイスは、この操作中にネットワーク接続を
失います。
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第 6 章

ステータスと統計情報

•システム情報（113ページ）
•インターフェイス情報（114ページ）
•ネットワークステータス（115ページ）
•ポート統計 (ATA 192のみ)（116ページ）
•メモリ情報（117ページ）
• DHCPサーバ情報 (ATA 192のみ)（117ページ）

システム情報
ステータス>システム情報ページからATAおよびその現在の設定に関する情報を表示します。

表 79 :システム設定

説明フィールド

モデル番号と製品の説明。Model

ATAの製品 ID。製品 ID

ATAの VIDVID

ATAのシリアル番号。シリアル番号

ハードウェアのバージョン番号。Hardware Revision

ブートファームウェアのバージョン番号。ブートバージョン

ATAのブートパーティション。ブートパーティション

現在のファームウェアのバージョン。ファームウェアバージョン

WANインターフェイスのMACアドレス。インターネットのMACアドレ
ス

ATAのホスト名。ホスト名（Host Name）
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説明フィールド

ATAのドメイン名。ドメイン名

ATAに設定されている時間。現在の日時

ATAに設定されているタイムゾーン。タイムゾーン

インターフェイス情報
ステータス>インターフェイス情報ページから、WANインターフェイス (インターネットポー
ト)と ATA 192のみ、LANインターフェイス (イーサネットポート)に関する情報を表示しま
す。

IPv4インターフェースの一覧。

説明フィールド

インターフェイス名: WANまたは LAN (ATA 192のみ)。インターフェイス（Interface）

インターフェイスに対して構成されている接続のタイプ。接続タイプ

インターフェイスの IPv4アドレス[IPアドレス（IP Address）]

インターフェイスのサブネットマスク。サブネットマスク（Subnet
Mask）

インターフェイスのMACアドレス。[MACアドレス（MAC
Address）]

IPv6インターフェースの一覧。

説明フィールド

インターフェイス名: WANまたは LAN (ATA 192のみ)。インターフェイス（Interface）

インターフェイスに対して構成されている接続のタイプ。接続タイプ

インターフェイスの IPv6アドレス。[IPアドレス（IP Address）]

インターフェイスのプレフィックス長。[プレフィックス長（Prefix
Length）]

インターフェイスのMACアドレス。[MACアドレス（MAC
Address）]
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ポートリスト (ATA 192のみ)

説明フィールド

インターフェイス名: WANまたは LAN。インターフェイス（Interface）

このポートから正常に送信したパケット数。TX (パケット)

このポートが正常に受信したパケット数。RX (パケット)

ポートのステータスを示し、ポートがデバイスに接続されて

いるか、または切断されているかを示しています。

ステータス

このボタンをクリックすると、TXパケットとRXパケットの
数を 0にリセットできます。

TX & RXのクリア

ネットワークステータス
WANインターフェイス (インターネットポート)に関する情報を表示するには、ステータス >
ネットワークステータスページから行います。

表 80 :基本インターフェイスの詳細

説明フィールド

ポートが接続されているか、または接続されていないかを示

すインターネット (WAN)インターフェイスのステータス。
リンクの状態

ATAのホスト名。ホスト名（Host Name）

ATAのドメイン名。[ドメイン（Domain）]

表 81 : IPv4インターフェイスの詳細

説明フィールド

インターネット (WAN)インターフェイスの IPv4アドレス。[IPアドレス(IP Address)]

インターネット (WAN)インターフェイスのサブネットマス
ク。

サブネットマスク（Subnet
Mask）

デフォルトゲートウェイの IPv4アドレス。ゲートウェイ

MTUを設定するメソッド:自動または手動MTUタイプ

ネットワーク伝送で許可されている最大のプロトコルデータ

ユニット (バイト単位)を指定します。
MTUサイズ（MTU Size）
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説明フィールド

名前解決に使用される最大 3つの DNSサーバの IPv4アドレ
ス。

DNS 1-3 (該当する場合)

表 82 : IPv6インターフェイスの詳細

説明フィールド

インターネット (WAN)インターフェイスの IPv6アドレス。[IPアドレス(IP Address)]

インターネット (WAN)インターフェイスのプレフィックス
長。

[プレフィックス長（Prefix
Length）]

デフォルトゲートウェイの IPv6アドレス。ゲートウェイ

名前解決に使用される最大 3つの DNSサーバの IPv6アドレ
ス。

DNS 1-2 (該当する場合)

表 83 : VLAN情報

説明フィールド

CDPステータスは、有効または無効に設定されます。CDP

ATAの CDP VLAN ID。CDP VLAN ID

ATAの IVR VLAN ID。IVR VLAN ID

ATAのアクティブな VLAN ID。アクティブ Vlan ID

ポート統計 (ATA 192のみ)
ステータス >ポート統計ページから、WANインターフェイス (インターネットポート)での
ポートアクティビティと LANインターフェイス (イーサネットポート)に関する情報を表示し
ます。

表 84 :ポート統計設定

説明フィールド

ポートが正常に受信したパケット数。入力 (pkts)

ポートが正常に送信したパケット数。出力 (pkts)

着信トラフィックの受信エラー数。入力エラー（Input Errors）
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説明フィールド

インターフェイスによって受信されたブロードキャストメッ

セージの数。

入力ブロードキャスト

インターフェイスによって送信されたブロードキャストメッ

セージの数。

出力ブロードキャスト

インターフェイスによって受信されたマルチキャストメッセー

ジの数。

入力マルチキャスト

インターフェイスによって送信されたマルチキャストメッセー

ジの数。

出力マルチキャスト

メモリ情報

メモリ使用量に関する情報はステータス >メモリ情報ページから表示します。

表 85 :メモリ情報インターフェイスの詳細

説明フィールド

ATAのメモリ合計。MemTotal

ATAの空きメモリ。MemFree

最新のメモリ情報を更新します。更新

DHCPサーバ情報 (ATA 192のみ)
ステータス > DHCPサーバ情報ページを使用して、DHCPサーバとクライアントに関する情報
を表示します。

IPv4 DHCPプール情報

説明フィールド

DHCPクライアントのホスト名。Client Name

クリアとにリリースされた IPアドレス。[IPアドレス（IP Address）]

DHCPクライアントのMACアドレス。[MACアドレス（MAC
Address）]
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説明フィールド

現在の DHCPリースの残り時間は、HH: MM: SS (時間:分:秒)
形式で表示されます。タイマーがカウントダウンするにつれ

て、ページが新しい値で定期的に更新されます。

期限切れ時刻

クライアントに接続されているインターフェイス。インターフェイス（Interface）

IPv6 DHCPプール情報

説明フィールド

DHCPクライアントのホスト名。Client Name

クリアとにリリースされた IPアドレス。[IPアドレス（IP Address）]

DHCPv6クライアントのMACアドレス。[MACアドレス（MAC
Address）]

現在の DHCPリースの残り時間は、HH: MM: SS (時間:分:秒)
形式で表示されます。タイマーがカウントダウンするにつれ

て、ページが新しい値で定期的に更新されます。

期限切れ時刻

クライアントに接続されているインターフェイス。インターフェイス（Interface）

IPv4 DHCPサーバの詳細。

説明フィールド

DHCPサーバのステータス:有効化または無効化[DHCPサーバ(DHCP Server)]

イーサネット (LAN)向けのインターフェイスの IPアドレスと
サブネットマスク。

IPアドレス /マスク

DNSプロキシサービスの設定:有効化または無効化DNSプロキシ

DHCPサーバから IPアドレスをリースできるクライアントの
最大数。

最大 DHCPユーザ数

DHCPサーバによって動的に割り当てることができる IPアド
レスの範囲。

IPアドレス範囲

クライアントが動的に割り当てられた IPアドレスをリースで
きる最長時間 (分単位)。

クライアントのリース時間

DHCPクライアントで使用する DNSサーバ 3つまでのの IP
アドレス。

静的 DNS
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説明フィールド

このオプションをリクエストしているホストにプロビジョニ

ングサーバのアドレス情報を提供するオプション66の設定。
ATAは、なし (内部)、リモート TFTPサーバ、または手動の
TFTPサーバに設定できます。

オプション 66

プロビジョニングに使用される TFTPサーバの IPアドレス、
ホスト名、または URL。

TFTPサーバ（TFTP Server）

このオプションをリクエストするホストに提供されている設

定またはブートストラップファイル名。

オプション 67

このオプションをリクエストするクライアントに提供される

設定 URL。
オプション 159

このオプションをリクエストするクライアントに提供される

設定 URL。
オプション 160

IPv6 DHCPサーバの詳細。

説明フィールド

DHCPv6サーバステータスを表示します。DHCPv6サーバ

DHCPv6サーバのアドレス割り当てタイプを表示します。アドレス割り当てタイプ

DHCPv6サーバ委任が [はい]または [いいえ]であることを表
示します。

DHCPv6委任

DHCPv6アドレスプレフィックスを表示します。IPv6アドレスプレフィックス

DHCPv6アドレスのプレフィックス長を表示します。IPv6アドレスプレフィックス
長

DHCPv6静的 DNSを表示します。IPv6の静的 DNS

DHCPv6アクティブ DNS1を表示します。IPv6アクティブ DNS1

DHCPv6アクティブ DNS2を表示します。IPv6アクティブ DNS2

DHCPv6 LANアドレスを表示します。IPv6 LANアドレス
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第 7 章

FAQ

• ATAを使用してインターネットに接続できない（121ページ）
•ファームウェアをアップグレードしたが、ATAが正常に動作しない（122ページ）
• DSLサービスを使用して、インターネットに手動で接続できない（122ページ）
•ダイヤルトーンが聞こえず、電話 1または 2の LEDが緑に点灯していない。（122ペー
ジ）

•インターネットフォンのコールを発信するとオーディオが分割される（123ページ）
• Webブラウザを開いたときに、ユーザ名とパスワードを入力するよう求められます。この
プロンプトを無視する方法を教えてください。（123ページ）

• DSL電話回線が ATA WAN (インターネット)ポートに適合しません。（124ページ）
•使用しているモデムにイーサネットポートがありません（124ページ）
• ATAは、ケーブル接続用の同軸ポートを備えていません。（124ページ）

ATAを使用してインターネットに接続できない

手順

ステップ 1 ATAの電源がオンになっていることを確認します。電源/システム LEDは緑色に点灯し、点滅
していないはずです。

電源 LEDが点滅している場合は、モデム、ATA、接続されたデバイスを含むすべてのネット
ワークデバイスの電源をオフにします。30秒待機します。次に、次の順序で各デバイスの電源
を入れます。

1. ケーブルまたは DSLモデム

2. ATA

3. 接続されたデバイス

ステップ 2 ケーブル接続を確認します。インターネット (WAN)ポート内のケーブルが、モデムや ADSL
回線などのインターネットアクセスを提供するデバイスに確実に接続されていることを確認し

ます。Cisco ATA 192で、イーサネット (LAN)ポートのケーブル接続を確認します。
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ステップ 3 ネットワーク設定>インターネット設定ページにある設定を確認します。インターネットサー
ビスプロバイダーが指定した設定を入力していることを確認します。

ファームウェアをアップグレードしたが、ATAが正常に
動作しない

アップグレード後に ATAが正常に動作しない場合は、工場出荷時の設定へのリセットを実行
する必要があります。管理 >工場出荷時のデフォルトページから、ATAをデフォルト設定に
リセットします。または、リセットボタンを20秒間押し続けます。ユーザが変更可能なデフォ
ルト以外の設定は失われます。これには、ネットワークおよびサービスプロバイダーのデータ

が含まれる場合があります。

DSLサービスを使用して、インターネットに手動で接続
できない

ATAをインストールすると、サービスプロバイダネットワークに自動的に接続するため、手
動で接続する必要がなくなります。

ダイヤルトーンが聞こえず、電話 1または 2の LEDが緑
に点灯していない。

手順

ステップ 1 電話機が適切なポート、電話 1、または 2に接続されていることを確認します。

ステップ 2 電話機のポートから RJ-11電話ケーブルを取り外し、再接続します。

ステップ 3 電話機のトーン設定 (パルスでない)が設定されていることを確認してください。

ステップ 4 ネットワークにアクティブなインターネット接続があることを確認してください。

インターネットにアクセスしてみて、ATA WANの LEDが緑色に点滅しているかどうかを確
認します。接続が存在しない場合は、モデム、ATA、およびコンピューターを含むすべての
ネットワークデバイスの電源をオフにします。30秒間待機します。次に、次の順序で各デバイ
スの電源を入れます。

1. ケーブルまたは DSLモデム

2. ATA
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3. コンピューターとその他のデバイス

ステップ 5 クイックセットアップページで設定を確認します。サービスプロバイダーに必要なアカウント
情報と設定が入力されていることを確認してください。音声 >情報ページの回線 1または回線
2のステータスセクションで、登録状態が登録されていることを確認します。回線が登録され
ていない場合は、ITSPに問い合わせて、追加の設定が必要かどうかを確認します。

インターネットフォンのコールを発信するとオーディオ

が分割される
考えられる原因と対処方法を次に示します。

•ネットワークアクティビティ:特に、サーバを実行している場合やファイル共有プログラ
ムを使用している場合は、ネットワークが大量に動作している可能性があります。イン

ターネットの通話中は、ネットワークまたはインターネットの動作を制限してください。

たとえば、ファイル共有プログラムを実行している場合、ファイルをダウンロードしてい

ないにもかかわらず、ファイルがバックグラウンドでアップロードされる可能性があるた

め、インターネットフォンのコールを行う前にプログラムを終了していることを確認して

ください。

•帯域幅:インターネット通話のコールに利用可能な帯域幅が不足している可能性がありま
す。オンラインで利用可能ないずれかの帯域幅テストを使用して、帯域幅をテストするこ

とができます。必要に応じて、インターネット電話サービスのアカウントにアクセスし、

サービスの帯域幅要件を減らします。詳細については、ITSPのWebサイトを参照してく
ださい。

Webブラウザを開いたときに、ユーザ名とパスワードを
入力するよう求められます。このプロンプトを無視する

方法を教えてください。
Webブラウザを起動して、次の手順を実行します (これらの手順は Internet Explorer固有です
が、他のブラウザでも同様です)。

手順

ステップ 1 [ツール] > [インターネットオプション]を選択します。

ステップ 2 接続タブをクリックします。
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ステップ 3 接続にダイヤルしないを選択します。

ステップ 4 OKをクリックします。

DSL電話回線が ATA WAN (インターネット)ポートに適合
しません。

ATAからモデムが置き換えられません。ATAを使用するためには、DSLモデムが必要です。
電話回線を DSLモデムに接続します。

使用しているモデムにイーサネットポートがありません
モデムがイーサネットポートを備えていない場合は、従来のダイヤルアップサービスのモデム

であることを示しています。ATAを使用するには、ケーブル/DSLモデムと高速インターネッ
ト接続が必要です。

ATAは、ケーブル接続用の同軸ポートを備えていません。
ATAからモデムが置き換えられません。ATAを使用するためには、ケーブルモデムが必要で
す。ケーブル接続をケーブルモデムに接続します。
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第 8 章

管理用 IVR

•管理用 IVRを使用（125ページ）
• IVRのヒント（125ページ）
• IVRアクション（126ページ）

管理用 IVRを使用
ATAを設定および管理するために IVRシステムを利用できます。電話のキーパッドを使用し
てオプションを選択し、エントリを作成します。

手順

ステップ 1 ATAの PHONEポートにアナログ電話機をつなぎます。

ステップ 2 アスタリスク (*)キーを 4回押します。* * * *

ステップ 3 パスワードを入力すると、次のようになります。

•管理者としてログインします。
•電話ポートのユーザとしてログインします。

ステップ 4 目的のアクションコードを入力します。

IVRのヒント
•番号をゆっくり入力して、次の番号を入力する前に音声の確認を聞きます。

•オプションを選択した後、 # (ポンド)キーを押します。

•メニューを終了するには、電話機を切断するか、または 3948#と入力して終了します。

• IPアドレスなどの値を入力した後、 # (ポンド)キーを押して、選択が完了したことを示し
ます。次に、必要に応じて次の手順を実行します。
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•設定を保存するには、1を押します。

•設定を確認するには、2を押します。

•設定を再入力するには、3を押します。

•エントリをキャンセルしてメインメニューに戻るには、 * (スター)を押します。

•値を入力するときに、 * (スター)キーを 1秒以内に 2回押すことによって、変更を取り消
すことができます。キーをすばやく押すか、*を小数点入力として扱うかを確認してくだ
さい。

•メニューが 1分間以上非アクティブになると、IVRはタイムアウトします。次に、アスタ
リスクキーを 4回押して [IVR]メニューを再入力する必要があります。****この設定は、
電話機を切断するか、IVRを終了すると有効になります。この時点で ATAをリブートで
きます。

• IPアドレスの小数点を入力するには、 * (スター)キーを押します。

たとえば、[IPアドレス (191.168.1.105)]を入力するには、次のタスクを実行します。

•以下のキーを押します。191*168*1*105

• # (ポンド)キーを押して、IPアドレスの入力が完了したことを示します。

• IPアドレスを保存するには1を押し、エントリをキャンセルしてメインメニューに戻
るには * (アスタリスク)キーを押します。

IVRアクション
表 86 : IVR設定

選択肢と指示メニューオプションIVRアクション

****IVRメニューの入力

100インターネットのアドレス方式の

確認

600インターネット6のアドレス方式
の確認

0: DHCP

1—静的 IP

2: ppoe

101インターネットのアドレス方式の

設定

マルチプラットフォームファームウェア用の Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタアドミニストレーションガイド
126

管理用 IVR

IVRアクション



選択肢と指示メニューオプションIVRアクション

0—IPv4

1—IPv6

2:デュアル

102スタックモードの確認

0—IPv4

1—IPv6

2:デュアル

103スタックモードの設定

0: DHCP

1—静的 IP

2: PPPoE

601インターネット6のアドレス方式
の設定

0—無効化

1—有効化

607IPv6自動設定の確認

0—無効化

1—有効化

606IPv6自動設定の設定

110インターネット IPアドレス (イン
ターネットポート)を確認する

610インターネット6 IPアドレス (イン
ターネットポート)を確認する

電話キーパッドの電話番号を使用

して IPアドレスを入力します。*
(スター)キーを小数点に使用しま
す。

このオプションは、オプ

ション101を通してイン
ターネット接続タイプと

して静的 IPを選択した
場合にのみ使用できま

す。

（注）

111静的 IPアドレスの設定 (インター
ネットポート)

静的 IPv6モードでのみ使用できま
す

611静的 IPv6アドレス (インターネッ
トポート)の設定

120ネットワークマスクの確認

620IPv6プレフィックス長の確認
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選択肢と指示メニューオプションIVRアクション

値を入力するには、電話キーパッ

ドの番号を押します。小数点位置

を入力するには、* (スター)キー
を押します。

このオプションは、オプ

ション101を通してイン
ターネット接続タイプと

して静的 IPを選択した
場合にのみ使用できま

す。

（注）

121ネットワークマスクの設定

静的 IPv6モードでのみ使用できま
す

621静的 IPv6プレフィックス長の設定

130ゲートウェイ IPアドレスの確認

630ゲートウェイ IPv6アドレスの確認

値を入力するには、電話キーパッ

ドの番号を押します。小数点位置

を入力するには、* (スター)キー
を押します。

このオプションは、オプ

ション101を通してイン
ターネット接続タイプと

して静的 IPを選択した
場合にのみ使用できま

す。

（注）

131ゲートウェイの IPアドレスの設定

静的 IPv6モードでのみ使用できま
す

631ゲートウェイ IPv6アドレスの設定

140MACアドレスの確認

150ファームウェアバージョンの確認

160プライマリDNSサーバの設定の確
認

660プライマリ IPv6 DNSサーバの設
定の確認
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選択肢と指示メニューオプションIVRアクション

値を入力するには、電話キーパッ

ドの番号を押します。小数点位置

を入力するには、* (スター)キー
を押します。

このオプションは、オプ

ション101を通してイン
ターネット接続タイプと

して静的 IPを選択した
場合にのみ使用できま

す。

（注）

161プライマリ DNSサーバの設定

661プライマリ IPv6 DNSサーバの設
定

170ウェブネットWebサーバポートの
確認

210ATA 192のみ: LANの IPアドレス
(イーサネットポート)の確認

1910回線 1 SIPトランスポートのアナ
ウンス

0: UDP

1: TCP

2: TLS

1911回線 1 SIPトランスポートの設定

1920回線 2の SIPトランスポートの確
認

0: UDP

1: TCP

2: TLS

1921回線 2 SIPトランスポートの設定

3948

(電話のキーパッド上
にEXITとスペルする)

IVRの終了
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選択肢と指示メニューオプションIVRアクション

「オプションが成功しました」と

聞こえたら、電話機を切断しま

す。ATAがリブートします。

このアクションは、[リ
セット]ボタンを押して
すぐに離すのと同じで

す。

（注）

732668

(電話のキーパッド上
に REBOOTとスペル
する)

音声システムのリブート

プロンプトが表示されたら、1を
押して確定するか、 * (スター)を
押してキャンセルします。「オプ

ションが成功しました」と聞こえ

たら、電話機を切断します。ATA
がリブートします。

このアクションは、[リ
セット]ボタンの10秒間
長押しと同じです。

（注）

73738

(電話のキーパッド上
に RESETとスペルす
る)

工場出荷時の状態へのリセット

（Factory Reset）

デフォルト以外のすべて

の設定が失われます。こ

れには、ネットワークと

サービスプロバイダー

データが含まれます。

警告

プロンプトが表示されたら、1を
押して確定するか、 * (スター)を
押してキャンセルします。「オプ

ションが成功しました」と聞こえ

たら、電話機を切断します。ATA
がリブートします。

877778ユニットのユーザ工場出荷時の状

態へのリセット

ユーザが変更可能なデ

フォルト以外の設定は失

われます。これには、

ネットワークおよびサー

ビスプロバイダーのデー

タが含まれる場合があり

ます。

警告
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第 9 章

電話機サービスの詳細オプション

• Fax完了率の最適化（131ページ）
•ダイヤルプラン設定（133ページ）

Fax完了率の最適化
この問題は、T-38規格を使用した場合でも、IPネットワークを経由した fax送信で発生する可
能性があります。次のタスクを使用すると、問題を回避できます。

手順

ステップ 1 アップリンクとダウンリンクに十分な帯域幅があることを確認します。

• G 711フォールバックの場合は、約 100 kbpsであることを推奨しています。

• Tを 38にする場合は、最低 50 kbpsで割り当ててください。

ステップ 2 メニューバーの音声をクリックし、ナビゲーションツリーの回線 1または回線 2をクリックし
ます。

ステップ 3 [ネットワーク設定]セクションで、以下の設定を入力します。

•ネットワークのジッターレベル:非常に高い

•ジッタバッファー調整:いいえ

ステップ 4 [補足サービスサブスクリプション]セクションで、次の設定を入力します。

•コール待機サービス:いいえ

• 3者通話:いいえ

ステップ 5 [オーディオ設定]セクションで、T-38 faxをサポートするために次の設定を入力します。

•優先コーデック: g.711u (USA)または g.711a (その他の地域)。
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•優先コーデックのみを使用:はい

•無音抑制有効:いいえ

•エコーキャンセル有効:いいえ

• FAXパススルーメソッド: ReINVITE

ステップ 6 送信をクリックすると設定が保存されます。キャンセルをクリックすると設定が解除されま
す。

ステップ 7 PSTN終了の Ciscoメディアゲートウェイを使用している場合は、T.38 (faxリレー)を無効に
し、モデムパススルーを使用して faxを有効にします。

次に例を示します。

モデムパススルー nse ペイロードタイプ 110 コーデック g711 ulaw

fax レートの無効化

fax protocol pass-through g711ulaw

T.38コールを設定できない場合、コールは自動的に G.711フォールバックに戻りま
す。

（注）

ステップ 8 Ciscoメディアゲートウェイを使用している場合は、Ciscoゲートウェイがダイヤルピアを使
用して T.38に対して正しく設定されていることを確認してください。

次に例を示します。

Fax プロトコル T38

Fax レート音声

fax リレー ECM 無効化

fax の nsf 000000

vad なし

ファクスに関するトラブルシューティング

Faxの送信または受信に問題がある場合は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Fax機の速度が 7200 ~ 14400の範囲に設定されていることを確認します。

ステップ 2 制御された環境で、2つの ATA間のテスト Faxを送信します。

ステップ 3 成功率を確認します。
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ステップ 4 ネットワークを監視し、ジッタ、損失、および遅延に関する統計情報を記録します。

ステップ 5 Faxが一貫して失敗する場合は、設定のコピーをキャプチャします。その後、このファイルを
テクニカルサポートに送信できます。

a) Webブラウザで、設定ファイルのパスを次のように入力します。

http://<ATA_Local_IP_Address>/admin/config.xml&xuser=

<admin_user>&xpassword=<admin_password>

b) [ファイル]メニューの名前を付けて保存を選択し、ファイルを MyConfiguration.xml
などのファイル名で保存します。

ステップ 6 ロギングを有効にするには、音声 >システムページに移動し、syslogまたはデバッグサーバの
IPアドレスを設定します。[デバッグレベル（Debug Level）]を [3]に設定します。詳細につい
ては、システム（33ページ）を参照してください。

スニファトレースを使用してデータをキャプチャすることもできます。（注）

ステップ 7 ATAに接続されている Faxのタイプを確認します。

ステップ 8 テクニカルサポートに連絡してください。

• VoIP製品をご使用のユーザの場合は、装置を供給した販売店またはサービスプロバイダー
に問い合わせてください。

•許可されている Ciscoパートナーである場合は、シスコのテクニカルサポートに問い合わ
せてください。コンタクトオプションについては、https://www.cisco.com/go/sbcを参照し
てください。

ダイヤルプラン設定
ダイヤルプランはダイヤルされた番号の解釈方法と送信方法を決定します。また、ダイヤルさ

れた番号を許可するか、拒否するかも決定します。ダイヤルプランを使用すれば、ダイヤリン

グを速めることも、長距離や国際のような特定のタイプのコールをブロックすることもできま

す。

ダイヤルプランの編集は、メニューバーの音声をクリックし、ナビゲーションツリーの回線1
または回線 2をクリックします。[ダイヤルプラン]セクションまで下へスクロールして、ダイ
ヤルプランフィールドにディジットシーケンスを入力します。

ディジットシーケンス

ダイヤルプランには、|文字で区切られた一連のディジットシーケンスが含まれています。

シーケンスのコレクション全体がかっこで囲まれています。ダイヤルプラン内の各ディジット

シーケンスは、ユーザが押したキーに個々に対応する要素によって構成されています。
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スペースは無視されますが、読みやすくするために使用するのに使用することもできます。（注）

表 87 :ディジットシーケンス

機能ディジットシーケンス

これらの文字のいずれかを入力し、ユーザが電話機のキーパッ

ドで押さなければならないキーを表します。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 * #

電話のキーパッドの任意の文字を表すには xを入力します。○

角カッコ内に文字を入力して、受け入れられるキー押下のリ

ストが形成します。ユーザはリスト内の任意のキーを押すこ

とができます。

•たとえば、数値範囲が [2-9]の場合、ユーザは、2～ 9の
中の 1つの数字を押すことができます。

•たとえば、他の文字を使用した数値範囲の場合、[35-8 *]
を入力して、ユーザが3、5、6、7、8、または*を押すこ
とができるようにします。

[sequence]

要素の繰り返しの期間を入力します。ダイヤルプランは数字

の 0以上のエントリを受け付けます。たとえば、01.の場合、
ユーザは、0、01、011、0111などを入力できます。

.（ピリオド）

シーケンスが送信された場合、この形式を使用してダイヤル

された特定の番号が代替文字で置き換えられることを示しま

す。ダイヤルされた数字は、0文字以上にすることができま
す。

例 1: <8:1650>xxxxxxx

7桁の番号が後に続く 8を押すと、システムにより、ダイヤ
ルされた 8がシーケンスの 1650に自動的に置き換えられま
す。つまり、ユーザが85550112をダイヤルすると、システム
は 16505550112を送信します。

例 2: <:1>xxxxxxxxxx

この例では、数字は何も置き換えられません。ユーザが10桁
の数字の文字列を入力すると、番号 1がシーケンスの先頭に
追加されます。9725550112をダイヤルすると、システムは
19725550112を送信します。

<dialed:substituted>
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機能ディジットシーケンス

ユーザが入力したシーケンスの後に「外線」ダイヤルトーン

を再生するには、数字の間にカンマを入力します。

例: 9, 1xxxxxxxxxx

ユーザが9を押した後に、「外線」ダイヤルトーンが聞こえ、
ユーザが 1を押すまでトーンが続きます。

,（カンマ）

感嘆符を入力して、ダイヤルシーケンスパターンを禁止しま

す。

例: 1900xxxxxxx!

1900で始まる任意の 11桁のディジットシーケンスをシステ
ムが拒否します。

!（感嘆符）

ユーザが 2桁のスターマークを入力できるようにするには、
スターマークを入力します。

*xx

S0を入力してショート桁間タイマーを 0秒に短縮するか、L0
を入力してロング桁間タイマーを 0秒に短縮します。

S0または L0

ディジットシーケンスの例

次の例は、ダイヤルプランに入力できるディジットシーケンスを示しています。

ダイヤルプランの完全なエントリでは、シーケンスがパイプ文字（|）で区切られ、シーケン
スのセット全体がかっこで囲まれています。

例: ([1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9] xxxxxxxxx | 9, 1 900
xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

•システムの内線番号：

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9] xxxxxxxxx | 9, 1
900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

[1-8]xxユーザは 1から 8の数字で始まる 3桁の番号をダイヤルできます。システムが 4桁
の内線番号を使用している場合は、変わりに次の文字列を入力します。[1-8]xxx

• 7桁の番号を使った市内番号へのダイヤルは次のようになります。

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9] xxxxxxxxx | 9, 1
900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]111)

9, xxxxxxx 9を押すと、外線ダイヤルトーンが聞こえます。ユーザは、次に市内通話と同
様に、7桁の番号を入力できます。

• 3桁の市外局番と 7桁の市内番号を使った市内番号へのダイヤルは次のようになります。

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8,<:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9] xxxxxxxxx | 9, 1 900
xxxxxxx !| 9, 011xxxxxx | 0 | [49]11 )
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9, <:1>[2-9]xxxxxxxxxこの例は、ローカルエリアコードが必要な場合に役立ちます。9を
押すと、外線ダイヤルトーンが聞こえます。2～ 9の数字で始まる 10桁の番号を入力す
る必要があります。入力された番号をキャリアに送信する前に、システムは1のプレフィッ
クスを自動的に挿入します。

•自動的に挿入された 3桁の市外局番を使った市内番号へのダイヤルは次のようになりま
す。

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9] xxxxxxxxx | 9, 1
900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

8, <:1212>xxxxxxxこの例は、キャリア側がローカルエリアコードを必須にしている一方
で、ほとんどのコールが 1つの市外局番に発信される場合に役立ちます。ユーザが 8を押
すと、外線電話のダイヤルトーンが聞こえます。任意の7桁の番号を入力できます。入力
された番号をキャリアに送信する前に、システムは 1のプレフィクスと 212の市外局番を
自動的に挿入します。

•米国の長距離ダイヤル

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx |8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9] xxxxxxxxx | 9, 1 900
xxxxxxx ! | 9,011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

9, 1 [2-9] xxxxxxxxx 9を押すと、外線ダイヤルトーンが聞こえます。1で始まり、その後
に 2～ 9までの数字が続く 11桁の任意の番号を入力できます。

•ブロックされた番号

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx |8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9] xxxxxxxxx | 9, 1 900
xxxxxxx ! |9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

9, 1 900 xxxxxxx !このディジットシーケンスは、高額料金や不適切なコンテンツに関連す
る番号（米国の 1-900番号など）にユーザがダイヤルしないようにする場合に役立ちま
す。ユーザが 9を押すと、外線電話のダイヤルトーンが聞こえます。1900で始まる 11桁
の番号を入力すると、そのコールは拒否されます。

•米国の国際ダイヤル

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9] xxxxxxxxx | 9, 1
900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

9, 011xxxxxx.ユーザが 9を押すと、外線電話のダイヤルトーンが聞こえます。米国からの
国際電話と同様に、011で始まる任意の番号を入力できます。

•情報番号

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9] xxxxxxxxx | 9, 1
900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

0 | [49]11この例にはパイプ文字で区切られた 2桁のシーケンスが含まれています。最初の
シーケンスで、ユーザは 0をダイヤルし、オペレータにつながります。2番目のシーケン
スで、ユーザは 411（地域情報）または 911（緊急サービス）を入力できます。
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ダイヤルされた番号の承認と伝送

一連のディジットをダイヤルすると、ダイヤルプランの各シーケンスは候補として試されま

す。一致するシーケンスにより、候補ディジットシーケンスのセットが形成されます。さらに

数字を入力すると、候補セットが1つだけ有効になるか、または有効な候補セットがなくなる
まで、候補セットが減少します。終了イベントが発生すると、ATAは、ダイヤルしたシーケ
ンスを受け入れてコールを開始するか、シーケンスを無効なものとして拒否します。ダイヤル

されたシーケンスが無効な場合、リオーダー（ファストビジー）音が再生されます。

次の表は、終了イベントが処理される方法を示しています。

表 88 :終了イベント

処理終了イベント

番号が拒否される。ダイヤルされた番号がダイヤ

ルプランのシーケンスに一致

しない。

•シーケンスがダイヤルプランで許可された場合、番号が
受け入れられ、ダイヤルプランに応じて送信されます。

•シーケンスがダイヤルプランでブロックされる場合、番
号は拒否されます。

ダイヤルされた番号がダイヤ

ルプランの 1つのシーケンス
に正確に一致している。

ダイヤルされた番号が、該当の桁間タイマーで指定された時

間内にダイヤルプランのディジットシーケンスに一致しない

場合、番号は拒否されます。

•ダイヤルされた番号がダイヤルプランの任意のディジッ
トシーケンスに一致しない場合、桁間ロングタイマー

（Interdigit Long Timer）が適用されます。デフォルト設
定: 10秒

•ダイヤルされた番号がダイヤルプランの 1つ以上の候補
シーケンスに一致する場合、桁間ショートタイマー

（Interdigit Short Timer）が適用されます。デフォルト設
定: 3秒

タイムアウトが発生する。

•シーケンスが完了して、ダイヤルプランで許可された場
合、番号が受け入れられ、ダイヤルプランに応じて送信

されます。

•シーケンスが完了しないか、ダイヤルプランでブロック
される場合、番号は拒否されます。

#キーを押します。
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ダイヤルプランタイマー（オフフックタイマー）

ダイヤルプランタイマーは「オフフックタイマー」と考えることができます。このタイマー

は、電話機がオフフックするとカウントが開始されます。指定した秒数以内に番号がダイヤル

されなかった場合はタイマーが切れて、ヌルエントリと評価されます。ヌルエントリを許可

する特別なダイヤルプラン文字列がない限り、そのコールは拒否されます。デフォルト設定：
5

ダイヤルプランタイマーのシンタックス

(Ps<:n> |ダイヤルプラン)

• s：数秒。Pの後に数字が入力されなかった場合は、デフォルトタイマーの 5秒が適用さ
れます。

• n（オプション）：タイマーが切れたときに、自動的に転送される番号。DID番号を入力
できます。番号は表示されたとおり転送されるため、ワイルドカード文字は使用できませ

ん。番号置換 <:n>を省略した場合、指定された秒数後に、ユーザにリオーダー（ファー
ストビジー）音が流れます。

ダイヤルプランタイマーの例

•電話機がオフフックになった後、ユーザがダイヤルを開始するまでの時間を長くできま
す。

(P9 | (9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2 9]xxxxxxxxx | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)

P9は電話機がオフフックになった後、ユーザがダイヤルを開始するまで9秒間あります。
9秒以内に番号が押されないと、リオーダー（ファストビジー）音が再生されます。タイ
マーを長く設定して、ユーザが番号を入力する時間を長くできます。

xxこのコードでは、1つまたは複数の数字を入力できます。0またはそれ以上の数字を使
用できる単一のxを使用しないでください。タイマーを導入している場合、特に、この設
定によって望ましくない結果が生成されます。

•システムダイヤルプランですべてのシーケンスのホットラインを作成するには、次のよ
うに入力します。

(P9<:23> | (9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2-9]xxxxxxxxx | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)

P9<:23>は、電話機がオフフックになった後、ユーザがダイヤルを開始するまで 9秒間あ
ります。9秒以内に番号が押されない場合、コールは内線 23に自動的に転送されます。

•内線のラインボタンにホットラインを作成するには、次のように入力します。

(P0 <:1000>)

タイマーを0秒に設定すると、電話機がオフフックになったときに、コールが指定された
内線番号に自動的に転送されます。
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桁間ロングタイマー（不完全なエントリタイマー）

このタイマーは不完全なエントリタイマーと考えることができます。このタイマーは、ダイヤ

ルされた番号間のインターバルを測定します。ダイヤルされた番号がダイヤルプランのディ

ジットシーケンスと一致しない限り適用されます。ユーザが指定した秒数内に別の番号を入力

しない場合、エントリは不完全と評価され、コールは拒否されます。デフォルト設定: 10秒

このセクションでは、ダイヤルプランの一部としてタイマーを編集する方法について説明しま

す。または、すべてのコールのデフォルト桁間タイマーを制御する制御タイマーを変更できま

す。制御タイマーのリセット（140ページ）を参照してください。

桁間ロングタイマーのシンタックス

L:s, (ダイヤルプラン)

s：秒数。Lの後ろに数字を入力しない場合、デフォルトタイマーの 5秒が適用されます。タ
イマーシーケンスは、ダイヤルプランの最初のかっこの左側に表示されます。

桁間ロングタイマーの例

L:15, (9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2-9]xxxxxxxxx | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)

L:15は、このダイヤルプランでは、桁間ロングタイマー（Interdigit Long Timer）が切れるま
で番号間で最大 15秒一時停止できることを意味します。

桁間ショートタイマー（完全なエントリタイマー）

このタイマーは完全なエントリタイマーと考えることができます。このタイマーは、ダイヤル

された番号間のインターバルを測定します。ダイヤルされた番号がダイヤルプラン内の少なく

とも1つのディジットシーケンスと一致した場合に適用されます。ユーザが指定した秒数内に
別の番号を入力しない場合、エントリは評価されます。有効な場合は、コールが続行されま

す。無効な場合は、コールが拒否されます。デフォルト設定: 3秒

桁間ショートタイマーのシンタックス

シンタックス 1：S:s, (ダイヤルプラン)

このシンタックスを使用して、かっこで囲まれたダイヤルプラン全体に新しい設定を適用しま

す。

構文 2：sequence Ss

このシンタックスを使用して、特定のダイヤルシーケンスに新しい設定を適用します。

s：秒数。Sの後ろに数字を入力しない場合、デフォルトタイマーの 5秒が適用されます。

桁間ショートタイマーの例

ダイヤルプラン全体のタイマーを設定します。

S:6,(9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2-9]xxxxxxxxx | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)
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S:6は、電話機をオフフックにした状態で番号を入力している間、桁間ショートタイマー
（Interdigit Short Timer）が切れるまで番号間で最大 15秒一時停止できることを意味します。

ダイヤルプラン内の特定のシーケンスに対してインスタントタイマーを設定します。

(9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2-9]xxxxxxxxxS0 | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)

9,8,1[2-9]xxxxxxxxxS0は、タイマーを 0に設定すると、ユーザが順に最後の番号をダイヤルし
たときに、コールが自動的に送信されます。

制御タイマーのリセット

次の手順を使用して、すべてのコールのデフォルトタイマーの設定をリセットすることができ

ます。

特定のディジットシーケンスまたはコールのタイプ専用のタイマー設定を編集する必要がある

場合は、ダイヤルプランを編集できます。ディジットシーケンス（133ページ）を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 ATAwebページにログインします。プロンプトが表示されたら、サービスプロバイダーによっ
て提供される管理者ログインを入力します。

ステップ 2 音声メニューの地域をクリックします。

ステップ 3 [タイマー値の制御]セクションで、[桁間ロングタイマー]フィールドと [桁間ショートタイマー]
フィールドに必要な値を入力します。このセクションの冒頭にある定義を参照してください。
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